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平成 30 年度 

市民参加と市民協働の実施状況に関する総合的評価と提言について 

 

 

狛江市市民参加と市民協働に関する審議会は、市長より諮問を受け、狛江市の市民参加と市

民協働の実施状況に関する総合的評価を実施し、併せて、これまでの現状分析と評価によって

抽出された課題解決に向けた方策を提言としてまとめた。 

市として、様々な施策のより良い実施を目指して試行錯誤し続ける姿勢をもって、参加と協

働の推進をお願いし、以下３つの提言をもって、当審議会の答申とする。 

 

 

■ 提言１．市民が市政に関心を持つ仕組みづくり 

現在の市民参加や市民協働の実施については、パブリックコメントや市民説明会などの実

施において市民の参加実績が低かったり、提案事業件数の横ばいなどが見受けられ、一層の

周知・普及へ取り組む必要があると考える。そのためにも、まずは団体側にもメリットが感

じられるよう、新たな市民協働推進に向けた取組みを検討していただきたい。また、個人と

して市政や地域活動へ興味関心を持ったり参加することができるよう、実務能力を持つ老若

男女、様々なスキルを持った方々を把握し団体とのマッチングを行ったり、その方々が持つ

繋がりを活用することなどによる市民参加や市民協働の活性化へも取り組んでいただきたい。 

 

■ 提言２. SNS を活用した市民参加と市民協働の取組み 

市民参加と市民協働の課題の一つに、様々な世代の参加が進まないということが挙げられ

る。その原因として、仕事や家事・育児、学業など様々な理由で多忙な市民が多く、現状の

手続きでは参加しにくいということが考えられるため、より多くの人が容易に議論の輪に加

わったり声を出すことができるよう、現状の手続き方法に加えて市 Facebook や市ホームペー

ジからも提出できるようにするなど、SNS やインターネットをうまく活用した取組みを検討し

てもらいたい。また、より年齢層にあった宣伝力の強化として、SNS へ掲載する内容に関連し

た写真・イラスト等を掲載するなど、より多くの人に見てもらえるような工夫を行うよう努

めてもらいたい。 

 

■ 提言３．市民活動支援センター「こまえくぼ 1234」の活用促進 

「こまえくぼ 1234」の開設から２年半が経過し、徐々に利用者や相談件数が増えているこ

とは一つの成果と感じられる。しかしながら、３年目を迎えた今も市民のセンターに対する

認識度は低く、実施事業の充実を図るには、まずはセンターの PR活動を促進することが喫緊

の課題と考えられる。 

平成 31 年度から新たな指定管理期間となるが、既存の事業に加えて新たな事業に取り組む

ことも想定されるため、事業推進に向けては市と協議し、円滑な運営ができるよう調整を行

っていただきたい。 
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第一章 総合的評価について   

  

狛江市（以下「市」という。）は、いち早く、平成 15 年４月に「狛江市の市民参加と市民協

働の推進に関する基本条例」（以下「基本条例」という。）を施行し、以降、様々な市民参加手

続きと市民協働事業を実施してきた。 

狛江市市民参加と市民協働に関する審議会（以下「審議会」という。）は、当該基本条例の第

30 条第１項の規定により設立され、同条第２項の規定により、市長から以下のとおり、諮問を

受け調査及び審議を行っている。 

 （1）市民参加と市民協働の実施状況に関する総合的評価の実施。ほか、市民参加と市民協働

の推進の検討と改善 

 （2）市民参加の手続きの方法及び市民協働事業の提案に関する事項 

本総合的評価は、第１号の諮問を受け、実施するものである。答申の提案等については、速

やかに検討・実施されるようにするため、平成 29 年度と平成 30 年度上半期までの現状分析と

評価を行い、抽出された課題の解決に向けた方策を提言等としてまとめている。 

 

 

第二章 市民参加の評価 

 

１．平成 29 年度の市民参加の実施状況 

（1）市民参加手続き等の種類 

市民参加の定義： 

「行政活動に市民の意見を反映するため、行政活動の企画立案から実施、評価に至るまで、

市民が様々な形で参加すること」（基本条例第２条第１号） 

市民参加に関する具体的な手続き：  

① 審議会等（基本条例第２章第２節） 

② パブリックコメント（同第３節） 

③ 公聴会（同第４節） 

④ その他の市民参加手続き（説明会、ワークショップ、フォーラムまたはシンポジウ

ムなど）（同第５節） 

 

（2）市民参加の実施状況等【資料「市民参加実施状況（平成 29 年度実績）集計結果」等参照】 

◆審議会等 

（公募市民委員の充足率） 

   83.9％（平成 27年度は 85％、28年度は 82.8％） 

昨年度より減少し、後期基本計画で定める目標値（平成 31年度 85％）へは未達成。 

 （公募市民委員の女性割合） 

   48.8％（平成 27年度は 45％、28年度は 45％） 

   引き続き男女の割合が大きく偏ることのないよう努めてほしい。 

（審議会等の公開） 

2



原則公開。今後も開かれた市民参加の機会が確保されるよう努めてほしい。 

（会議録の公表と公表時期について） 

   法令または条例で非公開とされている理由以外で非公表となっている会議があり、また、

会議録の公表時期については、「毎回期間内に公表できなかった」「一部期間内に公表でき

なかった」が見受けられる。さらなる改善の努力が望まれる。 

 

◆パブリックコメント 

  件数：８件（平成 28 年度：４件） 

提出意見数としては、全く意見のないものもあったが、施策事業に反映された・取り入れ

られた意見件数は全くないものが多くあった。有益な意見を集めることができるよう工夫が

必要である。 

 

◆公聴会 

平成 17 年１月に、ゴミの有料化問題に関する公聴会以来、平成 29 年度まででは実施され

ていない。 

 

◆その他の市民参加手続き 

  15 件（平成 28 年度：21 件） 

内訳：市民説明会 11 件（28 年度 12件）、市民フォーラム１件（28 年度４件）、シンポジウ

ム０件（28 年度０件）、その他３件（28年度５件） 

参加者数が０名という少ないものもあるが、ほとんどが 10名以上の参加者数であり、市民

への周知が進んできたことが感じられる。今後は、市民モニター制度の活用など、より一層

の推進を期待する。 

 

（3）市民モニター 

  情報発信：24 件（平成 28 年度：17 件） 

  アンケート調査：４件（平成 28 年度：１件） 

  情報発信やアンケート調査件数は増えており、市民モニターの活用が進んでいる。 

 

（4）審議会等の委員アンケート集計結果 

   平成29年度に市の審議会等に参加していた公募市民委員を対象に行ったアンケート結果の

特徴は次のとおりである。 

① 回答者の 62％が 60 代以上で、10～30 代は３％。 

② 審議会の会議内容については「充実していた」78％、「十分発言できた」54％、と前向

きに捉える人が多かったが、一方で「あまり発言できなかった」方も 33％となった。 

③ 会議への参加については、84％が良かったと述べているが、次回積極的に応募するかに

ついては 55％に止まった。 

  委員の幅広い年代の確保や会議の充実に向けて、より良い実施方法を目指してほしい。 
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２. 市民参加の実施等に係る評価 

（1）市民参加手続きの周知・普及 

市民参加手続きの実施については、件数も安定的であり、担当部署において適切に実施さ

れていると感じられる。一方で、市民の参加実績が低いものも見受けられるため、市民への

周知・普及方法に一層取り組んでいただきたい。 

（2）無作為抽出制度の一層の活用 

 無作為抽出制度の活用によって、審議会委員の充足率への効果が出ていると感じる。しかし

ながら、委員の性別や年代については偏りも見受けられるため、より多様な意見を聴取するこ

とができるよう、無作為抽出制度の活用方法について検討していただきたい。 

 

 

第三章 市民協働の評価 

 

１． 平成 29 年度の市民協働の実施状況 

（1）市民協働事業の種類 

市民協働の定義：「市の実施機関と市民公益活動を行う団体が行政活動等について共同して取

組むこと」（基本条例第２条第２号） 

市民協働事業の種類：  

① 財政的支援 

② 参入の機会提供 

③ 共催・後援 

④ 意見交換・情報交換 

 

（2）市民協働の実施状況等【資料「平成 29 年度市民協働事業実施状況」参照】 

◆財政的支援 

総数は 37件となっているが、対象となる補助事業の見直しを行ったため、20 件前後から

大幅に増加している。財政的支援交付団体数も同じく増加し、129 団体となっている。 

 

◆参入の機会提供（委託、協定等） 

 総数は 45 件で、数年間の推移を見てもほぼ 40 件台で固定しつつある。 

協定により実施される市民協働事業提案制度については、平成 26 年度から開始された行

政提案型事業にて、平成 29 年度は２団体が次に掲げる協働事業を実施した。 

・東京オリンピック・パラリンピックを活用した取組みについて 

・子どもとその保護者および高齢者における交通事故ゼロを目指すため、交通事故実例

集などの小冊子作成 

平成 30 年度は、行政提案型事業により２団体が事業を実施しているところである。 

◆共催・後援 

総数は 229 件で平成 28年度より大幅に増加した。 
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◆意見交換・情報交換 

11 件（平成 28年度：７件） 

フォーラムや懇談会、意見交換会といった既存の取組み方法だけでなく、実践を組み合

わせた説明会やワークショップなど、工夫して市民参加の推進へ取組んでいた。 

 

２． 市民協働の実施等に係る評価 

（1）「市民協働事業提案制度」の促進 

市民提案型市民協働事業については、平成 28 年度から続いて採択件数が０件となっており、

提案団体へのサポートが必要と考えられる。狛江市市民活動支援センターは、団体の相談に応

じて適切な支援を行っているため、センターとの連携によって公益性の高い提案事業の推進に

取り組んでいただきたい。 

 

（2）市民協働に関する情報発信の充実 

市民協働に関する情報提供は極めて重要であり、これで十分ということはない。今後の情報

発信は、市民活動支援センターの取組みとともに、行政においても充分な情報発信ができるよ

う、取組み方法を検討していただきたい。 

 

（3）市民協働事業件数増への取組み 

市民協働事業のうち、財政的支援件数と参入の機会提供件数の合計は 81件となっており、後

期基本計画の目標である平成 31 年度までに 90 件の達成に向けて、庁内における市民協働の機

運をさらに醸成していく必要がある。 

 

以上 
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市民参加実施状況（平成29年度実績）集計結果

公募市民委員を設置している審議会等 38

公募市民委員を設置していない審議会等 9

計 47

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

公募市民委員を設置している審議会等 74% 88% 89% 87% 83% 88% 79.6% 80.4% 82.5% 80.8%

公募市民委員を設置していない審議会等 26% 12% 11% 13% 17% 13% 20.4% 19.6% 17.5% 19.1%

法律・条例等の規定に基づく 4

専門的・実務的な検討を行うため 5

その他 0

計 9

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

法律・条例等の規定に基づく 36% 100% 100% 67% 57% 80% 50% 56% 57% 44%

専門的・実務的な検討を行うため 55% 0% 0% 33% 43% 20% 20% 33% 29% 56%

その他 9% 0% 0% 0% 0% 0% 30% 11% 14% 0%

男性 64

女性 61

計 125

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

男性 66% 61% 64% 62% 71% 64% 60% 55% 55% 51%

女性 34% 39% 36% 38% 29% 36% 40% 45% 45% 49%

１．公募市民委員の有無

２．公募市民委員枠がない場合の理由

３．公募市民委員の男女の割合
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市民参加実施状況（平成29年度実績）集計結果

H28 H29

15歳以上 0 0

18歳以上 21 26

20歳以上 11 10

制限なし 0 0

その他 1 2

計 33 38

５．公募市民委員の応募条件　＜在住＞＜在勤＞＜在学＞
H28 H29

在住・在勤・在学 19 24

在住・在勤 4 4

在住のみ 9 9

条件無 8 10

計 40 47

６．会議の開催予定の公表
H28 H29

公表した 20 26

公表しなかった 12 14

一部公表できなかった 5 5

計 37 45

※会議未開催の件数は含まず

７．会議の公開
H28 H29

公開 35 41

一部非公開 1 2

非公開 1 4

計 37 47

※会議未開催の場合も、実施した場合で回答

８．会議開催時間
H28 H29

平日昼間 14 22

平日夜間 22 22

休日昼間 1 1

休日夜間 0 0

計 37 45

９．会議録資料（全部・一部）の事前送付
H28 H29

全会議送付した 19

一部の会議は送付しなかった 11

送付しなかった 15

計 45

※平成29年度からの新規項目

10．会議録の公表
H28 H29

公表 32 40

一部非公表 0 0

公表しなかった 5 5

計 37 45

４．公募市民委員の応募条件＜年齢＞
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1
日

平
成

30
年

４
月

予
定

有
―

8
1
1

7
1
1

7
2

9
5

1
2

2
1

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

政
策

室
企

画
調

整
担

当
狛

江
市

総
合

戦
略

推
進

委
員

会
平

成
29

年
８

月
1
0
日

～
平

成
31

年
８

月
９

日

平
成

31
年

６
月

予
定

有
―

2
1
0

3
1
0

3
0

7
2

0
3

1
0

1
1

1
8
歳

以
上

○
○

○

政
策

室
協

働
調

整
担

当
狛

江
市

男
女

共
同

参
画

推
進

委
員

会
平

成
29

年
５

月
～

平
成

3
1
年

３
月

平
成

31
年

３
月

予
定

有
―

4
1
0

9
1
0

9
0

6
6

0
4

3
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

政
策

室
協

働
調

整
担

当
狛

江
市

市
民

参
加

と
市

民
協

働
に

関
す

る
審

議
会

平
成

27
年

５
月

1
2
日

～
平

成
3
0
年

３
月

3
1
日

平
成

30
年

３
月

予
定

有
―

6
1
5

9
1
5

8
2

1
0

3
2

5
5

0
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

市
史

編
さ

ん
室

市
史

編
さ

ん
担

当
狛

江
市

市
史

編
さ

ん
委

員
会

平
成

28
年

７
月

2
0
日

～
平

成
3
0
年

７
月

1
9
日

平
成

30
年

６
月

頃
有

―
2

1
0

3
8

1
0

7
0

0
1

1
0

0
0

2
0
歳

以
上

○
─

─

安
心

安
全

課
防

災
防

犯
係

狛
江

市
安

心
で

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

推
進

審
議

会

平
成

28
年

１
月

2
0
日

～
平

成
3
1
年

１
月

1
9
日

平
成

3
0
年

1
2

月
予

定
有

―
1

1
0
名

以
内

5
名

以
内

5
4

0
3

2
0

2
2

0
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

安
心

安
全

課
防

災
防

犯
係

狛
江

市
国

民
保

護
協

議
会

平
成

2
9
年

4
月

1
日

～
平

成
3
1

年
3
月

3
1
日

―
無

法
令

、
例

規
で

規
定

0
3
0
名

以
内

0
1
6

0
0

1
5

0
0

1
0

0
0

0
―

─
─

─

安
心

安
全

課
防

災
防

犯
係

狛
江

市
防

災
会

議
期

間
な

し
又

は
２

年
間

―
無

法
令

、
例

規
で

規
定

2
3
0
名

以
内

0
2
9

0
0

2
4

0
0

5
0

0
0

0
―

─
─

─

職
員

課
人

事
研

修
係

狛
江

市
特

別
職

報
酬

等
審

議
会

平
成

2
9
年

1
1

月
1
5
日

～
平

成
3
1
年

1
1
月

1
4
日

平
成

3
1
年

1
0

月
有

―
2

1
0

3
8

1
0

7
1

0
1

0
0

0
0

2
0
歳

以
上

○
○

○

地
域

活
性

課
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
文

化
係

市
民

公
益

活
動

事
業

補
助

金
交

付
事

業
平

成
29

年
５

月
～

平
成

3
0
年

３
月

平
成

30
年

４
月

予
定

有
―

2
7

3
7

3
0

5
1

0
2

2
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

地
域

活
性

課
地

域
振

興
係

狛
江

市
農

業
振

興
計

画
策

定
委

員
会

平
成

29
年

６
月

～
平

成
3
0
年

２
月

―
有

―
6

1
1

2
1
1

2
0

8
0

0
3

2
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

地
域

福
祉

課
地

域
福

祉
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

平
成

29
年

８
月

～
平

成
3
2
年

７
月

平
成

32
年

６
月

予
定

有
―

4
2
1

5
2
1

5
0

1
5

2
0

6
3

0
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

地
域

福
祉

課
地

域
福

祉
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

障
が

い
小

委
員

会

平
成

29
年

８
月

～
平

成
3
2
年

７
月

平
成

32
年

６
月

予
定

有
―

4
7

0
7

0
0

5
0

0
2

0
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

主
管

課
担

当
係

審
議

会
等

名
称

任
期

次
回

募
集

時
期

公
募

市
民

委
員

の
有

無

在
勤

在
学

会
議

回
数

委
員

の
定

数
委

員
の

人
数

男
女

の
内

訳
2
0
歳

未
満

青
少

年
公

募
市

民
委

員

学
生

の
人

数
（
大

学
生

等
）

公
募

市
民

有
無

公
募

市
民

枠
が

な
い

理
由

全
体

全
体

男
性

在
住

公
募

市
民

委
員

の
応

募
条

年
齢

公
募

市
民

委
員

公
募

市
民

委
員

全
体

全
体

無
作

為
抽

出
公

募
市

民
委

員
公

募
市

民
委

員

女
性

3



市
民

参
加

の
実

施
状

況
（
平

成
2
9
年

度
実

績
）
【
審

議
会

等
】

無
作

為
抽

出
無

作
為

抽
出

主
管

課
担

当
係

審
議

会
等

名
称

任
期

次
回

募
集

時
期

公
募

市
民

委
員

の
有

無

在
勤

在
学

会
議

回
数

委
員

の
定

数
委

員
の

人
数

男
女

の
内

訳
2
0
歳

未
満

青
少

年
公

募
市

民
委

員

学
生

の
人

数
（
大

学
生

等
）

公
募

市
民

有
無

公
募

市
民

枠
が

な
い

理
由

全
体

全
体

男
性

在
住

公
募

市
民

委
員

の
応

募
条

年
齢

公
募

市
民

委
員

公
募

市
民

委
員

全
体

全
体

無
作

為
抽

出
公

募
市

民
委

員
公

募
市

民
委

員

女
性

地
域

福
祉

課
地

域
福

祉
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

高
齢

小
委

員
会

平
成

29
年

８
月

～
平

成
3
2
年

７
月

平
成

32
年

６
月

予
定

有
―

4
1
0

1
1
0

1
0

8
1

0
2

0
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

高
齢

障
が

い
課

介
護

保
険

係
介

護
保

険
推

進
市

民
協

議
会

平
成

2
7
年

1
1

月
～

平
成

3
0

年
1
0
月

平
成

3
0
年

8
月

予
定

有
―

2
1
5

4
1
3

4
2

7
0

0
6

4
2

0
0

そ
の

他
（
備

考
欄

に
記

載
）

○
○

─

高
齢

障
が

い
課

高
齢

者
支

援
係

狛
江

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
平

成
30

年
２

月
１

5日
～

平
成

3
3
年

２
月

1
4
日

平
成

33
年

２
月

有
―

3
1
2

4
9

3
0

5
1

0
4

2
0

0
0

そ
の

他
（
備

考
欄

に
記

載
）

○
○

─

高
齢

障
が

い
課

高
齢

者
支

援
係

狛
江

市
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
検

討
委

員
会

平
成

28
年

８
月

2
9
日

～
平

成
3
1
年

３
月

3
1
日

―
無

認
知

症
支

援
に

あ
た

っ
て

い
る

医
療

・
介

護
職

に
よ

り
専

門
的

な
見

地
か

ら
，

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
活

用
す

る
制

度
の

内
容

を
議

論
す

る
場

で
あ

る
た

め

3
1
2

0
1
2

0
0

4
0

0
8

0
0

0
0

―
─

─
─

健
康

推
進

課
健

康
推

進
係

狛
江

市
健

康
づ

く
り

推
進

協
議

会
平

成
29

年
７

月
1
0
日

～
平

成
31

年
７

月
９

日

平
成

31
年

６
月

予
定

有
―

3
1
3

4
1
0

2
2

4
1

1
6

1
1

0
0

2
0
歳

以
上

○
─

─

健
康

推
進

課
健

康
推

進
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

医
療

と
介

護
の

連
携

推
進

小
委

員
会

平
成

29
年

８
月

～
平

成
3
2
年

７
月

平
成

32
年

６
月

予
定

無

厚
労

省
医

療
介

護
連

携
８

項
目

の
実

現
の

た
め

の
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

会
議

で
あ

り
、

取
り

扱
う

議
題

の
専

門
性

の
高

さ
か

ら
、

在
宅

医
師

、
薬

剤
師

、
主

任
ケ

ア
マ

ネ
の

３
者

を
各

業
界

団
体

か
ら

の
推

薦
で

組
織

し
て

い
る

た
め

。

4
1
1

0
1
1

0
0

6
0

0
5

0
0

0
0

―
─

─
─

子
育

て
支

援
課

企
画

支
援

係
狛

江
市

子
ど

も
・子

育
て

会
議

平
成

27
年

９
月

～
平

成
2
9
年

９
月

平
成

31
年

６
月

予
定

有
―

5
1
6

4
1
6

4
2

8
2

1
8

2
1

0
0

1
8
歳

以
上

○
─

─

児
童

青
少

年
課

児
童

青
少

年
係

狛
江

市
青

少
年

委
員

の
会

議
平

成
29

年
４

月
2
0
日

～
平

成
3
1
年

４
月

1
9
日

平
成

31
年

３
月

実
施

予
定

有
―

1
2

1
0

4
6

0
0

4
0

0
2

0
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

─

児
童

青
少

年
課

児
童

青
少

年
係

狛
江

市
青

少
年

問
題

協
議

会
平

成
28

年
５

月
1
0
日

～
平

成
30

年
５

月
９

日

平
成

3
0
年

5
月

実
施

予
定

無
地

方
青

少
年

問
題

協
議

会
法

第
３

条
、

設
置

条
例

、
施

行
規

則
1

2
1

0
2
1

0
0

1
5

0
0

6
0

0
0

0
―

─
─

─

児
童

青
少

年
課

児
童

青
少

年
係

狛
江

市
青

少
年

問
題

協
議

会
小

委
員

会
平

成
29

年
５

月
1
0
日

～
平

成
31

年
５

月
９

日

平
成

3
1
年

5
月

実
施

予
定

有
―

4
1
9

2
1
6

0
0

8
0

0
8

0
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

環
境

政
策

課
環

境
係

狛
江

市
環

境
保

全
審

議
会

平
成

30
年

１
月

～
平

成
3１

年
1
2
月

平
成

32
年

１
月

予
定

有
―

3
1
3

8
1
2

8
0

9
5

0
3

3
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

環
境

政
策

課
環

境
係

狛
江

市
環

境
保

全
実

施
計

画
推

進
委

員
会

平
成

28
年

４
月

～
平

成
3
2
年

３
月

平
成

32
年

４
月

予
定

有
―

7
1
5

3
8

1
0

6
0

0
2

1
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

環
境

政
策

課
環

境
係

狛
江

市
路

上
喫

煙
等

の
制

限
に

関
す

る
条

例
改

正
検

討
委

員
会

規
定

す
る

所
掌

事
務

に
つ

い
て

市
長

へ
の

報
告

が
終

了
す

る
ま

で

―
有

―
5

9
4

8
3

0
8

3
0

0
0

0
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

清
掃

課
業

務
係

狛
江

市
ご

み
半

減
推

進
審

議
会

平
成

28
年

２
月

１
日

～
平

成
30

年
１

月
3
1
日

平
成

3
0
年

1
2

月
予

定
有

―
5

1
8

1
2

1
2

8
0

7
3

0
5

5
0

0
0

2
0
歳

以
上

○
─

─

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

狛
江

市
ま

ち
づ

く
り

委
員

会

平
成

2
8
年

1
0
月

～
平

成
3
0
年

９
月

平
成

2
9
年

1
0
月

～
平

成
3
1
年

９
月

平
成

30
年

９
月

予
定

有
―

6
1
5

1
0

1
5

1
0

0
1
2

8
0

3
2

0
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
都

市
計

画
担

当
狛

江
市

都
市

計
画

審
議

会
平

成
29

年
７

月
～

平
成

3
1
年

５
月

平
成

31
年

４
月

予
定

有
―

4
1
8

3
1
8

3
3

1
6

2
2

2
1

1
0

0
1
8
歳

以
上

○
─

─
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市
民

参
加

の
実

施
状

況
（
平

成
2
9
年

度
実

績
）
【
審

議
会

等
】

無
作

為
抽

出
無

作
為

抽
出

主
管

課
担

当
係

審
議

会
等

名
称

任
期

次
回

募
集

時
期

公
募

市
民

委
員

の
有

無

在
勤

在
学

会
議

回
数

委
員

の
定

数
委

員
の

人
数

男
女

の
内

訳
2
0
歳

未
満

青
少

年
公

募
市

民
委

員

学
生

の
人

数
（
大

学
生

等
）

公
募

市
民

有
無

公
募

市
民

枠
が

な
い

理
由

全
体

全
体

男
性

在
住

公
募

市
民

委
員

の
応

募
条

年
齢

公
募

市
民

委
員

公
募

市
民

委
員

全
体

全
体

無
作

為
抽

出
公

募
市

民
委

員
公

募
市

民
委

員

女
性

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

狛
江

市
空

家
等

対
策

推
進

協
議

会
準

備
会

平
成

2
9
年

5
月

～
平

成
3
0
年

1
月

－
有

―
5

1
1

2
1
1

2
0

9
1

0
2

1
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

道
路

交
通

課
交

通
対

策
係

狛
江

市
交

通
安

全
対

策
会

議
平

成
28

年
１

月
～

平
成

3
0
年

１
月

平
成

30
年

４
月

有
―

3
1
3

3
1
3

3
0

1
0

2
0

3
1

0
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

道
路

交
通

課
交

通
対

策
係

狛
江

市
地

域
公

共
交

通
会

議
平

成
29

年
３

月
～

平
成

3
0
年

３
月

平
成

30
年

４
月

有
―

1
1
3

3
1
3

3
0

1
1

1
0

2
2

0
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

道
路

交
通

課
交

通
対

策
係

狛
江

市
自

転
車

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

策
定

委
員

会

平
成

29
年

４
月

～
平

成
3
0
年

３
月

平
成

30
年

４
月

有
―

3
1
3

3
1
3

3
2

1
1

2
1

2
1

1
0

0
1
8
歳

以
上

○
○

○

学
校

教
育

課
教

育
庶

務
係

狛
江

市
教

育
委

員
会

の
自

己
点

検
及

び
評

価
に

関
す

る
審

査
委

員
会

平
成

29
年

６
月

～
平

成
3
1
年

３
月

平
成

31
年

４
月

有
―

5
4

2
4

2
0

2
0

0
2

2
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

○

社
会

教
育

課
社

会
教

育
係

狛
江

市
社

会
教

育
委

員
の

会
議

平
成

29
年

４
月

～
平

成
3
1
年

３
月

平
成

31
年

１
月

予
定

有
―

3
1
0
名

以
内

2
名

以
内

7
1

0
4

0
0

3
1

0
0

0
2
0
歳

以
上

○
─

─

社
会

教
育

課
社

会
教

育
係

狛
江

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
審

議
会

平
成

29
年

４
月

～
平

成
3
1
年

３
月

平
成

31
年

１
月

予
定

有
―

2
1
0
名

以
内

2
名

以
内

8
2

2
6

0
0

2
2

2
0

0
2
0
歳

以
上

○
─

─

社
会

教
育

課
社

会
教

育
係

狛
江

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
会

平
成

29
年

４
月

～
平

成
3
1
年

３
月

―
無

ス
ポ

ー
ツ

全
般

に
亘

り
市

民
へ

の
指

導
等

を
行

う
た

め
の

専
門

知
識

と
技

能
を

要
す

る
た

め
。

1
2

2
0
名

以
内

0
1
2

0
0

5
0

0
7

0
0

0
0

―
─

─
─

社
会

教
育

課
文

化
財

担
当

狛
江

市
文

化
財

専
門

委
員

の
会

議
平

成
29

年
４

月
１

日
～

平
成

31
年

３
月

3
1
日

―
無

狛
江

市
文

化
財

の
指

定
お

よ
び

解
除

等
重

要
事

項
を

審
議

す
る

た
め

に
専

門
的

な
知

識
が

要
求

さ
れ

る
た

め
。

2
1
0

0
6

0
0

5
0

0
1

0
0

0
0

―
─

─
─

社
会

教
育

課
文

化
財

担
当

猪
方

小
川

塚
古

墳
保

存
整

備
検

討
委

員
会

平
成

25
年

７
月

3
1
日

～
所

掌
事

務
の

満
了

―
無

審
議

内
容

が
、

石
室

石
材

の
保

存
処

理
、

古
墳

の
整

備
等

に
関

す
る

極
め

て
専

門
的

な
知

識
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

専
門

各
分

野
の

学
識

経
験

者
で

構
成

し
て

い
る

た
め

。

1
5

0
3

0
0

3
0

0
0

0
0

0
0

―
─

─
─

社
会

教
育

課
文

化
財

担
当

狛
江

市
立

古
民

家
園

運
営

評
議

会
平

成
29

年
２

月
１

日
～

平
成

31
年

１
月

3
1
日

平
成

31
年

１
月

有
―

1
6

0
5

1
0

3
0

0
2

1
0

0
0

2
0
歳

以
上

○
○

○

公
民

館
事

業
係

狛
江

市
立

公
民

館
運

営
審

議
会

平
成

29
年

４
月

～
平

成
3
1
年

３
月

平
成

31
年

３
月

有
―

6
1
0

6
1
0

6
0

6
4

0
4

2
0

0
0

2
0
歳

以
上

○
─

─

図
書

館
図

書
サ

ー
ビ

ス
係

狛
江

市
立

図
書

館
協

議
会

平
成

27
年

４
月

～
平

成
2
9
年

３
月

平
成

31
年

２
月

予
定

有
―

6
1
0

2
7

2
0

2
1

0
5

1
0

0
0

1
8
歳

以
上

○
○

─

保
険

年
金

課
国

民
健

康
保

険
係

狛
江

市
国

民
健

康
保

険
運

営
協

議
会

平
成

28
年

４
月

～
平

成
3
0
年

３
月

平
成

30
年

２
月

有
―

3
1
4

4
1
1

2
0

6
0

0
5

2
0

0
0

1
8
歳

以
上

─
─

─

指
導

室
指

導
教

職
員

係
狛

江
市

教
科

書
選

定
協

議
会

平
成

29
年

５
月

2
2
日

～
2
9
年

８
月

3
1
日

―
無

狛
江

市
立

小
学

校
及

び
中

学
校

教
科

書
採

択
に

関
す

る
規

則
第

５
条

に
規

定
さ

れ
て

い
る

た
め

3
1
4
名

以
内

0
9

0
0

7
0

0
2

0
0

0
0

―
─

─
─

（
A

）
（
C

）
（
B

）
（
D

）
（
E
）

（
F
）

（
G

）
（
H

)
1
8
1

5
8
8

1
4
9

5
0
3

1
2
5

1
9

3
5
1

6
4

9
1
5
2

6
1

1
0

1
1

6
9
.8

%
3
0
.2

%
5
1
.2

%
4
8
.8

%

男
性

女
性

男
性

女
性

8
5
.5

%
8
3
.9

%

委
員

充
足

率
（
B

）
／

（
A

）
公

募
委

員
充

足
率

（
D

)／
（
C

）
全

委
員

男
女

割
合

（
E
）
・
（
G

)／
（
B

）
公

募
委

員
男

女
割

合
（
F
）
・
（
H

）
／

（
D

）
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市
民

参
加

の
実

施
状

況
（
平

成
2
9
年

度
実

績
）
【
審

議
会

等
】

秘
書

広
報

室
秘

書
担

当
狛

江
市

長
の

資
産

等
の

公
開

に
関

す
る

審
議

会

政
策

室
政

策
法

制
担

当
狛

江
市

個
人

情
報

保
護

審
議

会

政
策

室
政

策
法

制
担

当
狛

江
市

行
政

不
服

審
査

会

政
策

室
企

画
調

整
担

当
狛

江
市

外
部

評
価

委
員

会

政
策

室
企

画
調

整
担

当
狛

江
市

総
合

戦
略

推
進

委
員

会

政
策

室
協

働
調

整
担

当
狛

江
市

男
女

共
同

参
画

推
進

委
員

会

政
策

室
協

働
調

整
担

当
狛

江
市

市
民

参
加

と
市

民
協

働
に

関
す

る
審

議
会

市
史

編
さ

ん
室

市
史

編
さ

ん
担

当
狛

江
市

市
史

編
さ

ん
委

員
会

安
心

安
全

課
防

災
防

犯
係

狛
江

市
安

心
で

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

推
進

審
議

会

安
心

安
全

課
防

災
防

犯
係

狛
江

市
国

民
保

護
協

議
会

安
心

安
全

課
防

災
防

犯
係

狛
江

市
防

災
会

議

職
員

課
人

事
研

修
係

狛
江

市
特

別
職

報
酬

等
審

議
会

地
域

活
性

課
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
文

化
係

市
民

公
益

活
動

事
業

補
助

金
交

付
事

業

地
域

活
性

課
地

域
振

興
係

狛
江

市
農

業
振

興
計

画
策

定
委

員
会

地
域

福
祉

課
地

域
福

祉
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

地
域

福
祉

課
地

域
福

祉
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

障
が

い
小

委
員

会

主
管

課
担

当
係

審
議

会
等

名
称

選
挙

権
を

有
す

る
市

民
―

―
公

開
―

可
―

―
―

―
―

―
公

表
し

た
広

報
の

み
公

開
―

可
平

日
昼

一
部

の
会

議
は

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
非

公
開

行
政

不
服

審
査

法
第

4
3
条

第
１

項
，

情
報

公
開

条
例

第
14

条
第

３
項

，
個

人
情

報
保

護
条

例
第

3
6
条

第
３

項
又

は
狛

江
市

行
政

手
続

に
お

け
る

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

た
め

の
番

号
の

利
用

等
に

関
す

る
条

例
第

4
3
条

第
３

項
の

規
定

に
よ

る
諮

問
に

応
じ

，
審

査
会

が
審

議
す

る
会

議
に

つ
い

て
は

，
非

公
開

不
可

平
日

昼
送

付
し

な
か

っ
た

公
表

し
な

か
っ

た

法
令

又
は

条
例

で
非

公
開

と
さ

れ
て

い
る

か
ら

―

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

─
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
夜

間
送

付
し

な
か

っ
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

原
則

平
日

に
開

催
す

る
会

議
に

出
席

で
き

る
こ

と

公
表

し
た

広
報

・Ｈ
Ｐ

公
開

―
可

平
日

夜
間

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
―

―
一

部
非

公
開

審
議

が
個

人
情

報
な

ど
に

関
す

る
事

項
の

場
合

は
非

公
開

可
―

―
―

―
―

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
昼

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

原
則

と
し

て
会

議
の

全
日

程
に

出
席

で
き

る
者

公
表

し
な

か
っ

た
―

非
公

開

審
議

が
個

人
情

報
な

ど
に

関
す

る
事

項
を

含
む

た
め

、
審

議
会

に
よ

り
非

公
開

と
決

定
さ

れ
た

。

不
可

平
日

昼
一

部
の

会
議

は
送

付
し

た
公

表
し

た
―

一
部

期
間

内
に

公
表

で
き

な
か

っ
た

―
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ
・

チ
ラ

シ
公

開
―

可
休

日
昼

全
会

議
送

付
し

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
公

表
し

た
Ｈ

Ｐ
の

み
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

そ
の

他
の

条
件

会
議

録
公

表

条
件

会
議

の
公

開

会
議

開
催

時
間

会
議

録
の

公
表

会
議

資
料

（
全

部
・

一
部

）
の

事
前

送
付

（
新

規
項

目
）

非
公

表
理

由
４

週
間

以
内

公
表

開
催

予
定

の
公

表

開
催

予
定

公
表

の
媒

体

会
議

の
公

開
非

公
開

理
由

傍
聴

の
不

可

6



市
民

参
加

の
実

施
状

況
（
平

成
2
9
年

度
実

績
）
【
審

議
会

等
】

主
管

課
担

当
係

審
議

会
等

名
称

地
域

福
祉

課
地

域
福

祉
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

高
齢

小
委

員
会

高
齢

障
が

い
課

介
護

保
険

係
介

護
保

険
推

進
市

民
協

議
会

高
齢

障
が

い
課

高
齢

者
支

援
係

狛
江

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議

高
齢

障
が

い
課

高
齢

者
支

援
係

狛
江

市
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
検

討
委

員
会

健
康

推
進

課
健

康
推

進
係

狛
江

市
健

康
づ

く
り

推
進

協
議

会

健
康

推
進

課
健

康
推

進
係

狛
江

市
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

医
療

と
介

護
の

連
携

推
進

小
委

員
会

子
育

て
支

援
課

企
画

支
援

係
狛

江
市

子
ど

も
・子

育
て

会
議

児
童

青
少

年
課

児
童

青
少

年
係

狛
江

市
青

少
年

委
員

の
会

議

児
童

青
少

年
課

児
童

青
少

年
係

狛
江

市
青

少
年

問
題

協
議

会

児
童

青
少

年
課

児
童

青
少

年
係

狛
江

市
青

少
年

問
題

協
議

会
小

委
員

会

環
境

政
策

課
環

境
係

狛
江

市
環

境
保

全
審

議
会

環
境

政
策

課
環

境
係

狛
江

市
環

境
保

全
実

施
計

画
推

進
委

員
会

環
境

政
策

課
環

境
係

狛
江

市
路

上
喫

煙
等

の
制

限
に

関
す

る
条

例
改

正
検

討
委

員
会

清
掃

課
業

務
係

狛
江

市
ご

み
半

減
推

進
審

議
会

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

狛
江

市
ま

ち
づ

く
り

委
員

会

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
都

市
計

画
担

当
狛

江
市

都
市

計
画

審
議

会

そ
の

他
の

条
件

会
議

録
公

表

条
件

会
議

の
公

開

会
議

開
催

時
間

会
議

録
の

公
表

会
議

資
料

（
全

部
・

一
部

）
の

事
前

送
付

（
新

規
項

目
）

非
公

表
理

由
４

週
間

以
内

公
表

開
催

予
定

の
公

表

開
催

予
定

公
表

の
媒

体

会
議

の
公

開
非

公
開

理
由

傍
聴

の
不

可

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

6
5
歳

以
上

2
人

、
4
0
歳

以
上

6
5
歳

未
満

2
人

公
表

し
た

広
報

の
み

公
開

―
可

平
日

夜
間

全
会

議
送

付
し

た
公

表
し

な
か

っ
た

―
―

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
・
介

護
保

険
被

保
険

者

公
表

し
た

広
報

の
み

公
開

―
可

平
日

夜
間

全
会

議
送

付
し

た
公

表
し

た
―

一
部

期
間

内
に

公
表

で
き

な
か

っ
た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
非

公
開

議
論

の
中

で
個

人
情

報
が

入
る

こ
と

が
あ

る
た

め
不

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
昼

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
一

部
の

会
議

は
送

付
し

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
一

部
公

表
で

き
な

か
っ

た
広

報
の

み
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
一

部
公

表
で

き
な

か
っ

た
Ｈ

Ｐ
の

み
公

開
―

可
平

日
夜

間
送

付
し

な
か

っ
た

公
表

し
な

か
っ

た
―

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
昼

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

な
か

っ
た

―

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
昼

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

な
か

っ
た

―

―
公

表
し

た
Ｈ

Ｐ
の

み
公

開
―

可
平

日
昼

全
会

議
送

付
し

た
公

表
し

た
―

一
部

期
間

内
に

公
表

で
き

な
か

っ
た

―
公

表
し

た
Ｈ

Ｐ
の

み
公

開
―

可
平

日
夜

間
送

付
し

な
か

っ
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

―
公

表
し

た
Ｈ

Ｐ
の

み
公

開
―

可
平

日
昼

全
会

議
送

付
し

た
公

表
し

た
―

一
部

期
間

内
に

公
表

で
き

な
か

っ
た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
昼

全
会

議
送

付
し

た
公

表
し

た
―

期
間

内
に

公
表

で
き

な
か

っ
た

―
公

表
し

た
Ｈ

Ｐ
の

み
公

開
―

可
平

日
夜

間
送

付
し

な
か

っ
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

―
公

表
し

た
広

報
の

み
公

開
―

可
平

日
昼

一
部

の
会

議
は

送
付

し
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た
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市
民

参
加

の
実

施
状

況
（
平

成
2
9
年

度
実

績
）
【
審

議
会

等
】

主
管

課
担

当
係

審
議

会
等

名
称

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

狛
江

市
空

家
等

対
策

推
進

協
議

会
準

備
会

道
路

交
通

課
交

通
対

策
係

狛
江

市
交

通
安

全
対

策
会

議

道
路

交
通

課
交

通
対

策
係

狛
江

市
地

域
公

共
交

通
会

議

道
路

交
通

課
交

通
対

策
係

狛
江

市
自

転
車

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

策
定

委
員

会

学
校

教
育

課
教

育
庶

務
係

狛
江

市
教

育
委

員
会

の
自

己
点

検
及

び
評

価
に

関
す

る
審

査
委

員
会

社
会

教
育

課
社

会
教

育
係

狛
江

市
社

会
教

育
委

員
の

会
議

社
会

教
育

課
社

会
教

育
係

狛
江

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
審

議
会

社
会

教
育

課
社

会
教

育
係

狛
江

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
会

社
会

教
育

課
文

化
財

担
当

狛
江

市
文

化
財

専
門

委
員

の
会

議

社
会

教
育

課
文

化
財

担
当

猪
方

小
川

塚
古

墳
保

存
整

備
検

討
委

員
会

社
会

教
育

課
文

化
財

担
当

狛
江

市
立

古
民

家
園

運
営

評
議

会

公
民

館
事

業
係

狛
江

市
立

公
民

館
運

営
審

議
会

図
書

館
図

書
サ

ー
ビ

ス
係

狛
江

市
立

図
書

館
協

議
会

保
険

年
金

課
国

民
健

康
保

険
係

狛
江

市
国

民
健

康
保

険
運

営
協

議
会

指
導

室
指

導
教

職
員

係
狛

江
市

教
科

書
選

定
協

議
会

そ
の

他
の

条
件

会
議

録
公

表

条
件

会
議

の
公

開

会
議

開
催

時
間

会
議

録
の

公
表

会
議

資
料

（
全

部
・

一
部

）
の

事
前

送
付

（
新

規
項

目
）

非
公

表
理

由
４

週
間

以
内

公
表

開
催

予
定

の
公

表

開
催

予
定

公
表

の
媒

体

会
議

の
公

開
非

公
開

理
由

傍
聴

の
不

可

―
公

表
し

た
Ｈ

Ｐ
の

み
公

開
―

可
平

日
昼

一
部

の
会

議
は

送
付

し
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

―
一

部
公

表
で

き
な

か
っ

た
広

報
の

み
公

開
―

可
平

日
昼

一
部

の
会

議
は

送
付

し
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
昼

一
部

の
会

議
は

送
付

し
た

公
表

し
た

―
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

た
広

報
の

み
公

開
―

可
平

日
昼

一
部

の
会

議
は

送
付

し
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
昼

全
会

議
送

付
し

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
夜

間
一

部
の

会
議

は
送

付
し

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
昼

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
一

部
公

表
で

き
な

か
っ

た
広

報
の

み
公

開
―

可
平

日
夜

間
一

部
の

会
議

は
送

付
し

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
一

部
公

表
で

き
な

か
っ

た
広

報
の

み
一

部
非

公
開

文
化

財
の

指
定

及
び

解
除

等
重

要
事

項
の

審
議

、
指

定
候

補
の

文
化

財
に

関
す

る
議

事
等

に
つ

い
て

は
、

所
有

者
に

関
す

る
情

報
や

価
値

判
断

を
伴

う
審

議
と

な
る

た
め

。

可
平

日
昼

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
昼

送
付

し
な

か
っ

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

原
則

と
し

て
平

日
に

開
催

す
る

会
議

に
出

席
で

き
る

も
の

公
表

し
な

か
っ

た
―

公
開

―
可

平
日

昼
送

付
し

な
か

っ
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

―
公

表
し

た
広

報
・Ｈ

Ｐ
公

開
―

可
平

日
夜

間
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
一

部
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
公

開
―

可
平

日
夜

間
一

部
の

会
議

は
送

付
し

た
公

表
し

た
―

毎
回

期
間

内
に

公
表

で
き

た

狛
江

市
国

民
健

康
保

険
の

被
保

険
者

公
表

し
た

広
報

・Ｈ
Ｐ

公
開

―
可

平
日

昼
全

会
議

送
付

し
た

公
表

し
た

―
毎

回
期

間
内

に
公

表
で

き
た

―
公

表
し

な
か

っ
た

―
非

公
開

狛
江

市
立

小
学

校
及

び
中

学
校

教
科

書
採

択
に

関
す

る
規

則
第

2
0
条

不
可

平
日

昼
送

付
し

な
か

っ
た

公
表

し
た

―
期

間
内

に
公

表
で

き
な

か
っ

た

8



◆
市

民
参

加
の

実
施

状
況

（
平

成
2
9
年

度
）
　

【
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

】
　

1
0
代

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0
代

8
0
歳

～

1
政

策
室

企
画

調
整

担
当

（
仮

称
）
狛

江
市

子
育

て
・
教

育
支

援
複

合
施

設
整

備
全

体
構

想
等

（
案

）
に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
3
0
.1

.1
5
～

2
.1

5
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ
8

3
5

―
―

―
―

―
―

―
―

8
7

公
表

2
安

心
安

全
課

防
災

防
犯

係

狛
江

市
地

域
防

災
計

画
（
修

正
素

案
）
に

関
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
2
9
.1

0
.1

～
1
1
.2

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ
0

0
0

―
―

―
―

―
―

―
―

0
0

―

3
地

域
活

性
課

地
域

振
興

係

狛
江

市
第

３
次

農
業

振
興

計
画

（
素

案
）
に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
2
9
.1

2
.2

2
～

H
3
0
.1

.2
2

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ
1

1
0

―
―

―
―

―
―

―
―

5
3

公
表

4
地

域
福

祉
課

地
域

福
祉

係

あ
い

と
ぴ

あ
レ

イ
ン

ボ
ー

ブ
ラ

ン
（
狛

江
市

第
４

次
地

域
福

祉
計

画
等

）
（
素

案
）
に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
2
9
.1

1
.2

7
～

1
2
.2

6
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ
5

4
1

―
―

―
―

―
―

―
―

6
0

公
表

5
児

童
青

少
年

課
児

童
青

少
年

係

こ
ま

え
子

育
て

応
援

プ
ラ

ン
～

狛
江

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

～
子

ど
も

・
若

者
編

（
狛

江
市

子
ど

も
・
若

者
計

画
）
（
素

案
）
に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
3
0
.1

.1
5
～

2
.1

5
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ
1

1
0

―
―

―
―

―
―

―
―

1
0

公
表

6
環

境
政

策
課

環
境

係

狛
江

市
路

上
喫

煙
等

の
制

限
に

関
す

る
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
（
案

）
に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
3
0
.1

.1
～

2
.1

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ
1
1

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

2
1

0
公

表
環

境
政

策
課

窓
口

で
も

公
表

7
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
都

市
計

画
担

当

調
布

都
市

計
画

道
路

３
・
４

・
1
6
号

線
基

本
計

画
（
案

）
に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
2
9
.5

.1
5
～

6
.1

3
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ
3

3
0

―
―

―
―

―
―

―
―

3
0

公
表

8
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

（
仮

称
）
狛

江
市

空
家

等
対

策
計

画
（
案

）
及

び
（
仮

称
）
狛

江
市

空
家

等
の

適
切

な
管

理
及

び
利

活
用

に
関

す
る

条
例

（
案

）
骨

子
に

対
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

H
2
9
.1

1
.2

2
～

1
2
.2

1
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ
1

1
0

0
0

0
0

0
0

1
0

3
0

公
表

実
施

予
定

公
表

の
媒

体

意
見

提
出

者
数

主
管

課
担

当
係

施
策

名
実

施
期

間
実

施
予

定
の

公
表

提
出

意
見

数

施
策

事
業

に
反

映
さ

れ
た

、
取

り
入

れ
た

意
見

件
数

報
告

書
（
回

答
）

の
公

表

自
由

記
述

（
課

題
や

改
善

点
、

そ
の

他
気

づ
い

た
こ

と
）

全
体

男
性

女
性

年
代

9



◆
市

民
参

加
の

実
施

状
況

（
平

成
2
9
年

度
）
　

【
そ

の
他

の
市

民
参

加
（
市

民
フ

ォ
ー

ラ
ム

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
・
市

民
説

明
会

等
）
】
　

主
管

課
担

当
係

名
称

手
続

き
の

種
類

事
業

実
施

日
（
曜

日
）

時
間

帯
出

席
者

・
意

見
件

数

開
催

予
定

の
公

表

開
催

予
定

公
表

の
媒

体

自
由

記
述

（
課

題
や

改
善

点
、

そ
の

他
気

づ
い

た
こ

と
）

1
秘

書
広

報
室

広
報

広
聴

担
当

市
長

へ
の

手
紙

そ
の

他
市

長
へ

の
手

紙
H

2
9
.4

.1
～

H
3
0
.3

.3
1

随
時

2
0
8
件

公
表

し
た

Ｈ
Ｐ

の
み

2
政

策
室

企
画

調
整

担
当

（
仮

称
）
狛

江
市

子
育

て
・
教

育
支

援
複

合
施

設
整

備
全

体
構

想
等

（
案

）
に

対
す

る
市

民
説

明
会

市
民

説
明

会
（
仮

称
）
狛

江
市

子
育

て
・

教
育

支
援

複
合

施
設

整
備

全
体

構
想

等

①
H

3
0
.1

.2
0
（
土

）
②

H
3
0
.1

.2
5
（
木

）
①

日
中

②
夜

間
①

1
7
名

②
1
3
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ

3
政

策
室

地
域

振
興

係
狛

江
市

第
３

次
農

業
振

興
計

画
（
素

案
）
に

対
す

る
市

民
説

明
会

市
民

説
明

会
狛

江
市

第
３

次
農

業
振

興
計

画
①

H
3
0
.1

.6
（
土

）
②

H
3
0
.1

.9
（
火

）
①

日
中

②
夜

間
①

０
名

②
０

名
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ

4
安

心
安

全
課

防
災

防
犯

係
狛

江
市

地
域

防
災

計
画

（
修

正
素

案
）
に

関
す

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

市
民

説
明

会
狛

江
市

地
域

防
災

計
画

①
H

2
9
.1

0
.3

（
火

）
②

H
2
9
.1

0
.8

（
日

）
①

夜
間

②
日

中
①

１
名

②
１

名
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ

5
地

域
福

祉
課

地
域

福
祉

係
あ

い
と

ぴ
あ

レ
イ

ン
ボ

ー
プ

ラ
ン

第
４

次
狛

江
市

地
域

福
祉

計
画

（
素

案
）

等
に

対
す

る
市

民
説

明
会

市
民

説
明

会
市

民
福

祉
推

進
委

員
会

関
係

費
①

H
2
9
.1

1
.2

5
（
土

）
②

H
2
9
.1

1
.2

7
（
月

）
①

日
中

②
夜

間
①

5
0
名

②
1
4
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ

6
児

童
青

少
年

課
児

童
青

少
年

係

こ
ま

え
子

育
て

応
援

プ
ラ

ン
～

狛
江

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

～
子

ど
も

・
若

者
編

（
狛

江
市

子
ど

も
・

若
者

計
画

）
（
素

案
）
に

対
す

る
市

民
説

明
会

市
民

説
明

会
①

H
3
0
.1

.2
4
（
水

）
②

H
3
0
.1

.2
7
(土

）
①

夜
間

②
日

中
①

４
名

②
０

名
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ

7
環

境
政

策
課

水
と

緑
の

係
多

摩
川

土
手

の
天

端
整

備
工

事
説

明
会

市
民

説
明

会
多

摩
川

土
手

の
天

端
整

備
工

事
①

H
2
9
.4

.1
9
（
水

）
②

H
2
9
.4

.2
3
（
土

）
①

夜
間

②
日

中
①

1
7
名

②
1
0
名

公
表

し
た

広
報

の
み

国
土

交
通

省
と

共
催

8
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
都

市
計

画
担

当
狛

江
市

公
園

フ
ォ

ー
ラ

ム
市

民
フ

ォ
ー

ラ
ム

狛
江

市
和

泉
多

摩
川

緑
地

都
立

公
園

誘
致

推
進

H
3
0
.3

.4
（
日

）
①

日
中

3
3
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ

9
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

第
４

回
懇

談
会

市
民

説
明

会
（
仮

称
）
岩

戸
北

周
辺

地
区

計
画

検
討

業
務

委
託

①
H

2
9
.6

.2
（
金

）
②

H
2
9
.6

.3
（
土

）
①

夜
間

②
日

中
①

1
2
名

②
1
6
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ

1
0

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

第
５

回
懇

談
会

市
民

説
明

会
（
仮

称
）
岩

戸
北

周
辺

地
区

計
画

検
討

業
務

委
託

①
H

2
9
.8

.4
（
金

）
②

H
2
9
.8

.5
（
土

）
①

夜
間

②
日

中
①

1
2
名

②
1
2
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ

1
1

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

第
６

回
懇

談
会

市
民

説
明

会
（
仮

称
）
岩

戸
北

周
辺

地
区

計
画

検
討

業
務

委
託

①
H

2
9
.1

0
.1

3
（
金

）
②

H
2
9
.1

0
.1

5
（
日

）
①

夜
間

②
日

中
①

2
0
名

②
2
2
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ

1
2

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

勉
強

会
そ

の
他

（
仮

称
）
岩

戸
北

周
辺

地
区

計
画

検
討

業
務

委
託

H
2
9
.7

.4
（
金

）
夜

間
2
4
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ

1
3

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

検
討

会
そ

の
他

（
仮

称
）
岩

戸
北

周
辺

地
区

計
画

検
討

業
務

委
託

H
2
9
.5

.2
6
（
金

）
夜

間
2
1
名

公
表

し
な

か
っ

た
そ

の
他

（
自

由
記

述
欄

に
記

載
）

ま
ち

づ
く
り

検
討

組
織

に
応

募
い

た
だ

い
た

方
へ

通
知

を
行

っ
た

。

1
4

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
都

市
計

画
担

当
調

布
都

市
計

画
道

路
３

・
４

・
1
6
号

線
基

本
計

画
（
案

）
の

説
明

会
市

民
説

明
会

①
H

2
9
.5

.2
0
（
土

）
②

H
2
9
.5

.2
4
（
水

）
①

夜
間

②
日

中
①

4
3
名

②
1
5
名

公
表

し
た

広
報

・
Ｈ

Ｐ
該

当
地

周
辺

に
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
該

当
地

の
町

会
へ

案
内

1
5

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

（
仮

称
）
狛

江
市

空
家

等
対

策
計

画
（
案

）
及

び
（
仮

称
）
狛

江
市

空
家

等
の

適
切

な
管

理
及

び
利

活
用

に
関

す
る

条
例

（
案

）
骨

子
に

関
す

る
市

民
説

明
会

市
民

説
明

会
空

家
等

対
策

計
画

策
定

業
務

委
託

①
H

2
9
.1

1
.2

5
（
土

）
②

H
2
9
.1

1
.2

9
（
水

）
①

日
中

②
夜

間
①

２
人

②
３

人
公

表
し

た
広

報
・
Ｈ

Ｐ
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無作為抽出による審議会等の公募市民委員の募集結果について 

 

 

■目的 

無作為抽出による公募市民委員の募集及び選任を実施し、審議会等に参加する市民の

固定化や委員の欠員を解消し、もって市民参加の裾野拡大を図ることを目的とする。 

 

■根拠規程 

狛江市無作為抽出による公募市民委員の選任に関する要綱 

 

■募集期間・抽選日 

平成 30 年４月 10 日（火）から４月 25 日（水）まで募集し、４月 27 日（金）抽選 

 

■募集方法 

 後期基本計画の指標に係る市民アンケート（無作為抽出 2,500 人）送付時に、市民委

員募集の文書及び応募用はがきを同封。参加希望にマルを記入。 

 

■募集人数及び応募人数 

   有効応募者数   84 人（男性 39人、女性 45 人） 

   応募人数（延べ）160 人（男性 86人、女性 78 人） 

審議会等の名称 募集人数 応募人数 

狛江市長の資産等の公開に関する審査会 ２人 ７人 

狛江市外部評価委員会 ２人 20 人 

狛江市市民モニター 定員 100 人 64 人 

狛江市市民参加と市民協働に関する審議会 ２人以内 12 人 

狛江市男女共同参画推進委員会 １人 14 人 

狛江市緑の基本計画改定検討委員会 １人 13 人 

狛江市地域公共交通会議 ３人以内 17 人 

狛江市交通安全対策会議 ３人以内 10 人 

狛江市自転車等駐車対策協議会 ４人以内 ７人 

 

■今までの実績（平成 26 年度から開始） 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

審議会等募集数 5 14 5 7 9

募集人数 9 27 56 15 118

応募人数（延べ） 44 109 121 116 160
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※回答数合計は、未記入もあるため一致しない場合があります。

アンケート実績

送付数：121通　　回答数：92通　　回答率：76.0％（H28:73.6％　H27:70.0％　H26:80.1％　H25:70.3％）

◆基本項目

　○年齢について

回答数 ％

１．10代 0 0%

２．20代 1 1%

３．30代 2 2%

４．40代 11 12%

５．50代 21 23%

６．60代 23 25%

７．70代 28 30%

８．80代 5 5%

９．その他 1 1%

計 92

◆会議の中身・運営について伺います。

　○会議の審議内容についてどのように感じましたか？

H28 H27 H26 H25

回答数 ％ ％ ％ ％ ％

１．充実していた 69 78% 79% 59% 59% 64%

２．あまり充実していなかった 10 11% 13% 23% 23% 21%

３．どちらでもない 10 11% 8% 18% 18% 15%

計 89

＜３の理由＞

さまざまな結論はできたが新しい施策展開がほとんど作れなかったため

狛江の現在の交通道路がわかった。

自分自身しっかりしたものをもっていなかった反省もある。

知識不足

多分充実しているのだと思うが、当初は難しくてよく理解出来なかった。

狛江市にあてはまらない事項があったように思う。

多すぎる議題に対して時間が短すぎる。

資料の質は高かったが、議題の設定が微妙。

始めての参加でどこまで発言していいのかわからなかった。

委員の方が長話をしているので退屈した時がありました。

会議に出席できなかったため

　○会議におけるご自身の発言についてどのように感じましたか？

H28 H27 H26 H25

回答数 ％ ％ ％ ％ ％

１．十分発言できた 50 54% 53% 55% 52% 60%

２．あまり発言できなかった 30 33% 34% 32% 35% 24%

３．どちらでもない 12 13% 12% 13% 13% 16%

計 92

公募市民委員アンケート集計結果

H29

H29

H29

調査対象：平成29年度に市の審議会等（委員会・協議会等）に公募によ る市民委員として参加されていた方

調査期間：平成30年５月26日～６月16日

内容が継続審議中だったため、新たに参加した者にはわからないことだらけでした。事前にお話を伺ってはいたのですが、専門用語だら
けで市民の代表として席を同じくするのにためらいがありました。

２．20代 ３．30代

４．40代

５．50代

６．60代

７．70代

８．80代

９．その他

１．充実し

ていた
78%

２．あまり

充実して

いなかっ

た
11%

３．どちら

でもない
11%

１．十分発

言できた
54%

２．あまり発言

できなかった
33%

３．どちらでも

ない
13%
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　○十分に発言できなかった理由は何ですか？（複数回答可）

H28 H27 H26 H25

回答数 ％ ％ ％ ％ ％

１．審議の内容が難しい 14 27% 30% 22% 11% 16%

２．応募当初考えていた内容と違っていた 9 18% 23% 25% 23% 18%

３．発言のタイミングがつかめない 13 25% 15% 25% 33% 20%

４．その他 15 29% 33% 27% 33% 47%

計 51

＜自由記述＞

事前に専門用語等レクチャーをうけていましたが、初めてなので発言までには至っていなかった為。

まだ全容がつかめていないので基本的な質問で審議の進行の迷惑にならない様にと考えました。

個人の考えを云う場ではないと思った。

報告事項が多く意見交換する会議ではなかった。

自分なりに発言しましたが、その発言が十分だったかどうかは私には判断がつきません。

市のトップのセクハラ問題、何らかの形で触れたかった。触れて欲しかった。

途中参加であるので基本的なことは当然決まっているだろうという思いのため

実務に接していないので、課題の核心につき、深く考えられなかった。

他の市民委員の方はよく勉強されていて知識が豊富でいらっしゃいますので、議論を伺い賛否をさせていただきました。

自分が参加する前から続いている内容については、理解が不十分であった。

専門性が高すぎるため、学識経験者や実務経験者でないと、発言まではむずかしい。

議題が多すぎて時間がない（発言する、検討するための）

もっと積極的にいろいろと発言をしないといけなかったのではないか…と考える。

　○会議の中でご自身の意見が取り入れられたと思いますか？

H28 H27 H26 H25

回答数 ％ ％ ％ ％ ％

１．取り入れられた 54 59% 62% 48% 57% 59%

２．あまり取り入れられなかった 13 14% 14% 18% 22% 11%

３．どちらでもない 24 26% 25% 34% 22% 30%

計 91

＜３の理由＞

質問は意見ではなく、確認の内容だった為

意見提出のタイミングが遅れたため、入った部分と論議不足で論議できなかった部分があった。

私と皆さんとは考えが相当かけはなれている為理解出来ない所が多くある。

個人の意見をもとめられていると感じなかった。

決定事項ばかりだった。

特に意見を求められたことは無かったので。

意見せず、できず。

会議の内容とピントがずれていたようです。

発言はほとんどできなかったが、書類を提出した際に記入した事について、後日の会議でレジュメに記載していただきました。

会議は議論を通して意見を集約する場と考えているため、個人の意見の採用・不採用にはこだわらない。

意見を言う段階までいっていなかった。

発言が十分できなかったため。

委員の発言で何か新しく検討される気がしなかった。

審議内容を把握するのに精一杯でした。

発言内容が採否に関係がなかった。

会議の中では納得していたが、報告書等では反映されていなかったことがあった。

H29

H29

※「２．あまり発言できなかった」、「３．どちらでもない」とお答えいただいた方に伺います。

ある程度いえたとは思うが、会議のスピードが速すぎる。意見を述べる時間が少ない。様々な角度から検討などはされていないように思
う。

会長が会議運営がへた。ポイントを絞った会議運営ができない。部会がまとめた報告書の報告聴取が中心となっている。これでは審議
会の存在意義がない。

１．審議の

内容が難

しい
27%

２．応募当

初考えてい

た内容と

違っていた
18%

３．発言のタイ

ミングがつか

めない
26%

４．その他
29%

１．取り入

れられた
59%２．あまり取り入

れられなかった
14%

３．どちら

でもない
27%
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　○審議会等がまとめた答申（提言や報告書等）の内容についてどのように思いますか？

H28 H27 H26 H25

回答数 ％ ％ ％ ％ ％

１．満足できた 68 74% 73% 66% 69% 60%

２．あまり満足できなかった 11 12% 15% 16% 24% 16%

３．どちらでもない 13 14% 12% 18% 8% 23%

計 92

＜３の理由＞

ほぼ満足できたが、やらなければならないことがまだまだある。

こういうことでまとめてよいものか･･･と思う内容もあった。

当初からかかわっていなかったので、読込みのくだりで大変、量が非常に多い。

漠然としすぎていた。

十分に読みこなせていない自分があります。

　○公募市民委員として会議に参加してどうでしたか？

H28 H27 H26 H25

回答数 ％ ％ ％ ％ ％

１．良かった 77 84% 84% 81% 88% 85%

２．あまり良くなかった 7 8% 8% 8% 5% 5%

３．どちらでもない 8 9% 8% 11% 7% 10%

計 92

＜３の理由＞

初回、29年度最後に（二月）に開催。まだ一回しか開催されてなくわからない。

沢山の資料を読み、市福祉行政計画の実際の一端を知ることができた。

あまり役に立っていないように思う。

発言する機会はあったが、内容が高度でほとんど発言できなかった。

知識不足

内容はとてもおもしろく、学ぶことが多かったのですが、委員としての自信はないです。

　○今後も市の審議会等に市民委員として応募したいですか？

H28 H27 H26 H25

回答数 ％ ％ ％ ％ ％

１．積極的に応募したい 51 55% 58% 56% 52% 55%

２．もう応募しない 9 10% 10% 14% 14% 10%

３．わからない 32 35% 33% 30% 34% 35%

計 92

H29

H29

数人の学識経験者と市職員（担当）と関係機関実務者で構成する小委員会メンバーとで全てが決められていた。小委員会以外の市民
委員意見は時間も余り無く、発言も期待されていない実態だった。

書類をつくることの大変さは十分に理解できるが、もう少し効率よくできないものか。議題は減らせないと思うので、回数を増やすしかな
いのでは？

会議が進んでいる中、市民委員は途中参加のような形で、どのような役割を求められているのかよくわからない。参加までの経緯やポイ
ントをまとめて事前に配布してほしい。

H29

会議、内容が多方面で専門的なので、内容を徐々に理解する程度で積極的に会議に参加するには至っていないが、参加して少しでも
理解が進んだ点では良かったと思う。

１．満足で

きた
74%

２．あまり

満足できな

かった
12%

３．どちら

でもない
14%

１．良かっ

た
84%

２．あまり

良くなかっ

た
7%

３．どちら

でもない
9%

１．積極的

に応募した

い
55%

２．もう応

募しない
10%

３．わから

ない
35%
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＜３の理由＞

仕事の状況等や、会議の内容次第

忙しいため

年令が高いので審議で問題とされた場所を見に行く事が出来なくなると思う。

参加しても意味がない。

現在の審議会は長く務めすぎた。特定の人間が何期も務めるのは市民委員の趣旨に反する。

テーマが自分にとって身近であるかどうかによる。

日時等にもよるので。

参加したい気持ちはありますが、仕事との調整に悩みました。

出席できる時間がなくなってきたため

市民としての声が届きにくい。

時間的にむずかしい。

審議すべき事項が自分自身の経験、知識が生かせる分野あるいはテーマであれば応募を考慮したい。

年齢的なことがありますが、受けましたら頑張ります。

高齢の親をかかえている為、以前より忙しくなったため

興味のある審議会等があれば、積極的に応募したい。

あまり積極的に応募したくない。

興味のあるものがあれば応募するかもしれない。もっとたくさんの人に経験してほしい。

家庭の事情等で時間が取れないかもしれないので。

委員の発言から導き出せる審議内容なら応募したいです。

他の市民の方々にも応募してもらいたいので

役に立てているのか自信がないため。

　○全委員数に占める公募市民委員数の割合は、適当と思いましたか？

回答数 ％

１．適当である 70 81%

２．多すぎる 2 2%

３．少なすぎる 14 16%

計 86

＜自由記述＞

公募市民二名の内、一名欠席の為、私一人でした。残りは全員が役員の為、私の意見は淋しい物でした。

学識経験者とか云う人が多すぎる。

会長はじめ、どの方が公募市民委員なのか不明なため

判断できません。

集中審議が少々しにくい。

どのくらいの割合で公募者を入れているのか分からず、自分としては３割と考えます。

いろいろな年代の方の参加があるとよいと思う。

内容について、よくわからない市民が大勢いると思うから、そういう人たちも数入れてわかりやすくしてほしい。

市民委員が多いため、雑談になりがちである。

一般市民２名（副委員長は別）ではどうしようもない。単に説明を聞くだけでした。

公募市民委員数は全体の1/2が望ましいと考えます。

他の方の意見はとても参考になる。５名くらいの公募委員がいたほうが良いと感じた。

H29（新規）

その審議会の課題に対して、自分より優秀で若い方が応募されるでしょうから、そういう方に譲りたい。しかし、テーマによっては、今後も
傍聴を続けるよう努力したい。

子どもの現状別に親や保護者が参加できるとよい。保育園、幼稚園、小（低学年・高学年）、中、高･･･など、現状では現場の市民の意見
をきちんと聞いているとはいえないと思う。

１．適当で

ある
82%

２．多すぎ

る
2%

３．少なす

ぎる
16%
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狛江市の状況を知ることができてよかった。

審議会に参加させて頂き大変勉強になりありがとうございました。

委員会の回数がもう少しあってよい。

狛江市の発展のための議論をしたかったが、場を間違えたようだ。

委員会の継続的発展のため、委員の少しずつの入れ替え変更を行い、新しい委員で委員会の活性を維持したいと思う。

初めての会議出席でしたが、発言しやすい空間で有難かったです。

セキュリティーの問題もあるかもしれませんが、インターネットやメールも利用して会を運用していただきたい。

毎回難しい案件ですが、他の委員の皆様始め、条例等を遵守し、公平な審査会であると思います。

全体的によくやっていると思います。期限があるのでしょうがない面もある。

勉強になりました。

前年の会議が計３回だった事で議論が十分出つくしたか？という点には少々物足りないと思いました。

貴重な機会をいただきありがとうございます。

参加できた事で、狛江の環境について関心を持ち、多少なりとも詳しくなれました。

公募委員が委員会に新規参加する場合、審議内容につき、経過説明等オリエンテーションをしていただくと、参加しやすいと思います。

テーマが大きく、経過を見守るという感じが強く、漠然としました。

もっといろんな年代のいろんな職業の方に参加していただけるとよいです。

いろいろとお世話になりありがとうございました。狛江市のことを知る機会が得られて良かったです。

担当部署、当事者達が集まると、自分達の施策に肯定的になりがち。予算・財務出身や他部署の参加者がいたほうがいい。

狛江市が身近になった。

市内で活動している方のお話などが伺え、ためになりました。

審議会に参加すると学ぶことがとても多く楽しめますが、私個人の楽しみだけに終わらず、市民向けの発信も必要ではないでしょうか。

会議の間隔が長すぎ、モチベーションに欠けてしまうことがあった。

報酬が少ないと思います。

　○ご意見・感想等、自由にご記入ください。

今回参加できてとても良かったです。いろいろな立場の方の意見や現在の状況、これからの展望等が聞けたことが有意義だったと思い
ました。

老若男女、異業種に携わる市民が参加しやすい委員会の開催日時の設定につき検討願えればと思う。委員長、市職員の負担が増える
と思うが、土日、あるいは平日の夜開催など。多才な人材確保のため一考願えればと思う。

会議内容に比べ、報酬が少なすぎるのでは？ある程度の専門的知識が必要で、その上での議論と思われるが、委員に対しての説明や
理解に時間がかかりすぎると感じる時が時々ある。

各部署とも大変かと思いますが、特に地域福祉の分野では市の役割が重要になる中で、十分な成果をあげておられると感じます。広報
活動を含め、市民とのコミュニケーションに一層留意いただければ幸いです。

毎回の会議のポイント、何についての意見がほしいなどをわかりやすく提示してほしい。用語など分からない人の場合は意見を述べる
のは難しいのでは？

市民委員を入れるのであれば、有識者レベルの会議ではついていけない。私のように、よくわからない市民がわかるような会議にしてほ
しい。

私は思い出に残る狛江、口ずさむ狛江を作り目ざしたいです。セクハラ、パワハラは絶対にいけません。目を観れる人間になりたいで
す。
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平成 29 年度市民協働事業実施状況 

 

１．市民協働事業の種類  

 市民協働事業：市の実施期間と市民公益活動を行う団体が、行政活動等について共同

して取組む事業 

 ①財政的支援・・・・・市が団体に資金援助を行う（補助金） 

 ②参入の機会提供・・・市と団体が「委託」「協定」等を交わし、協力して実施する 

 ③共催・後援・・・・・市が団体の事業の趣旨に賛同し、共同開催者としてその事業

を実施する（共催） 

             市が団体の事業の趣旨に賛同し、その開催を奨励する（後援） 

  ④意見交換・・・・・・市民ニーズに関する情報や団体の持つ専門的な情報等を交換 

・情報交換     し合う（懇談会、ワークショップ等） 

 

 ＜市民協働事業総件数＞                                                 （件） 

 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 24 年度 

財政的支援 37 23 23 23 21 22

参入の機会提供 45 44 46 42 44 38

共催・後援 229 204 205 180 173 182

意見交換・情報交換 11 7 9 6 3 3

計 322 278 283 251 241 245

 

２．財政的支援（補助金等） 

 平成 29年度事業件数：37 件（補助金件 33件、交付金１件、助成金３件） 

＜全体の交付団体数＞                        （団体） 

 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 24 年度 

補助金 129 109 109 111 99 94

 ＜事業分野別件数・交付額＞ 

 29 年度 28 年度 

件数 交付額（円） 件数 交付額（円） 

保健・医療・福祉 17 176,741,316 5 50,265,909

まちづくり 4 16,943,880 4 6,262,710

学術・文化・ 

芸術・スポーツ 
3 16,005,869 3 14,706,869

環境保全 1 270,000 1 270,000

災害援護 3 1,043,000 3 1,043,000

地域安全 7 7,930,615 6 5,493,116

地域振興 1 268,000

国際交流 1 380,000 1 380,000

計 37 219,582,680 23 78,421,604

※対象事業を改めて見直したため、平成 29 年度から件数・交付額が増加している。 
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３．参入の機会提供（委託、協定等） 

 

 ＜事業件数の推移＞                           （件） 

 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 24 年度 

委託 27 29 29 28 32 26

協定 16 13 14 11 11 11

その他 2 2 3 3 1 1

計 45 44 46 42 44 38

 

 ＜全体の参入団体数＞                        （団体） 

 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 24 年度 

委託 30 33 33 32 37 30

協定 38 37 37 31 32 27

その他 2 2 2 3 1 1

計 70 72 72 66 70 58

※その他：「狛江市文化振興事業団」指定管理業務２件 

 

＜事業分野別件数・支出額＞ 

 29 年度 28 年度 

件数 支出額（円） 件数 支出額（円） 

保健・医療・福祉 

3 3,878,781 5

39,742,313

（うち地域活動支援センタ

ー委託費が 35,560,000 円）

社会教育 1 182,000 1 500,000

まちづくり 17 86,850,193 17 81,441,916

学術・文化・ 

芸術・スポーツ 
14 11,785,747 13 10,009,059

環境保全 7 3,790,194 6 5,286,571

地域安全 1 972,000

国際交流 1 350,000 1 350,000

青少年健全育成 1 139,430 1 139,430

計 45 107,948,345 44 137,469,289
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４．共催・後援  

 

＜事業件数の推移＞                           （件） 

 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 24 年度 

共催 48 50 62 44 42 39

後援 181 153 143 136 131 143

計 229 203 205 180 173 182

 

 ＜全体の団体数＞                          （団体） 

 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 24 年度 

共催 39 48 47 39 41 38

後援 111 107 84 85 92 85

計 150 153 131 124 133 123

 ※同一団体が複数の共催や後援を受けている場合があるため、団体数は件数よりも少

なくなっている。 

 

 

５．意見交換・情報交換  

 ＜事業件数の推移＞                          （件） 

 29 年度 28 年度 27 年度 26 年度 25 年度 24 年度 

ワークショップ 0 0 1 1 1 1

懇談会 5 3 2 2 2 2

フォーラム 2 3 3 2

意見交換会 1 0 2 1

シンポジウム 0 0 1

その他 3 1

計 11 7 9 6 3 3
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助

金
交

付
要

綱

狛
江

市
国

際
交

流
協

会
7
6
4
,5

8
9

3
8
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

事
業

内
容

の
見

直
し

を
行

っ
た

り
、

新
規

事
業

を
始

め
る

な
ど

、
運

営
に

工
夫

が
見

ら
れ

た
。

2
安

心
安

全
課

補
助

金
地

域
安

全
本

部
運

営
費

補
助

金

地
域

の
消

防
力

・
防

災
力

の
向

上
を

目
的

と
し

て
補

助
を

行
う

。

■
狛

江
市

消
防

団
本

部
の

補
助

基
準

狛
江

市
消

防
団

1
2
0
,0

0
0

1
2
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

教
育

訓
練

、
災

害
出

動
時

等
の

飲
料

代
や

各
種

関
係

機
関

の
謝

礼
代

と
し

て
補

助
金

を
活

用
し

た
。

3
安

心
安

全
課

補
助

金
地

域
安

全

調
布

地
区

防
犯

協
会

等
に

対
す

る
補

助
金

狛
江

市
調

布
地

区
防

犯
協

会
等

が
行

う
各

種
防

犯
運

動
及

び
看

板
設

置
等

の
事

業
、

青
少

年
野

球
大

会
・
剣

道
大

会
等

の
事

業
、

防
犯

に
関

す
る

映
画

会
・
座

談
会

等
の

事
業

、
防

犯
運

動
用

雑
誌

の
発

行
、

そ
の

他
青

少
年

の
非

行
防

止
等

事
業

に
対

し
て

補
助

を
行

う
。

■
狛

江
市

調
布

地
区

防
犯

協
会

等
に

対
す

る
補

助
の

基
準

①
調

布
地

区
防

犯
協

会
、

②
調

布
地

区
防

犯
協

会
狛

江
支

部
連

合
会

1
,0

8
0
,0

0
0

　
　

1
,0

8
0
,0

0
0

(調
布

地
区

防
犯

協
会

7
0
0
,0

0
0
、

調
布

地
区

防
犯

協
会

狛
江

支
部

連
合

会
3
8
0
,0

0
0
)

市
1
0
/
1
0

【
調

布
地

区
防

犯
協

会
】
街

頭
、

侵
入

犯
罪

抑
止

対
策

の
推

進
、

ひ
っ

た
く
り

、
車

上
狙

い
防

止
対

策
、

薬
物

乱
用

防
止

対
策

の
推

進
、

安
全

安
心

ま
ち

づ
く
り

防
犯

の
つ

ど
い

、
青

少
年

非
行

防
止

街
頭

パ
ト

ロ
ー

ル
、

年
末

警
戒

詰
所

激
励

訪
問

、
振

り
込

め
詐

欺
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン 【
調

布
地

区
防

犯
協

会
狛

江
支

部
連

合
会

】
「
安

心
安

全
な

ま
ち

狛
江

」
を

目
指

し
、

本
部

・
警

察
署

と
の

連
携

に
よ

る
駅

頭
活

動
、

安
心

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
の

実
施

、
歳

末
特

別
警

戒
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
警

戒
等

の
事

業
展

開
を

行
っ

て
い

る
。

4
安

心
安

全
課

補
助

金
災

害
援

護
防

災
会

支
部

運
営

費
補

助
金

住
民

の
隣

保
共

同
の

精
神

に
基

づ
く
自

主
的

な
防

災
活

動
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

地
震

・
そ

の
他

の
災

害
に

よ
る

被
害

の
防

止
及

び
軽

減
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

活
動

を
行

う
狛

江
市

防
災

会
に

対
し

て
補

助
を

行
う

。

■
狛

江
防

火
防

災
協

会
及

び
狛

江
市

防
災

会
に

対
す

る
補

助
の

基
準

①
元

和
泉

１
丁

目
支

部
、

②
元

和
泉

２
，

３
丁

目
支

部
、

③
狛

江
団

地
支

部
、

④
北

和
泉

支
部

、
⑤

覚
東

支
部

、
⑥

小
足

立
支

部
、

⑦
和

泉
第

１
支

部
、

⑧
多

摩
川

住
宅

イ
号

棟
支

部
、

⑨
上

和
泉

支
部

、
⑩

駄
倉

支
部

、
⑪

セ
ン

ト
ラ

ル
ハ

イ
ツ

支
部

、
⑫

銀
行

町
支

部
、

⑬
多

摩
川

住
宅

ニ
号

棟
支

部
、

⑭
狛

江
ハ

イ
タ

ウ
ン

支
部

、
⑮

猪
方

支
部

、
⑯

岩
戸

支
部

、
⑰

駒
井

支
部

、
⑱

和
泉

多
摩

川
支

部
、

⑲
中

和
泉

５
丁

目
支

部
、

⑳
(新

規
)グ

ラ
ン

ド
メ

ゾ
ン

狛
江

支
部

5
1
3
,0

0
0

5
1
3
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

狛
江

市
合

同
水

防
演

習
及

び
狛

江
市

総
合

防
災

訓
練

へ
の

参
加

、
地

域
自

主
防

災
訓

練
実

施
、

春
・
秋

の
火

災
予

防
運

動
へ

の
参

加
、

防
災

市
民

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
の

実
施

、
防

災
講

演
会

へ
の

参
加

、
防

災
会

視
察

研
修

、
支

部
長

・
婦

人
部

長
会

議
の

実
施

5
安

心
安

全
課

補
助

金
災

害
援

護
避

難
所

運
営

協
議

会
補

助
金

避
難

所
運

営
協

議
会

の
事

業
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
自

主
防

災
活

動
の

推
進

を
図

り
、

市
民

の
防

災
行

動
力

の
向

上
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

交
付

す
る

。

■
狛

江
市

避
難

所
運

営
協

議
会

補
助

金
交

付
要

綱

①
狛

江
第

三
小

学
校

避
難

所
運

営
協

議
会

、
②

狛
江

第
六

小
学

校
避

難
所

運
営

協
議

会
、

③
和

泉
小

学
校

避
難

所
運

営
協

議
会

、
④

狛
江

第
一

中
学

校
避

難
所

運
営

協
議

会
、

⑤
狛

江
第

二
中

学
校

避
難

所
運

営
協

議
会

、
⑥

狛
江

第
三

中
学

校
避

難
所

運
営

協
議

会
、

⑦
野

川
地

区
避

難
所

運
営

協
議

会
、

⑧
西

和
泉

体
育

館
避

難
所

運
営

協
議

会
、

⑨
狛

江
第

一
小

学
校

避
難

所
運

営
協

議
会

、
⑩

上
和

泉
地

域
セ

ン
タ

ー
避

難
所

運
営

協
議

会

3
6
0
,0

0
0

3
6
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

運
営

協
議

会
等

の
会

議
の

開
催

、
避

難
所

開
設

訓
練

、
勉

強
会

や
意

見
交

換
、

各
班

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

検
討

等
を

実
施

6
安

心
安

全
課

補
助

金
災

害
援

護
災

害
防

止
協

会
補

助
金

火
災

、
水

害
そ

の
他

の
災

害
未

然
防

止
及

び
こ

れ
ら

に
必

要
な

防
火

防
災

思
想

の
普

及
並

び
に

防
災

行
動

力
の

向
上

を
図

り
、

災
害

の
無

い
明

る
い

街
づ

く
り

と
発

展
に

寄
与

す
る

活
動

を
行

う
狛

江
災

害
防

止
協

会
に

対
し

て
補

助
を

行
う

。

■
狛

江
防

火
防

災
協

会
及

び
狛

江
市

防
災

会
に

対
す

る
補

助
の

基
準

狛
江

災
害

防
止

協
会

2
,2

2
6
,0

0
0

1
7
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

火
災

予
防

運
動

の
ポ

ス
タ

ー
･チ

ラ
シ

･パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

購
入

し
、

町
会

・
自

治
会

・
防

災
会

等
に

配
付

し
防

火
防

災
思

想
の

普
及

を
図

っ
た

。
火

災
予

防
フ

ラ
ッ

グ
を

狛
江

市
安

心
安

全
課

と
共

同
製

作
し

、
春

、
秋

の
火

災
予

防
運

動
期

間
前

後
に

、
狛

江
駅

前
を

中
心

に
掲

出
し

、
火

災
予

防
意

識
の

啓
発

を
醸

成
を

図
っ

た
。

20



財
政

的
支

援
（

補
助

金
等

）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

支
援

の
目

的
・
根

拠
条

文
交

付
対

象
事

業
総

額
交

付
総

額
交

付
総

額
の

負
担

割
合

実
績

及
び

成
果

7
安

心
安

全
課

補
助

金
地

域
安

全
防

犯
カ

メ
ラ

設
置

費
補

助
金

防
犯

対
策

の
向

上
を

図
り

、
も

っ
て

安
心

で
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

の
実

現
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
に

対
す

る
補

助
を

行
う

。

■
狛

江
市

防
犯

カ
メ

ラ
の

整
備

に
対

す
る

補
助

金
交

付
要

綱

①
中

和
泉

町
会

、
②

元
和

泉
１

丁
目

町
会

、
③

元
和

泉
２

・
３

丁
目

町
会

、
④

岩
戸

町
会

、
⑤

狛
江

駅
前

親
栄

会
5
,2

5
9
,6

0
0

4
,7

1
6
,0

0
0

総
事

業
費

の
1
/
3

補
助

金
を

活
用

し
、

中
和

泉
町

会
５

基
、

元
和

泉
１

丁
目

町
会

１
基

、
元

和
泉

２
・
３

丁
目

町
会

２
基

、
岩

戸
町

会
２

基
、

狛
江

駅
前

親
栄

会
３

基
の

防
犯

カ
メ

ラ
を

設
置

し
た

。

8
安

心
安

全
課

補
助

金
地

域
安

全

安
心

で
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

地
域

協
議

会
補

助
金

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
安

心
で

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
の

た
め

の
仕

組
み

づ
く
り

や
、

安
心

で
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
に

関
す

る
情

報
共

有
、

総
合

調
整

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

た
活

動
を

行
う

地
域

協
議

会
に

対
し

て
補

助
を

行
う

。

■
狛

江
市

安
心

で
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

基
本

条
例

安
心

で
安

全
な

ま
ち

づ
く
り

地
域

協
議

会
2
6
5
,0

0
0

2
6
5
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

1
0
月

2
3
日

の
総

合
防

災
訓

練
を

は
じ

め
、

防
犯

・
交

通
安

全
・
健

康
危

機
等

を
啓

発
す

る
各

種
安

心
安

全
イ

ベ
ン

ト
へ

参
加

し
た

。
「
日

本
一

安
心

で
安

全
な

ま
ち

」
に

向
け

た
安

心
安

全
啓

発
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

9
地

域
活

性
課

補
助

金
ま

ち
づ

く
り

観
光

協
会

補
助

（
組

織
基

盤
強

化
補

助
金

）

狛
江

市
の

観
光

行
政

の
推

進
を

図
る

た
め

、
狛

江
市

観
光

協
会

の
組

織
基

盤
強

化
を

目
的

と
す

る
。

■
狛

江
市

観
光

協
会

組
織

基
盤

強
化

補
助

金
交

付
要

項

狛
江

市
観

光
協

会
1
6
,3

6
1
,0

0
3

1
3
,7

2
5
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

　
狛

江
市

観
光

協
会

の
強

化
策

を
検

討
し

、
新

規
会

員
の

加
入

、
会

員
に

よ
る

意
見

交
換

会
、

狛
江

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
実

施
、

狛
江

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
、

狛
江

市
観

光
写

真
コ

ン
ク

ー
ル

の
実

施
や

い
か

だ
レ

ー
ス

や
こ

ま
え

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
等

へ
の

支
援

な
ど

狛
江

市
の

観
光

行
政

を
推

進
す

る
た

め
に

様
々

な
取

組
み

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
新

規
事

業
と

し
て

「
狛

江
の

日
」
音

楽
祭

、
「
斉

藤
文

夫
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
」
浮

世
絵

に
み

る
多

摩
川

と
武

蔵
国

の
記

憶
、

花
火

大
会

の
準

備
な

ど
を

実
施

し
た

。

1
0

地
域

活
性

課
補

助
金

ま
ち

づ
く
り

狛
江

市
市

民
公

益
活

動
事

業
補

助
金

（
ス

タ
ー

ト
補

助
金

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

補
助

金
）

先
駆

的
な

活
動

又
は

特
色

あ
る

事
業

を
実

施
す

る
狛

江
市

の
市

民
公

益
活

動
団

体
（
以

下
「
団

体
」
と

い
う

。
）
の

事
業

に
対

し
、

そ
の

経
費

の
一

部
に

つ
い

て
補

助
金

を
交

付
す

る
こ

と
に

よ
り

団
体

の
成

長
及

び
発

展
を

図
る

。

■
狛

江
市

市
民

公
益

活
動

事
業

補
助

金
交

付
要

綱

〈
ス

タ
ー

ト
補

助
金

〉
　

①
ご

は
ん

＋
居

場
所

　
お

か
え

り
、

②
ハ

ン
ズ

・
プ

レ
イ

ス
、

③
ボ

ッ
チ

ャ
・
（
と

も
し

び
）

〈
チ

ャ
レ

ン
ジ

補
助

金
〉
　

①
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
フ

ト
を

実
現

す
る

こ
ま

え
の

会
、

②
狛

江
視

覚
障

害
者

の
会

、
③

狛
江

市
邦

楽
連

盟

6
6
9
,1

0
0

6
6
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

1
6
年

度
よ

り
ス

タ
ー

ト
し

、
今

回
で

1
3
回

目
。

1
事

業
の

交
付

額
は

、
「
ス

タ
ー

ト
補

助
金

」
が

一
律

5
万

円
、

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

補
助

金
」
が

上
限

2
0

万
円

。
3
団

体
が

ス
タ

ー
ト

補
助

金
に

応
募

し
、

3
団

体
に

交
付

。
「
チ

ャ
レ

ン
ジ

補
助

金
」
は

3
団

体
が

応
募

し
、

3
団

体
に

交
付

さ
れ

た
。

補
助

金
に

よ
り

、
市

内
で

行
わ

れ
て

い
る

先
駆

的
、

あ
る

い
は

特
色

あ
る

活
動

に
対

し
て

援
助

が
で

き
、

こ
れ

ら
の

事
業

を
行

う
団

体
の

成
長

及
び

発
展

の
一

助
と

な
っ

た
。

1
1

地
域

活
性

課
助

成
金

学
術

・
文

化
・

芸
術

・
ス

ポ
ー

ツ

ラ
・
フ

ォ
ル

・
ジ

ュ
ル

ネ
音

楽
祭

事
業

助
成

金

Ｌ
Ｆ

Ｊ
プ

レ
フ

ェ
ス

・
ア

・
コ

マ
エ

実
行

委
員

会
に

対
し

助
成

金
を

交
付

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
度

な
水

準
の

ク
ラ

シ
ッ

ク
音

楽
に

市
民

が
気

軽
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
狛

江
市

民
ホ

ー
ル

を
中

心
と

し
た

音
楽

の
祭

典
を

楽
し

む
こ

と
で

市
民

の
文

化
・
芸

術
活

動
を

更
に

活
性

化
し

、
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

。

■
ラ

・
フ

ォ
ル

・
ジ

ュ
ル

ネ
音

楽
祭

事
業

助
成

金
交

付
要

綱

Ｌ
Ｆ

Ｊ
プ

レ
フ

ェ
ス

・
ア

・
コ

マ
エ

実
行

委
員

会
2
4
,3

5
1
,4

2
1

1
5
,2

4
9
,0

0
0

（
平

成
2
9
年

度
助

成
金

8
,2

2
5
,0

0
0
）

市
1
/
２

東
京

国
際

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

中
心

と
し

て
行

な
わ

れ
て

い
る

Ｌ
Ｆ

Ｊ
の

プ
レ

イ
ベ

ン
ト

（
平

成
2
8
年

以
来

２
回

目
）
で

、
市

内
商

店
に

よ
る

飲
食

の
販

売
も

行
っ

た
結

果
、

２
日

間
合

計
で

１
万

４
千

人
も

の
来

場
者

で
賑

わ
っ

た
。

目
的

で
あ

る
高

い
レ

ベ
ル

の
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

を
市

民
に

気
軽

に
楽

し
ん

で
い

た
だ

い
た

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
、

商
業

振
興

に
も

繋
が

っ
た

。
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財
政

的
支

援
（

補
助

金
等

）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

支
援

の
目

的
・
根

拠
条

文
交

付
対

象
事

業
総

額
交

付
総

額
交

付
総

額
の

負
担

割
合

実
績

及
び

成
果

1
2

地
域

活
性

課
補

助
金

地
域

振
興

青
壮

年
部

事
業

補
助

金

狛
江

市
農

業
の

発
展

に
向

け
て

、
都

市
農

業
へ

の
理

解
を

深
め

る
事

業
、

先
進

地
視

察
研

修
事

業
、

農
業

へ
の

市
民

理
解

を
図

る
事

業
、

若
手

農
業

者
の

育
成

を
図

る
事

業
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
マ

イ
ン

ズ
農

業
協

同
組

合
狛

江
青

壮
年

部
に

対
す

る
補

助
金

交
付

要
綱

J
A

マ
イ

ン
ズ

狛
江

地
区

青
壮

年
部

5
9
7
,5

3
0

2
6
8
,0

0
0

対
象

事
業

費
の

２
/
３

生
産

者
と

消
費

者
の

交
流

を
通

じ
、

消
費

者
に

と
っ

て
は

、
都

市
農

業
へ

の
理

解
が

図
れ

、
生

産
者

に
と

っ
て

は
、

都
市

農
業

の
重

要
性

を
再

認
識

で
き

た
。

ま
た

、
先

進
地

を
視

察
す

る
こ

と
で

、
限

ら
れ

た
農

地
の

中
で

、
消

費
者

の
期

待
に

応
え

る
べ

く
安

定
し

た
生

産
を

行
い

、
安

心
・
安

全
な

農
産

物
を

提
供

す
る

た
め

の
知

識
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
3

地
域

活
性

課
助

成
金

ま
ち

づ
く
り

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

活
性

化
助

成
金

町
会

、
自

治
会

、
集

合
住

宅
の

管
理

組
合

及
び

町
会

等
設

立
準

備
会

、
狛

江
市

町
会

・
自

治
会

連
合

会
に

対
し

、
狛

江
の

ま
ち

づ
く
り

及
び

地
域

社
会

づ
く
り

に
資

す
る

活
動

を
対

象
に

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
活

性
化

を
図

る
。

■
狛

江
市

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

活
性

化
助

成
金

交
付

要
綱

①
市

民
グ

ラ
ン

ド
東

町
会

、
②

神
代

団
地

自
治

会
、

③
和

泉
本

町
一

丁
目

町
会

、
④

和
泉

北
町

会
、

⑤
狛

江
団

地
自

治
会

、
⑥

覚
東

町
会

、
⑦

小
足

立
町

会
、

⑧
元

和
泉

２
・
３

丁
目

町
会

、
⑨

銀
行

町
親

和
会

、
⑩

中
和

泉
５

丁
目

町
会

、
⑪

セ
ン

ト
ラ

ル
ハ

イ
ツ

管
理

組
合

、
⑫

狛
江

ハ
イ

タ
ウ

ン
団

地
管

理
組

合
法

人
、

⑬
岩

戸
町

会
、

⑭
中

和
泉

町
会

、
⑮

猪
方

町
会

、
⑯

駒
井

町
会

、
⑰

元
和

泉
１

丁
目

町
会

、
⑱

パ
ー

ク
・
ハ

イ
ム

狛
江

管
理

組
合

法
人

、
⑲

グ
ラ

ン
ド

メ
ゾ

ン
狛

江
ク

ラ
ブ

、
⑳

松
原

睦
会

、
(2

1
)多

摩
川

住
宅

イ
号

棟
自

治
会

、
(2

2
)狛

江
市

町
会

・
自

治
会

連
合

会

6
,9

2
0
,1

8
9

2
,5

0
8
,8

8
0

市
1
0
/
1
0

当
補

助
金

は
、

町
会

等
の

組
織

化
、

育
成

及
び

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
活

性
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

2
9
年

度
の

交
付

団
体

は
2
2

団
体

で
、

様
々

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
に

利
用

さ
れ

、
地

域
の

活
性

化
に

寄
与

し
た

。

1
4

地
域

福
祉

課
補

助
金

保
健

・
医

療
・

福
祉

地
域

福
祉

推
進

事
業

補
助

金

創
意

工
夫

に
よ

り
地

域
の

社
会

資
源

を
有

効
に

活
用

す
る

た
め

、
市

内
の

非
営

利
の

市
民

団
体

が
実

施
す

る
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
の

普
及

・
拡

大
を

図
る

と
と

も
に

、
当

該
団

体
の

発
展

・
向

上
に

寄
与

す
る

た
め

、
そ

の
事

業
展

開
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

齢
者

・
障

が
い

者
等

の
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
な

ど
の

普
及

及
び

拡
大

を
図

る
。

■
狛

江
市

地
域

福
祉

推
進

事
業

補
助

金
交

付
要

綱

一
般

社
団

法
人

サ
ポ

ー
ト

狛
江

5
1
9
,8

2
0

2
0
0
,0

0
0

都
･市

1
/
2
ず

つ

平
成

2
7
年

度
よ

り
要

綱
を

改
正

し
、

各
団

体
に

対
し

て
お

お
む

ね
1
/
2
補

助
を

実
施

し
た

。
実

績
は

、
計

１
団

体
に

助
成

を
行

っ
た

。
障

が
い

者
の

社
会

参
加

を
支

援
す

る
た

め
の

活
動

費
の

一
助

に
な

っ
た

。

1
5

地
域

福
祉

課
交

付
金

保
健

・
医

療
・

福
祉

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
に

対
す

る
交

付
金

狛
江

市
民

生
委

員
児

童
委

員
協

議
会

活
動

の
充

実
を

図
り

、
も

っ
て

地
域

福
祉

の
推

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
狛

江
市

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
補

助
金

交
付

要
綱

狛
江

市
民

生
委

員
児

童
委

員
協

議
会

7
6
9
,5

0
0

4
5
3
,2

0
0

都
1
0
/
1
0

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
に

お
い

て
会

議
、

研
修

等
を

実
施

し
、

民
生

委
員

児
童

委
員

活
動

の
充

実
を

図
り

、
地

域
福

祉
の

推
進

に
つ

な
が

っ
た

。

1
6

地
域

福
祉

課
補

助
金

保
健

・
医

療
・

福
祉

狛
江

市
社

会
福

祉
協

議
会

に
対

す
る

補
助

金

社
会

福
祉

協
議

会
の

運
営

の
安

定
を

図
り

、
も

っ
て

地
域

福
祉

の
推

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
社

会
福

祉
法

人
狛

江
市

社
会

福
祉

協
議

会
補

助
金

交
付

要
綱

狛
江

市
社

会
福

祉
協

議
会

6
8
,8

0
1
,4

7
6

6
2
,3

8
0
,0

0
0

都
補

助
3
,4

0
0
,0

0
0

円
、

残
り

は
全

て
市

負
担

社
会

福
祉

協
議

会
の

運
営

費
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
、

高
齢

者
や

障
が

い
者

を
含

む
す

べ
て

の
市

民
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
に

つ
な

が
っ

た
。
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財
政

的
支

援
（

補
助

金
等

）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

支
援

の
目

的
・
根

拠
条

文
交

付
対

象
事

業
総

額
交

付
総

額
交

付
総

額
の

負
担

割
合

実
績

及
び

成
果

1
7

地
域

福
祉

課
補

助
金

保
健

・
医

療
・

福
祉

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ブ
運

行
事

業
補

助
金

障
が

い
や

高
齢

等
の

理
由

に
よ

り
移

動
す

る
こ

と
が

困
難

な
者

が
外

出
及

び
社

会
参

加
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

特
定

非
営

利
活

動
法

人
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ブ

こ
ま

え
の

運
営

の
安

定
化

を
図

り
、

も
っ

て
移

動
が

困
難

な
者

の
社

会
参

加
等

の
機

会
の

拡
大

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

■
狛

江
市

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ブ
運

行
事

業
補

助
金

交
付

規
則

ハ
ン

デ
ィ

キ
ャ

ブ
こ

ま
え

8
,0

4
6
,5

1
9

4
,1

2
0
,0

0
0

都
・
市

1
/
2
ず

つ

市
内

で
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ブ

運
行

事
業

を
実

施
し

て
い

る
１

団
体

に
補

助
金

を
交

付
し

た
結

果
、

移
動

困
難

者
の

移
動

手
段

の
確

保
に

つ
な

が
り

、
社

会
参

加
等

の
機

会
の

拡
大

に
寄

与
す

る
こ

と
で

、
地

域
福

祉
の

推
進

に
つ

な
が

っ
た

。

1
8

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
（
夢

）
運

営
事

業

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
（
夢

）
の

運
営

費
を

補
助

し
、

心
身

障
が

い
者

の
就

労
支

援
を

図
る

。

■
狛

江
市

心
身

障
害

者
団

体
等

事
業

補
助

金
交

付
要

綱

狛
江

市
障

害
者

団
体

連
絡

協
議

会
3
,2

2
6
,0

0
0

3
,2

2
6
,0

0
0

都
・
市

1
/
2
ず

つ

喫
茶

室
の

経
営

を
通

し
て

、
心

身
障

が
い

者
の

就
労

、
社

会
参

加
、

市
民

交
流

の
機

会
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

。
市

内
の

「
こ

ま
え

工
房

」
、

「
ひ

か
り

作
業

所
」
、

「
就

労
支

援
事

業
所

メ
イ

」
な

ど
か

ら
も

広
く
利

用
者

を
受

け
入

れ
、

心
身

障
が

い
者

の
雇

用
促

進
・
社

会
復

帰
の

援
助

を
図

っ
た

。

1
9

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

狛
江

市
障

が
い

者
日

中
活

動
系

サ
ー

ビ
ス

推
進

事
業

障
が

い
者

日
中

活
動

系
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
運

営
に

要
す

る
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

の
福

祉
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

■
狛

江
市

障
が

い
者

日
中

活
動

系
サ

ー
ビ

ス
推

進
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

①
N

P
O

狛
江

さ
つ

き
会

、
②

足
立

邦
栄

会
、

③
光

友
会

、
④

狛
江

市
社

会
福

祉
協

議
会

、
⑤

一
般

社
団

法
人

Ｇ
Ｇ

サ
ポ

ー
ト

3
9
,2

6
9
,0

0
0

3
9
,2

6
9
,0

0
0

都
1
0
/
1
0

事
業

所
の

安
定

的
な

運
営

と
障

が
い

者
の

自
立

更
生

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

負
担

の
軽

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
0

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

障
が

い
児

通
所

支
援

事
業

地
域

デ
イ

グ
ル

ー
プ

事
業

を
実

施
し

て
い

た
法

人
が

児
童

福
祉

法
上

の
通

所
施

設
に

移
行

し
た

場
合

の
激

変
緩

和
の

対
策

と
し

て
、

家
賃

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
、

移
行

後
の

安
定

し
た

事
業

継
続

を
保

障
す

る
。

■
狛

江
市

障
が

い
児

通
所

支
援

事
業

補
助

金
交

付
要

綱

①
え

る
ぶ

、
②

ゆ
め

ぽ
っ

と
、

③
ハ

ッ
ピ

ー
ラ

イ
フ

フ
ォ

ー
エ

バ
ー

、
④

福
祉

ネ
ッ

ト
「
ナ

ナ
の

家
」

6
,8

4
0
,0

0
0

6
,8

4
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

家
賃

補
助

に
よ

る
財

政
的

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
市

内
で

初
の

法
に

基
づ

い
た

民
間

の
児

童
通

所
事

業
所

が
開

設
（
法

内
移

行
）
さ

れ
た

。
安

定
し

た
事

業
継

続
を

保
障

す
る

た
め

に
も

、
次

年
度

以
降

も
補

助
が

必
要

で
あ

る
。

2
1

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉
運

営
費

補
助

金

共
同

生
活

援
助

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
の

事
業

を
運

営
す

る
に

あ
た

り
、

市
が

そ
の

運
営

費
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
障

が
い

者
の

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

■
狛

江
市

知
的

障
が

い
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
運

営
費

補
助

規
則

社
会

福
祉

法
人

光
友

会
（
れ

も
ん

）
6
5
7
,2

8
5

6
5
7
,2

8
5

市
1
0
/
1
0

事
業

所
の

安
定

的
な

運
営

と
障

が
い

者
の

自
立

更
生

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

負
担

の
軽

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
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財
政

的
支

援
（

補
助

金
等

）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

支
援

の
目

的
・
根

拠
条

文
交

付
対

象
事

業
総

額
交

付
総

額
交

付
総

額
の

負
担

割
合

実
績

及
び

成
果

2
2

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

交
流

室
借

上
費

補
助

金

東
京

都
障

害
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
支

援
事

業
取

扱
要

領
に

定
め

る
障

害
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
支

援
事

業
を

助
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

運
営

す
る

事
業

所
の

安
定

的
な

運
営

を
図

り
、

か
つ

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

利
用

す
る

障
が

い
者

の
地

域
社

会
に

お
け

る
生

活
の

場
を

確
保

し
、

基
本

的
人

権
を

享
有

す
る

個
人

と
し

て
の

尊
厳

に
ふ

さ
わ

し
い

生
活

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

■
狛

江
市

障
が

い
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
施

設
借

上
費

助
成

要
綱

さ
つ

き
会

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

朋
）

1
,6

6
5
,6

0
0

1
,6

6
5
,6

0
0

ポ
イ

ン
ト

制
の

た
め

、
約

７
～

８
割

程
度

の
補

助

事
業

所
の

安
定

的
な

運
営

と
障

が
い

者
の

自
立

更
生

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

負
担

の
軽

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
3

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

障
が

い
者

通
所

施
設

等
支

援
事

業
補

助
金

生
活

介
護

事
業

所
の

運
営

費
の

一
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
障

が
い

者
の

日
常

生
活

及
び

社
会

生
活

を
総

合
的

に
支

援
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

■
狛

江
市

心
身

障
が

い
者

生
活

介
護

事
業

所
運

営
費

補
助

要
綱

■
重

度
障

が
い

者
通

所
施

設
支

援
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

①
足

立
邦

栄
会

（
こ

だ
ち

）
、

②
足

立
邦

栄
会

（
ポ

ン
テ

）
5
,8

4
9
,6

0
2

5
,8

4
9
,6

0
2

市
1
0
/
1
0

事
業

所
の

安
定

的
な

運
営

と
障

が
い

者
の

自
立

更
生

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

利
用

者
の

負
担

の
軽

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
4

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

発
達

障
が

い
児

等
学

習
支

援
事

業
補

助
金

発
達

障
が

い
児

又
は

そ
の

疑
い

の
あ

る
児

童
生

徒
の

状
況

に
応

じ
た

個
別

か
つ

専
門

的
な

指
導

を
行

っ
て

い
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
等

の
安

定
的

な
運

営
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
狛

江
市

発
達

障
が

い
児

等
学

習
支

援
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

教
育

ネ
ッ

ト
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

Ｋ
Ｏ

Ｐ
Ｐ

ＩＥ
1
,2

0
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

学
校

に
通

う
こ

と
の

困
難

な
発

達
障

が
い

児
に

学
校

と
の

連
携

を
図

っ
た

支
援

を
行

う
市

内
唯

一
の

フ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
に

対
し

補
助

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
保

護
者

の
負

担
の

軽
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
5

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

運
営

現
費

補
助

金

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

の
運

営
費

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
拡

充
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
狛

江
市

指
定

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
所

運
営

費
補

助
金

交
付

要
綱

小
規

模
多

機
能

ホ
ー

ム
の

ど
か

狛
江

3
6
,7

5
0

3
6
,7

5
0

1
,7

5
0
円

×
利

用
日

数
※

上
限

あ
り

・
補

助
の

実
施

に
よ

り
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

（
短

期
入

所
）
の

提
供

が
図

ら
れ

た
。

・
登

録
者

1
名

　
年

間
延

べ
利

用
2
1
日

（
短

期
入

所
）

2
6

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

狛
江

市
老

人
ク

ラ
ブ

補
助

金
交

付
事

業

老
人

ク
ラ

ブ
の

運
営

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
会

員
の

教
養

の
向

上
、

健
康

の
増

進
、

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
等

を
通

じ
た

生
き

が
い

づ
く
り

地
域

社
会

と
の

交
流

、
支

え
合

い
活

動
等

を
促

進
し

、
も

っ
て

地
域

福
祉

の
増

進
を

図
る

。

■
狛

江
市

老
人

ク
ラ

ブ
補

助
金

交
付

要
綱

①
狛

江
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

、
②

第
一

長
寿

会
、

③
第

二
長

寿
会

、
④

第
三

長
寿

会
、

⑤
多

摩
川

六
十

路
会

、
⑥

南
部

長
寿

会
、

⑦
あ

づ
ま

会
、

⑧
第

五
長

寿
会

、
⑨

第
六

長
寿

会
、

⑩
あ

す
な

ろ
会

、
⑪

和
泉

本
町

健
康

ク
ラ

ブ
、

⑫
駒

井
町

健
康

ク
ラ

ブ
、

⑬
若

草
会

、
⑭

狛
江

団
地

健
康

ク
ラ

ブ
、

⑮
は

な
み

ず
き

会
、

⑯
百

の
会

、
⑰

ハ
イ

タ
ウ

ン
か

わ
せ

み
会

5
,0

4
5
,9

0
9

5
,0

4
5
,9

0
9

約
都

2
/
3
・
市

１
/
3

老
人

ク
ラ

ブ
の

活
動

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
多

く
の

高
齢

者
の

社
会

参
加

と
生

き
が

い
づ

く
り

に
寄

与
し

た
。

ま
た

、
地

域
清

掃
等

社
会

奉
仕

活
動

、
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
訪

問
等

の
友

愛
活

動
、

介
護

予
防

の
健

康
づ

く
り

事
業

等
の

ク
ラ

ブ
活

動
に

よ
り

、
支

え
合

い
の

地
域

づ
く
り

の
推

進
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。
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財
政

的
支

援
（

補
助

金
等

）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

支
援

の
目

的
・
根

拠
条

文
交

付
対

象
事

業
総

額
交

付
総

額
交

付
総

額
の

負
担

割
合

実
績

及
び

成
果

2
7

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

公
益

社
団

法
人

狛
江

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
補

助
金

交
付

事
業

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

の
運

営
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

高
齢

者
の

就
業

機
会

の
拡

充
を

通
じ

た
社

会
参

加
、

生
き

が
い

づ
く
り

等
を

推
進

す
る

。

■
公

益
社

団
法

人
狛

江
市

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

補
助

金
交

付
要

綱

狛
江

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
4
4
,6

8
2
,9

7
0

4
4
,6

8
2
,9

7
0

約
都

1
/
4
・
市

3
/
4

財
政

支
援

を
通

じ
た

適
切

な
運

営
と

会
員

増
強

の
取

組
み

に
よ

り
、

会
員

数
が

増
加

し
、

高
齢

者
に

対
す

る
就

業
機

会
の

拡
充

、
生

き
が

い
づ

く
り

の
促

進
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
8

高
齢

障
が

い
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

（
新

規
）

狛
江

市
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
補

助
金

交
付

事
業

地
域

住
民

が
主

体
と

な
っ

て
運

営
す

る
介

護
予

防
活

動
に

対
し

財
政

支
援

を
行

う
こ

と
で

、
要

支
援

高
齢

者
が

介
護

予
防

活
動

に
取

り
組

め
る

場
の

拡
充

を
図

る
。

■
狛

江
市

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

通
所

型
サ

ー
ビ

ス
Ｂ

実
施

団
体

（
元

気
ス

ク
ー

ル
グ

ル
ー

プ
２

団
体

）
5
1
5
,0

0
0

5
1
5
,0

0
0

国
2
5
％

都
1
2
.5

％
他

2
7
％

市
1
2
.5

％
介

護
保

険
料

2
3
％

要
支

援
高

齢
者

の
受

入
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
地

域
の

介
護

予
防

活
動

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

2
9

児
童

青
少

年
課

補
助

金

学
術

・
文

化
・

芸
術

・
ス

ポ
ー

ツ

青
少

年
健

全
育

成
事

業
補

助
金

各
育

成
委

員
会

に
対

し
、

青
少

年
健

全
育

成
事

業
に

お
け

る
経

費
の

一
部

又
は

全
部

を
補

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
主

体
の

青
少

年
健

全
育

成
事

業
の

充
実

及
び

発
展

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
狛

江
市

青
少

年
健

全
育

成
事

業
補

助
金

交
付

要
綱

①
狛

江
市

青
少

年
第

一
育

成
委

員
会

、
②

狛
江

市
青

少
年

第
二

育
成

委
員

会
、

③
狛

江
市

青
少

年
第

三
育

成
委

員
会

、
④

狛
江

市
青

少
年

第
四

育
成

委
員

会

5
1
0
,3

5
6

4
0
6
,8

6
9

市
1
0
/
1
0

補
助

金
に

よ
り

、
各

育
成

委
員

会
主

体
と

し
た

活
動

の
活

性
化

、
青

少
年

健
全

育
成

事
業

の
充

実
及

び
発

展
に

資
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

3
0

児
童

青
少

年
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

ひ
き

こ
も

り
支

援
事

業
補

助
金

ひ
き

こ
も

り
等

の
青

少
年

の
居

場
所

の
拡

大
を

図
る

た
め

に
、

任
意

の
事

業
者

の
自

主
的

な
活

動
を

保
障

す
る

と
と

も
に

、
地

域
で

の
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

活
動

に
必

要
な

家
賃

の
一

部
を

助
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

事
業

者
の

負
担

軽
減

を
図

り
、

も
っ

て
地

域
社

会
に

お
け

る
ひ

き
こ

も
り

問
題

に
関

す
る

理
解

を
促

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

■
狛

江
市

フ
リ

ー
ス

ペ
ー

ス
等

事
業

家
賃

助
成

要
綱

教
育

ネ
ッ

ト
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

K
O

P
P
IE

2
,1

3
3
,8

4
3

5
7
0
,0

0
0

月
額

家
賃

に
1
/
2
を

乗
じ

て
得

た
額

（
5
0
,0

0
0
円

が
限

度
）

補
助

金
に

よ
り

、
開

か
れ

た
教

育
や

心
理

相
談

の
場

と
し

て
、

地
域

近
辺

の
相

談
リ

ソ
ー

ス
の

情
報

提
供

、
個

々
の

ケ
ー

ス
の

初
期

対
応

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

3
1

児
童

青
少

年
課

補
助

金
保

健
・

医
療

・
福

祉

チ
ャ

イ
ル

ド
ラ

イ
ン

事
業

補
助

金

子
ど

も
の

悩
み

な
ど

を
電

話
で

聞
く
子

ど
も

電
話

相
談

（
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
）
を

行
う

民
間

団
体

に
事

業
費

の
一

部
を

助
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

チ
ャ

イ
ル

ド
ラ

イ
ン

の
Ｐ

Ｒ
を

一
層

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
狛

江
市

子
ど

も
電

話
相

談
事

業
費

助
成

要
綱

こ
ま

え
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
3
4
9
,9

5
1

3
0
,0

0
0

予
算

の
範

囲
内

補
助

金
に

よ
り

、
市

内
の

小
中

高
生

に
、

チ
ャ

イ
ル

ド
ラ

イ
ン

カ
ー

ド
の

作
成

配
布

を
す

る
こ

と
が

で
き

、
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
の

P
R

を
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。
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財
政

的
支

援
（

補
助

金
等

）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

支
援

の
目

的
・
根

拠
条

文
交

付
対

象
事

業
総

額
交

付
総

額
交

付
総

額
の

負
担

割
合

実
績

及
び

成
果

3
2

環
境

政
策

課
補

助
金

環
境

保
全

緑
化

推
進

事
業

協
議

会
補

助

市
内

緑
化

を
図

る
た

め
、

花
卉

、
植

木
類

の
展

示
及

び
即

売
を

実
施

し
、

緑
化

運
動

を
推

進
を

図
る

。

■
狛

江
市

緑
化

推
進

事
業

協
議

会
に

対
す

る
補

助
の

基
準

緑
化

推
進

事
業

協
議

会
1
,5

0
2
,1

6
0

2
7
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

年
2
回

、
花

と
み

ど
り

の
即

売
会

を
開

催
し

て
お

り
、

市
内

の
緑

化
に

努
め

て
い

る
。

市
内

保
育

園
等

に
花

卉
の

植
栽

を
行

っ
て

い
る

。

3
3

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
助

成
金

ま
ち

づ
く
り

地
区

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
助

成
金

一
定

の
要

件
を

満
た

し
た

、
地

区
の

ま
ち

づ
く

り
に

関
す

る
活

動
を

行
っ

て
い

る
団

体
に

支
援

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

区
の

ま
ち

づ
く
り

を
推

進
し

、
協

働
の

ま
ち

づ
く
り

の
実

現
を

図
る

。

■
狛

江
市

ま
ち

づ
く
り

条
例

■
狛

江
市

ま
ち

づ
く
り

条
例

施
行

規
則

■
地

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
、

地
区

ま
ち

づ
く

り
準

備
会

及
び

テ
ー

マ
型

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
へ

の
支

援
に

関
す

る
要

綱

狛
江

・
ま

ち
づ

く
り

市
民

会
議

5
1
,2

6
0

5
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

「
西

河
原

自
然

公
園

」
を

遊
ぶ

、
楽

し
む

、
育

て
る

エ
リ

ア
と

な
る

よ
う

イ
ベ

ン
ト

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
い

、
報

告
書

を
作

成
し

た
。

H
2
9

年
度

で
当

団
体

に
対

す
る

助
成

は
３

回
目

と
な

り
最

終
年

度
で

あ
る

。

3
4

道
路

交
通

課
補

助
金

地
域

安
全

街
路

灯
電

気
料

金
補

助
金

私
有

道
路

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
街

路
灯

の
な

か
で

、
市

管
理

外
の

街
路

灯
に

つ
い

て
は

、
市

長
の

認
定

に
基

づ
き

電
気

料
金

の
補

助
金

を
交

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。

■
狛

江
市

街
路

灯
設

置
要

領

①
狛

江
団

地
自

治
会

、
②

多
摩

川
住

宅
イ

号
棟

自
治

会
、

③
多

摩
川

住
宅

ニ
棟

団
地

管
理

組
合

法
人

、
④

神
代

団
地

自
治

会
7
4
7
,0

0
0

5
3
6
,3

5
5

市
1
0
/
1
0

各
団

地
敷

地
内

の
街

路
灯

2
6
1
基

に
対

し
、

2
0
W

街
路

灯
定

額
料

金
相

当
分

を
補

助
す

る
。

3
5

道
路

交
通

課
補

助
金

地
域

安
全

調
布

交
通

安
全

協
会

等
に

対
す

る
補

助
金

交
通

安
全

協
会

等
が

行
う

交
通

安
全

に
関

す
る

各
種

教
室

、
講

習
会

事
業

及
び

交
通

安
全

思
想

の
普

及
啓

発
活

動
に

対
し

て
補

助
を

行
う

。

■
狛

江
市

調
布

交
通

安
全

協
会

等
に

対
す

る
補

助
の

基
準

①
調

布
交

通
安

全
協

会
、

②
調

布
警

察
署

管
内

園
児

交
通

安
全

防
犯

連
絡

会
8
,2

9
4
,2

5
3

9
0
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

平
成

2
9
年

の
狛

江
市

で
の

交
通

事
故

発
生

件
数

は
1
0
8
件

で
、

平
成

2
8
年

と
比

較
し

６
件

の
増

。
今

後
も

調
布

交
通

安
全

協
会

と
事

故
ゼ

ロ
に

向
け

た
各

種
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

広
報

活
動

を
行

う
。

園
児

交
通

安
全

防
犯

連
絡

会
は

、
交

通
安

全
講

習
会

や
防

犯
講

習
会

へ
の

参
加

や
、

園
児

に
対

し
ミ

ニ
信

号
機

、
ビ

デ
オ

、
紙

芝
居

等
に

よ
り

、
交

通
安

全
教

育
を

実
施

し
、

事
故

防
止

を
推

進
す

る
。

3
6

社
会

教
育

課
補

助
金

学
術

・
文

化
・

芸
術

・
ス

ポ
ー

ツ

（
名

称
変

更
）

文
化

財
保

存
事

業
補

助

市
指

定
文

化
財

の
所

有
者

、
保

持
者

等
が

文
化

財
の

管
理

、
保

存
、

修
理

、
公

開
等

を
行

う
事

業
に

対
し

て
、

事
業

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

す
る

こ
と

に
よ

り
、

文
化

財
を

将
来

に
わ

た
り

保
存

及
び

継
承

す
る

と
と

も
に

、
市

民
共

有
の

財
産

と
し

て
活

用
す

る
。

■
狛

江
市

文
化

財
保

護
条

例
■

狛
江

市
文

化
財

保
存

事
業

費
補

助
金

交
付

要
綱

①
猪

方
ば

や
し

保
存

会
、

②
岩

戸
ば

や
し

保
存

会
4
1
9
,0

4
4

3
5
0
,0

0
0

市
1
0
/
1
0

猪
方

ば
や

し
保

存
会

は
、

2
8
年

度
に

引
き

続
き

山
車

の
改

修
（
山

車
の

塗
装

、
提

灯
の

交
換

）
を

行
っ

た
。

山
車

の
見

栄
え

が
良

く
な

り
臨

場
感

も
増

し
た

こ
と

で
、

地
域

住
民

等
の

祭
囃

子
へ

の
関

心
が

高
ま

り
、

伝
統

芸
能

の
継

承
に

効
果

が
あ

っ
た

。
岩

戸
ば

や
し

保
存

会
は

、
岡

目
と

馬
鹿

面
の

衣
装

を
調

え
た

。
伝

統
的

な
踊

り
で

着
用

す
る

衣
装

を
改

め
る

こ
と

で
、

保
存

会
会

員
の

気
持

ち
も

新
た

に
な

り
、

伝
統

芸
能

の
継

承
へ

の
取

組
み

が
活

性
化

さ
れ

た
。
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財
政

的
支

援
（

補
助

金
等

）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

支
援

の
目

的
・
根

拠
条

文
交

付
対

象
事

業
総

額
交

付
総

額
交

付
総

額
の

負
担

割
合

実
績

及
び

成
果

3
7

社
会

教
育

課
補

助
金

地
域

安
全

狛
江

市
立

学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合

会
こ

ど
も

か
け

こ
み

1
1
0
番

事
業

補
助

金

子
ど

も
の

生
命

と
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
活

動
の

充
実

及
び

発
展

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

■
狛

江
市

こ
ど

も
か

け
こ

み
1
1
0
番

事
業

に
関

す
る

補
助

金
交

付
要

綱

狛
江

市
立

学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合

会
3
1
4
,2

9
4

3
1
3
,2

6
0

市
1
0
/
1
0

Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合

会
か

け
こ

み
1
1
0
番

実
行

委
員

会
の

要
請

活
動

に
よ

り
、

該
当

事
案

も
な

く
抑

止
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
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参
入

の
機

会
提

供
（

委
託

・
協

定
・

覚
書

等
）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

事
業

目
的

協
働

相
手

事
業

総
額

市
支

出
額

実
績

及
び

成
果

1
政

策
室

協
定

学
術

・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

狛
江

市
平

和
祈

念
事

業
狛

江
市

民
を

は
じ

め
多

く
の

人
に

日
常

に
お

け
る

平
和

の
大

切
さ

を
広

く
啓

発
す

る
。

狛
江

市
平

和
祈

念
事

業
実

行
委

員
会

4
2
7
,0

3
6

4
2
7
,0

3
6

「
み

ん
な

の
輪

」
写

真
事

業
、

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
講

演
会

を
行

っ
た

。
市

民
団

体
と

市
で

協
働

し
て

実
施

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
「
み

ん
な

の
輪

」
は

述
べ

約
5
2
0
0
人

に
参

加
し

て
い

た
だ

け
た

。
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

イ
ベ

ン
ト

講
演

会
に

つ
い

て
も

約
1
3
0
人

に
参

加
い

た
だ

い
た

。

2
政

策
室

協
定

ま
ち

づ
く
り

狛
江

市
民

憲
章

見
直

し
検

討
事

業

狛
江

市
民

が
狛

江
に

誇
り

と
親

し
み

を
持

て
る

よ
う

に
狛

江
市

民
憲

章
の

見
直

し
を

検
討

す
る

。

狛
江

市
民

憲
章

見
直

し
検

討
委

員
会

6
2
,8

9
2

6
2
,8

9
2

市
民

憲
章

見
直

し
に

向
け

て
、

市
民

向
け

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
次

年
度

に
お

け
る

素
案

の
検

討
・
決

定
の

参
考

と
し

た
。

3
政

策
室

協
定

学
術

・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
活

か
し

た
国

際
交

流
推

進
事

業

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
向

け
て

、
国

や
人

種
を

超
え

た
平

和
の

大
切

さ
を

考
え

、
国

際
交

流
を

進
め

る
機

会
と

な
る

と
と

も
に

、
狛

江
の

シ
テ

ィ
セ

ー
ル

ス
、

地
域

活
性

化
に

つ
な

が
る

取
組

み
を

行
う

。

狛
江

市
平

和
祈

念
事

業
実

行
委

員
会

7
9
,8

7
5

7
9
,8

7
5

市
近

郊
在

住
外

国
人

９
名

を
パ

ネ
リ

ス
ト

と
し

て
招

き
、

自
国

の
文

化
の

紹
介

や
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
へ

の
課

題
等

に
つ

い
て

お
話

し
い

た
だ

い
た

。
後

半
の

グ
ル

ー
プ

ト
ー

ク
で

は
参

加
者

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
や

国
際

交
流

へ
の

関
心

の
高

さ
が

伺
え

た
。

子
ど

も
を

含
む

4
5
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

4
地

域
活

性
課

そ
の

他
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

音
楽

事
業

「
音

楽
の

街
－

狛
江

」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

、
市

民
と

共
に

文
化

・
芸

術
活

動
の

推
進

を
図

る
。

（
一

財
）
狛

江
市

文
化

振
興

事
業

団
5
,4

6
1
,4

7
8

5
,4

6
1
,4

7
8

※
平

成
2
6
年

度
よ

り
市

民
ホ

ー
ル

指
定

管
理

事
業

と
し

て
実

施
。

・
パ

イ
オ

ニ
ア

キ
ッ

ズ
西

野
川

、
猪

方
・
駒

井
地

区
、

和
泉

保
育

園
、

駒
井

保
育

園
、

グ
ラ

ン
ド

メ
ゾ

ン
、

上
和

泉
地

域
セ

ン
タ

ー
、

東
京

多
摩

病
院

に
お

い
て

、
エ

リ
ア

コ
ン

サ
ー

ト
を

行
っ

た
。

・
一

中
、

四
中

、
三

小
、

六
小

、
和

泉
小

の
計

５
校

に
お

い
て

、
学

校
公

演
を

行
っ

た
。

・
特

別
支

援
学

級
を

中
心

と
し

た
音

楽
交

流
事

業
は

５
年

目
を

む
か

え
、

学
級

内
だ

け
で

な
く
市

内
の

多
様

な
施

設
で

行
う

出
張

音
楽

交
流

も
増

え
、

ト
ー

ン
チ

ャ
イ

ム
の

演
奏

技
術

も
向

上
し

た
。

2
8
年

度
に

引
き

続
き

、
フ

ィ
ギ

ャ
ー

ノ
ー

ト
の

新
し

い
活

用
法

と
し

て
箏

に
よ

る
２

日
間

の
講

習
も

行
っ

た
。

・
９

月
1
0
日

に
狛

江
市

ゆ
か

り
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

に
よ

る
「
狛

江
の

日
音

楽
祭

」
を

実
施

し
、

7
,0

0
0
人

の
来

場
者

が
あ

っ
た

。

5
地

域
活

性
課

そ
の

他
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

絵
手

紙
事

業
絵

手
紙

の
魅

力
を

伝
え

、
よ

り
広

め
る

。
（
一

財
）
狛

江
市

文
化

振
興

事
業

団
1
,0

2
4
,4

2
3

1
,0

2
4
,4

2
3

※
平

成
2
6
年

度
よ

り
市

民
ホ

ー
ル

指
定

管
理

事
業

と
し

て
実

施
。

・
絵

手
紙

教
室

事
業

を
2
2
事

業
実

施
し

、
参

加
者

は
計

8
5
2

名
で

あ
っ

た
。

・
絵

手
紙

講
師

派
遣

事
業

は
９

事
業

実
施

し
、

そ
の

う
ち

１
事

業
は

新
規

事
業

で
あ

っ
た

。
・
全

国
か

ら
絵

手
紙

を
送

っ
て

も
ら

う
絵

手
紙

サ
ポ

ー
タ

ー
は

昨
年

度
よ

り
1
8
名

増
え

4
6
2
名

の
登

録
が

お
り

、
絵

手
紙

サ
ポ

ー
タ

ー
の

つ
ど

い
に

は
3
5
名

が
参

加
し

、
交

流
を

深
め

た
。

6
地

域
活

性
課

委
託

ま
ち

づ
く
り

N
P
O

情
報

誌
作

成
委

託

市
内

で
様

々
な

分
野

に
お

い
て

活
躍

し
て

い
る

市
民

活
動

団
体

の
活

動
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

た
め

、
活

動
に

必
要

な
行

政
情

報
及

び
団

体
活

動
を

行
う

に
あ

た
っ

て
共

有
す

る
情

報
等

を
掲

載
す

る
N

P
O

情
報

誌
「
わ

っ
こ

」
の

発
行

を
団

体
へ

委
託

す
る

。

特
定

非
営

利
活

動
法

人
k-

pr
e
ss

7
,3

6
5
,0

7
7

7
,3

6
5
,0

7
7

情
報

誌
の

発
行

に
よ

っ
て

、
市

民
活

動
団

体
が

活
動

を
行

う
に

あ
た

っ
て

の
情

報
発

信
媒

体
と

な
る

こ
と

が
で

き
、

団
体

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
を

活
性

化
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
情

報
誌

の
作

成
を

市
内

Ｎ
Ｐ

Ｏ
へ

委
託

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

に
密

着
し

た
新

鮮
な

情
報

の
提

供
が

で
き

た
。
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参
入

の
機

会
提

供
（

委
託

・
協

定
・

覚
書

等
）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

事
業

目
的

協
働

相
手

事
業

総
額

市
支

出
額

実
績

及
び

成
果

7
地

域
活

性
課

委
託

ま
ち

づ
く
り

根
川

地
区

セ
ン

タ
ー

一
般

管
理

業
務

委
託

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。
根

川
地

区
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

地
域

住
民

で
構

成
さ

れ
る

協
議

会
が

地
区

セ
ン

タ
ー

の
予

約
受

付
業

務
等

の
自

主
管

理
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
が

図
ら

れ
た

。

8
地

域
活

性
課

委
託

ま
ち

づ
く
り

駄
倉

地
区

セ
ン

タ
ー

一
般

管
理

業
務

委
託

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。
駄

倉
地

区
セ

ン
タ

ー
協

議
会

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

地
域

住
民

で
構

成
さ

れ
る

協
議

会
が

地
区

セ
ン

タ
ー

の
予

約
受

付
業

務
等

の
自

主
管

理
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
が

図
ら

れ
た

。

9
地

域
活

性
課

委
託

ま
ち

づ
く
り

谷
戸

橋
地

区
セ

ン
タ

ー
一

般
管

理
業

務
委

託

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。

谷
戸

橋
地

区
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

地
域

住
民

で
構

成
さ

れ
る

協
議

会
が

地
区

セ
ン

タ
ー

の
予

約
受

付
業

務
等

の
自

主
管

理
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
が

図
ら

れ
た

。

1
0

地
域

活
性

課
委

託
ま

ち
づ

く
り

和
泉

多
摩

川
地

区
セ

ン
タ

ー
一

般
管

理
業

務
委

託

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。

和
泉

多
摩

川
地

区
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

地
域

住
民

で
構

成
さ

れ
る

協
議

会
が

地
区

セ
ン

タ
ー

の
予

約
受

付
業

務
等

の
自

主
管

理
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
が

図
ら

れ
た

。

1
1

地
域

活
性

課
委

託
ま

ち
づ

く
り

市
民

ま
つ

り
事

業
委

託
狛

江
市

民
ま

つ
り

を
通

じ
て

郷
土

愛
を

培
い

、
連

帯
の

あ
る

ま
ち

づ
く
り

に
寄

与
す

る
。

市
民

ま
つ

り
実

行
委

員
会

1
0
,6

1
9
,5

6
4

5
,3

0
0
,0

0
0

1
1
月

1
2
日

に
開

催
さ

れ
た

第
4
1
回

狛
江

市
民

ま
つ

り
は

、
天

候
に

も
恵

ま
れ

、
参

加
者

は
主

催
者

発
表

で
過

去
最

大
の

7
4
,0

0
0
人

と
な

っ
た

。
今

回
、

川
口

地
域

と
の

ふ
る

さ
と

友
好

都
市

締
結

3
0
周

年
を

記
念

し
、

川
口

地
域

か
ら

の
女

み
こ

し
の

特
別

参
加

、
川

口
地

域
を

拠
点

に
活

動
し

て
い

る
津

軽
三

味
線

の
堀

沢
フ

ァ
ミ

リ
ー

を
招

い
た

記
念

ス
テ

ー
ジ

を
開

催
し

、
3
0
周

年
を

お
祝

い
し

た
他

、
ス

ト
リ

ー
ト

ラ
グ

ビ
ー

等
の

新
規

事
業

も
含

め
て

、
多

彩
な

内
容

で
実

施
し

、
大

い
に

盛
り

上
が

っ
た

。

1
2

地
域

活
性

課
委

託
ま

ち
づ

く
り

ふ
る

さ
と

自
然

体
験

事
業

委
託

狛
江

市
民

と
ふ

る
さ

と
友

好
都

市
で

あ
る

新
潟

県
長

岡
市

川
口

地
域

（
旧

川
口

町
）
の

住
民

と
の

相
互

の
交

流
及

び
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

社
会

福
祉

法
人

雲
柱

社
7
5
0
,0

0
0

7
5
0
,0

0
0

平
成

2
9
年

8
月

1
7
～

1
9
日

実
施

（
2
泊

3
日

）
。

ふ
る

さ
と

友
好

都
市

新
潟

県
長

岡
市

川
口

地
域

（
旧

川
口

町
）
に

お
い

て
地

元
の

子
ど

も
た

ち
と

キ
ャ

ン
プ

や
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
を

行
い

、
社

会
性

や
自

立
性

の
成

長
・
向

上
を

促
し

た
。

狛
江

市
在

住
小

学
4
～

6
年

生
は

2
3
名

参
加

。

1
3

地
域

活
性

課
委

託
ま

ち
づ

く
り

よ
り

あ
い

っ
こ

事
業

委
託

狛
江

市
民

と
ふ

る
さ

と
友

好
都

市
で

あ
る

新
潟

県
長

岡
市

川
口

地
域

（
旧

川
口

町
）
の

住
民

と
の

相
互

の
交

流
及

び
理

解
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

よ
り

あ
い

っ
こ

実
行

委
員

会
4
9
8
,8

0
5

3
0
0
,0

0
0

【
よ

り
あ

い
っ

こ
】
平

成
2
9
年

8
月

2
6
～

2
7
日

実
施

。
ふ

る
さ

と
友

好
都

市
新

潟
県

長
岡

市
川

口
地

域
（
旧

川
口

町
）
に

お
い

て
、

地
元

の
方

と
と

も
に

陶
芸

体
験

・
郷

土
料

理
づ

く
り

・
E

ボ
ー

ト
体

験
等

の
体

験
型

交
流

を
行

い
、

住
民

と
の

相
互

の
交

流
及

び
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
8
名

参
加

。
【
友

好
都

市
3
0
周

年
記

念
事

業
】
3
0
周

年
を

記
念

し
、

多
摩

川
い

か
だ

レ
ー

ス
、

川
口

ま
つ

り
、

狛
江

市
民

ま
つ

り
、

雪
洞

火
ぼ

た
る

祭
の

各
種

イ
ベ

ン
ト

に
新

た
に

交
流

事
業

を
盛

り
込

ん
だ

。
ま

た
、

「
絵

手
紙

発
祥

の
地

－
狛

江
」
実

行
委

員
会

と
協

力
し

、
「
友

好
の

絵
手

紙
」
を

制
作

し
、

川
口

地
域

に
贈

呈
を

し
た

。

1
4

地
域

活
性

課
協

定
ま

ち
づ

く
り

岩
戸

地
域

セ
ン

タ
ー

自
主

運
営

に
関

す
る

協
定

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。
岩

戸
地

域
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

1
5
,3

4
4
,0

0
0

1
4
,8

8
8
,4

5
8

地
域

住
民

の
自

発
的

な
活

動
拠

点
と

し
て

、
当

セ
ン

タ
ー

が
利

用
さ

れ
、

ま
た

各
種

運
営

協
議

会
事

業
に

積
極

的
な

参
加

を
得

て
、

団
体

活
動

の
助

長
や

友
好

が
図

ら
れ

た
。

事
業

と
し

て
は

、
地

域
セ

ン
タ

ー
ま

つ
り

、
料

理
教

室
等

、
様

々
な

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
が

行
わ

れ
た

。
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参
入

の
機

会
提

供
（

委
託

・
協

定
・

覚
書

等
）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

事
業

目
的

協
働

相
手

事
業

総
額

市
支

出
額

実
績

及
び

成
果

1
5

地
域

活
性

課
協

定
ま

ち
づ

く
り

上
和

泉
地

域
セ

ン
タ

ー
自

主
運

営
に

関
す

る
協

定

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。

上
和

泉
地

域
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

1
7
,8

7
2
,0

0
0

1
7
,6

2
6
,1

7
7

地
域

住
民

の
自

発
的

な
活

動
拠

点
と

し
て

、
当

セ
ン

タ
ー

が
利

用
さ

れ
、

ま
た

各
種

運
営

協
議

会
事

業
に

積
極

的
な

参
加

を
得

て
、

団
体

活
動

の
助

長
や

友
好

が
図

ら
れ

た
。

事
業

と
し

て
は

、
上

和
泉

地
域

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
、

自
衛

消
防

訓
練

、
様

々
な

講
座

や
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

が
行

わ
れ

た
。

そ
の

他
、

広
報

誌
の

発
行

や
利

用
者

懇
談

会
、

委
員

研
修

等
を

行
っ

た
。

1
6

地
域

活
性

課
協

定
ま

ち
づ

く
り

南
部

地
域

セ
ン

タ
ー

自
主

運
営

に
関

す
る

協
定

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。
南

部
地

域
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

1
5
,5

3
5
,0

0
0

1
5
,1

9
7
,9

6
7

地
域

住
民

の
自

発
的

な
活

動
拠

点
と

し
て

、
当

セ
ン

タ
ー

が
利

用
さ

れ
、

ま
た

各
種

運
営

協
議

会
事

業
に

積
極

的
な

参
加

を
得

て
、

団
体

活
動

の
助

長
や

友
好

が
図

ら
れ

た
。

事
業

と
し

て
は

、
「
食

育
講

座
」
、

「
親

子
で

楽
し

む
お

は
な

し
会

」
、

「
た

こ
作

り
教

室
」
等

を
行

っ
た

。

1
7

地
域

活
性

課
協

定
ま

ち
づ

く
り

野
川

地
域

セ
ン

タ
ー

自
主

運
営

に
関

す
る

協
定

地
区

セ
ン

タ
ー

を
地

域
住

民
が

自
主

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
醸

成
を

図
る

。
野

川
地

域
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

1
5
,3

4
7
,0

0
0

1
4
,9

2
0
,1

6
5

地
域

住
民

の
自

発
的

な
活

動
拠

点
と

し
て

、
当

セ
ン

タ
ー

が
利

用
さ

れ
、

ま
た

各
種

運
営

協
議

会
事

業
に

積
極

的
な

参
加

を
得

て
、

団
体

活
動

の
助

長
や

友
好

が
図

ら
れ

た
。

事
業

と
し

て
は

、
「
セ

ン
タ

ー
ま

つ
り

」
、

「
と

も
し

び
音

楽
隊

コ
ン

サ
ー

ト
」
、

「
子

供
映

画
会

」
、

「
男

の
料

理
教

室
」
等

を
行

っ
た

。
そ

の
他

、
広

報
紙

の
発

行
、

利
用

者
懇

談
会

等
を

行
っ

た
。

1
8

高
齢

障
が

い
課

委
託

保
健

・
医

療
・
福

祉
会

食
会

事
業

会
食

会
の

実
施

を
通

じ
て

、
高

齢
者

の
社

会
参

加
・
外

出
機

会
の

拡
充

及
び

促
進

を
図

る
。

①
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ・

ｱ
ｲ
、

②
と

き
の

会
、

③
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟの

が
わ

、
④

共
生

の
家

2
,5

2
1
,2

0
0

2
,5

2
1
,2

0
0

延
べ

人
数

1
,7

1
8
名

の
高

齢
者

が
会

食
会

に
参

加
し

た
こ

と
で

，
高

齢
者

の
社

会
参

加
・
交

流
機

会
の

促
進

に
寄

与
し

た
。

1
9

健
康

推
進

課
委

託
保

健
・
医

療
・
福

祉

健
康

増
進

室
利

用
料

及
び

あ
い

と
ぴ

あ
セ

ン
タ

ー
施

設
等

使
用

料
徴

収
業

務
委

託

健
康

増
進

事
業

及
び

あ
い

と
ぴ

あ
セ

ン
タ

ー
会

議
室

等
の

施
設

利
用

料
の

徴
収

委
託

に
伴

う
自

動
販

売
機

の
集

金
業

務
を

通
じ

て
障

害
者

の
雇

用
促

進
を

目
指

す
。

狛
江

市
障

害
者

団
体

連
絡

協
議

会
（
障

団
連

）
3
3
9
,7

6
8

3
3
9
,7

6
8

料
金

徴
収

事
務

に
よ

り
発

生
す

る
市

の
負

担
を

軽
減

し
か

つ
、

障
害

者
雇

用
の

促
進

に
貢

献
で

き
た

。

平
成

2
9
年

度
販

売
実

績
　

6
,2

5
9
枚

2
0

健
康

推
進

課
協

定
ま

ち
づ

く
り

「
猫

の
飼

育
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

の
活

用
と

普
及

　
～

地
域

で
取

り
組

む
地

域
ね

こ
活

動

市
・
地

域
ね

こ
の

会
間

で
協

働
事

業
実

施
の

た
め

の
協

定
書

を
締

結
し

、
市

民
と

ね
こ

と
の

共
生

社
会

の
実

現
を

目
指

す
。

狛
江

地
域

ね
こ

の
会

4
9
6
,0

0
0

4
9
6
,0

0
0

飼
い

主
の

い
な

い
猫

の
適

正
管

理
に

よ
り

、
野

良
猫

の
頭

数
減

少
と

地
域

ト
ラ

ブ
ル

の
発

生
を

未
然

に
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

活
動

を
通

じ
た

地
域

住
民

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

、
地

域
住

環
境

の
向

上
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
1

児
童

青
少

年
課

委
託

青
少

年
健

全
育

成
青

少
年

健
全

育
成

日
常

の
生

活
か

ら
離

れ
、

広
大

な
自

然
の

中
で

自
然

に
ふ

れ
る

楽
し

さ
を

味
わ

い
な

が
ら

子
ど

も
た

ち
が

グ
ル

ー
プ

活
動

で
の

行
動

や
物

づ
く
り

を
通

し
て

、
参

加
者

同
士

の
交

流
を

深
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
事

業
の

た
め

、
日

頃
か

ら
地

域
に

根
ざ

し
て

活
動

を
し

て
い

る
青

少
年

育
成

委
員

会
へ

企
画

及
び

運
営

を
委

託
し

た
。

狛
江

市
青

少
年

第
一

育
成

委
員

会
1
7
0
,8

3
0

1
3
9
,4

3
0

狛
江

市
青

少
年

第
一

育
成

委
員

会
へ

委
託

、
実

施
。

小
学

３
年

生
か

ら
中

学
３

年
生

の
市

内
在

住
の

児
童

及
び

生
徒

を
募

集
し

、
6
0
名

が
参

加
。

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

を
通

し
て

、
親

子
・
学

校
学

年
を

越
え

た
グ

ル
ー

プ
活

動
に

よ
り

、
青

少
年

の
育

成
に

寄
与

し
た

。

2
2

児
童

青
少

年
課

委
託

ま
ち

づ
く
り

プ
レ

ー
パ

ー
ク

事
業

自
由

な
発

想
で

自
由

に
遊

べ
る

場
と

機
会

を
提

供
し

、
遊

び
を

通
し

て
子

ど
も

た
ち

の
感

性
や

生
き

る
力

を
磨

く
こ

と
。

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
　

こ
ど

も
の

遊
び

と
育

ち
を

支
え

る
会

・
狛

江
7
,6

7
0
,5

4
8

7
,5

0
7
,0

0
0

平
成

2
9
年

度
の

プ
レ

ー
パ

ー
ク

総
利

用
者

数
は

、
一

万
名

を
越

え
る

実
績

と
な

り
、

子
ど

も
た

ち
を

中
心

と
し

た
市

民
の

居
場

所
と

し
て

も
定

着
し

て
き

た
。

ま
た

、
イ

ベ
ン

ト
や

遊
び

を
工

夫
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

の
健

や
か

な
育

ち
を

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

30



参
入

の
機

会
提

供
（

委
託

・
協

定
・

覚
書

等
）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

事
業

目
的

協
働

相
手

事
業

総
額

市
支

出
額

実
績

及
び

成
果

2
3

環
境

政
策

課
委

託
環

境
保

全
水

辺
の

楽
校

運
営

委
託

多
摩

川
の

水
辺

の
自

然
と

生
き

も
の

を
守

り
、

子
供

た
ち

の
自

然
体

験
や

世
代

を
超

え
た

交
流

、
憩

い
の

場
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
協

議
会

は
、

水
辺

の
楽

校
の

活
動

を
支

援
す

る
も

の
と

す
る

。

狛
江

水
辺

の
楽

校
運

営
協

議
会

4
5
4
,8

2
5

4
5
0
,0

0
0

清
掃

活
動

や
総

合
学

習
の

支
援

活
動

な
ど

「
水

辺
の

楽
校

」
へ

2
4
0
6
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

主
催

事
業

を
4
2
回

行
い

7
7
8

名
の

参
加

、
総

合
学

習
支

援
事

業
を

2
4
回

行
い

1
6
2
8
名

の
参

加
が

あ
っ

た
。

2
4

環
境

政
策

課
委

託
環

境
保

全
環

境
を

考
え

る
会

狛
江

市
実

行
委

員
会

環
境

問
題

に
つ

い
て

「
環

境
月

間
」
を

主
軸

と
し

た
取

組
み

を
よ

り
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
年

間
を

通
し

て
継

続
的

な
環

境
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

。

環
境

を
考

え
る

会
狛

江
市

実
行

委
員

会
4
1
6
,0

0
1

4
0
0
,0

0
0

毎
年

環
境

月
間

に
お

け
る

環
境

啓
発

パ
ネ

ル
展

、
廃

油
を

使
っ

た
せ

っ
け

ん
づ

く
り

、
寄

せ
植

え
、

花
の

配
布

、
環

境
講

演
会

等
の

事
業

を
展

開
し

て
い

る
。

ま
た

年
間

を
通

し
て

二
酸

化
窒

素
、

酸
性

雨
の

測
定

、
河

川
水

質
調

査
を

実
施

し
て

お
り

、
平

成
2
9
年

度
は

二
酸

化
窒

素
の

測
定

に
各

回
約

1
5

名
、

酸
性

雨
の

測
定

に
各

回
約

７
名

、
河

川
調

査
に

各
回

約
８

名
が

参
加

し
た

。

2
5

環
境

政
策

課
協

定
環

境
保

全
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
作

実
験

教
室

事
業

「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

工
作

実
験

教
室

事
業

」
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
周

知
啓

発
」
を

行
い

、
最

大
限

の
成

果
を

狛
江

市
民

に
還

元
す

る
こ

と

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

フ
ト

を
実

現
す

る
こ

ま
え

の
会

8
0
,0

0
0

1
7
,0

0
0

親
子

工
作

教
室

「
親

子
で

つ
く
ろ

う
、

発
電

す
る

風
車

！
～

再
生

エ
ネ

ル
ギ

ー
っ

て
何

？
～

」
を

実
施

し
た

。
定

員
満

員
の

5
0

名
が

参
加

し
た

。

2
6

環
境

政
策

課
協

定
ま

ち
づ

く
り

市
内

の
公

園
等

の
清

掃
・
美

化
活

動
（
ア

ド
プ

ト
制

度
）

市
と

市
民

及
び

企
業

等
が

相
互

に
連

携
し

協
力

す
る

こ
と

に
よ

り
実

施
す

る
指

定
区

域
等

の
清

掃
及

び
美

化
活

動
の

実
施

に
関

す
る

必
要

な
事

項
を

定
め

、
も

っ
て

市
民

協
働

と
地

域
住

民
の

連
帯

意
識

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

①
い

ず
み

多
摩

川
お

掃
除

ク
ラ

ブ
、

②
小

田
急

電
鉄

株
式

会
社

B
L
U

E
多

摩
川

ア
ウ

ト
ド

ア
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
ク

ラ
ブ

、
③

木
の

葉
会

、
④

岩
戸

児
童

遊
園

見
守

り
グ

ル
ー

プ
、

⑤
小

髙
木

、
⑥

狛
江

リ
リ

エ
ン

ハ
イ

ム
花

好
き

友
の

会
、

⑦
清

水
川

公
園

サ
ポ

ー
タ

ー
ズ

、
⑧

狛
江

ハ
イ

タ
ウ

ン
団

地
管

理
組

合
法

人
、

⑨
ひ

ま
わ

り
、

⑩
狛

江
団

地
自

治
会

、
⑪

第
三

長
寿

会
、

⑫
花

い
っ

ぱ
い

に
な

あ
れ

、
⑬

ア
ジ

サ
イ

、
⑭

緑
と

花
の

会
、

⑮
少

し
は

良
く
な

る
会

1
,6

1
2
,1

0
1

1
,6

1
2
,1

0
1

市
内

の
公

園
等

に
つ

い
て

、
剪

定
、

除
草

、
清

掃
等

の
美

化
活

動
を

定
期

的
に

行
っ

て
い

る
1
5
団

体
（
平

成
2
9
年

度
）
に

、
保

険
の

加
入

や
清

掃
用

具
等

の
消

耗
品

を
提

供
し

、
希

望
団

体
に

は
ア

ド
プ

ト
制

度
を

実
施

し
て

い
る

旨
の

看
板

を
設

置
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

市
内

の
美

化
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
、

ま
た

地
域

住
民

の
連

帯
意

識
を

高
め

る
一

助
と

な
っ

た
。

2
7

環
境

政
策

課
協

定
環

境
保

全
狛

江
市

公
園

等
の

住
民

参
加

に
よ

る
管

理
に

関
す

る
協

定

公
園

等
の

日
常

管
理

に
つ

い
て

、
地

域
の

住
民

で
組

織
す

る
団

体
と

協
定

し
、

住
民

意
識

の
高

揚
と

地
域

連
帯

の
醸

成
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

①
の

び
の

び
会

、
②

と
ん

ぼ
の

会
、

③
狛

江
弁

財
天

特
別

緑
地

保
全

市
民

の
会

、
④

狛
江

団
地

自
治

会
1
4
6
,1

0
4

1
4
6
,1

0
4

報
償

費
は

清
掃

等
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
、

自
然

観
察

会
、

学
習

会
な

ど
に

か
か

る
費

用
の

一
部

と
し

て
使

用
さ

れ
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
理

解
及

び
住

民
意

識
の

高
揚

と
地

域
連

帯
の

醸
成

と
な

っ
て

い
る

。
※

東
京

市
町

村
自

治
調

査
会

か
ら

み
ど

り
東

京
・
温

暖
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

市
町

村
助

成
金

と
し

て
1
,0

0
0
,0

0
0
円

交
付

を
受

け
て

い
る

。

2
8

道
路

交
通

課
協

定
ま

ち
づ

く
り

市
内

の
道

路
等

の
清

掃
・
美

化
活

動
（
ア

ド
プ

ト
制

度
）

市
と

市
民

及
び

企
業

等
が

相
互

に
連

携
し

協
力

す
る

こ
と

に
よ

り
実

施
す

る
指

定
区

域
等

の
清

掃
及

び
美

化
活

動
の

実
施

に
関

す
る

必
要

な
事

項
を

定
め

、
も

っ
て

市
民

協
働

と
地

域
住

民
の

連
帯

意
識

を
高

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

①
狛

江
を

日
本

一
き

れ
い

に
す

る
会

、
②

さ
く
ら

グ
ル

ー
プ

、
③

パ
ー

ク
ハ

イ
ム

狛
江

「
緑

の
番

人
」
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

④
カ

ラ
オ

ケ
2
1
、

⑤
T
・

M
・
R

、
⑥

レ
デ

ィ
ス

一
丁

目

2
9
,0

0
0

2
4
,3

5
6

市
内

の
道

路
等

に
つ

い
て

、
清

掃
等

の
美

化
活

動
を

定
期

的
に

行
っ

た
6
団

体
に

、
清

掃
用

具
等

の
消

耗
品

を
提

供
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

市
内

の
美

化
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
、

ま
た

地
域

住
民

の
連

帯
意

識
を

高
め

る
一

助
と

な
っ

た
。
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参
入

の
機

会
提

供
（

委
託

・
協

定
・

覚
書

等
）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

事
業

目
的

協
働

相
手

事
業

総
額

市
支

出
額

実
績

及
び

成
果

2
9

道
路

交
通

課
協

定
環

境
保

全
花

い
っ

ぱ
い

エ
リ

ア
創

設
事

業

狛
江

駅
周

辺
及

び
ふ

れ
あ

い
側

道
等

に
お

い
て

、
歩

道
上

に
重

点
的

に
プ

ラ
ン

タ
ー

等
を

設
置

し
て

、
四

季
折

々
の

花
の

苗
を

植
え

込
み

景
観

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

①
狛

江
市

立
狛

江
第

三
小

学
校

、
②

狛
江

市
立

狛
江

第
三

中
学

校
8
3
0
,0

0
0

8
2
9
,3

1
0

花
の

苗
な

ど
は

市
が

購
入

し
、

維
持

管
理

（
水

遣
り

）
は

狛
江

第
三

小
学

校
及

び
狛

江
第

三
中

学
校

が
行

っ
た

。
狛

江
駅

前
の

歩
道

上
に

設
置

し
た

プ
ラ

ン
タ

ー
及

び
ふ

れ
あ

い
側

道
や

歩
道

上
の

植
栽

帯
に

四
季

折
々

の
花

の
苗

を
植

え
込

み
景

観
の

向
上

と
放

置
自

転
車

や
ゴ

ミ
の

ポ
イ

捨
て

の
減

少
を

図
っ

て
い

る
。

3
0

道
路

交
通

課
協

定
地

域
安

全

【
新

規
】
子

ど
も

と
そ

の
保

護
者

及
び

高
齢

者
に

お
け

る
交

通
事

故
ゼ

ロ
を

目
指

す
た

め
、

交
通

事
故

事
例

集
な

ど
の

小
冊

子
作

成

行
政

提
案

型
市

民
協

働
事

業
に

賛
同

い
た

だ
い

た
調

布
交

通
安

全
協

会
狛

江
連

合
支

部
と

と
も

に
小

冊
子

を
作

成
し

、
更

な
る

交
通

安
全

意
識

の
向

上
や

意
識

啓
発

を
図

る

調
布

交
通

安
全

協
会

狛
江

連
合

支
部

9
7
2
,0

0
0

9
7
2
,0

0
0

９
回

に
わ

た
る

協
議

を
行

い
、

掲
載

事
項

を
決

定
、

イ
ラ

ス
ト

を
全

編
に

渡
っ

て
活

用
す

る
ほ

か
、

安
安

丸
な

ど
の

４
コ

マ
ま

ん
が

を
挿

入
す

る
こ

と
で

、
子

ど
も

世
代

に
も

読
み

易
い

内
容

と
し

た
。

内
容

に
つ

い
て

は
、

前
年

に
市

内
で

発
生

し
た

交
通

事
故

を
参

考
に

し
、

６
事

例
を

選
定

。
作

成
に

あ
た

っ
て

は
１

万
部

を
印

刷
。

今
後

、
交

通
安

全
の

イ
ベ

ン
ト

や
主

管
課

窓
口

に
て

配
布

の
ほ

か
、

市
内

公
立

小
中

学
校

に
配

布
予

定
、

ま
た

冊
子

を
用

い
た

交
通

安
全

教
室

の
受

付
も

実
施

す
る

。

3
1

学
校

教
育

課
協

定
環

境
保

全
狛

江
第

五
小

学
校

校
庭

芝
生

の
維

持
管

理

平
成

2
0
年

度
か

ら
実

施
し

た
狛

江
第

五
小

学
校

校
庭

の
一

部
芝

生
化

に
伴

い
、

P
T
A

・
保

護
者

・
地

域
住

民
を

中
心

に
芝

生
維

持
管

理
団

体
を

結
成

し
、

芝
生

の
維

持
管

理
に

努
め

て
い

る
。

狛
江

第
五

小
学

校
グ

リ
ー

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
,0

5
8
,4

0
0

1
,0

5
8
,4

0
0

夏
は

週
１

回
，

冬
は

月
１

回
程

度
の

芝
刈

り
や

肥
料

や
り

等
の

維
持

管
理

活
動

に
加

え
，

月
１

回
「
し

ば
ふ

通
信

」
の

発
行

や
，

年
１

回
の

五
小

夏
ま

つ
り

に
も

参
加

し
て

い
る

。
芝

生
に

よ
る

環
境

学
習

等
の

児
童

へ
の

直
接

的
な

成
果

以
外

に
も

，
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

形
成

等
，

様
々

な
成

果
が

あ
っ

た
。

3
2

学
校

教
育

課
協

定
環

境
保

全
狛

江
第

六
小

学
校

校
庭

芝
生

の
維

持
管

理

平
成

2
5
年

度
か

ら
実

施
し

た
狛

江
第

六
小

学
校

校
庭

の
一

部
芝

生
化

に
伴

い
、

P
T
A

・
保

護
者

・
地

域
住

民
を

中
心

に
芝

生
維

持
管

理
団

体
を

結
成

し
、

芝
生

の
維

持
管

理
に

努
め

て
い

る
。

狛
江

第
六

小
学

校
グ

リ
ー

ン
エ

コ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
8
8
9
,3

8
0

8
8
9
,3

8
0

平
成

2
6
年

３
月

か
ら

団
体

に
よ

る
芝

生
維

持
活

動
を

開
始

。
2
9
年

度
は

、
団

体
と

し
て

の
活

動
は

芝
刈

、
除

草
等

の
作

業
と

打
ち

合
わ

せ
を

実
施

。
芝

生
化

エ
リ

ア
が

小
さ

い
こ

と
も

あ
り

、
維

持
管

理
の

手
間

が
少

な
い

反
面

、
五

小
ほ

ど
多

様
な

活
動

が
難

し
い

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

へ
の

利
用

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

き
た

い
。

3
3

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

平
成

2
9
年

度
市

民
ス

ポ
ー

ツ
大

会
委

託
市

民
の

健
康

づ
く
り

及
び

市
民

相
互

の
交

流
の

場
を

広
げ

る
為

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
2
,7

1
6
,0

0
0

2
,7

1
6
,0

0
0

軟
式

野
球

、
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
、

卓
球

、
ゴ

ル
フ

、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
、

硬
式

テ
ニ

ス
、

空
手

道
、

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

、
柔

道
、

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
、

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

、
剣

道
、

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

、
水

泳
、

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、

一
・
四

中
地

区
ス

ポ
ー

ツ
大

会
、

二
中

地
区

ス
ポ

ー
ツ

大
会

、
三

中
地

区
ス

ポ
ー

ツ
大

会
、

多
摩

川
ロ

ー
ド

レ
ー

ス
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
バ

ー
ド

ゴ
ル

フ
、

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

、
参

加
人

数
5
,2

5
0
人

3
4

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

教
室

実
施

委
託

狛
江

市
の

青
少

年
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と
心

身
の

健
全

な
育

成
及

び
市

内
他

校
児

童
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

狛
江

市
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
ク

ラ
ブ

1
0
9
,0

0
0

1
0
9
,0

0
0

4
月

9
日

（
日

）
か

ら
計

6
日

間
、

小
学

校
2
年

生
か

ら
6
年

生
を

対
象

に
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
教

室
を

実
施

し
た

。
応

募
人

数
は

3
0

人
、

延
べ

参
加

人
数

は
1
5
2
人

で
あ

っ
た

。
参

加
者

は
学

年
性

別
関

係
な

く
、

同
一

競
技

を
通

し
て

親
睦

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

3
5

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

教
室

実
施

委
託

狛
江

市
の

青
少

年
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と
心

身
の

健
全

な
育

成
及

び
市

内
他

校
児

童
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

狛
江

市
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
ク

ラ
ブ

3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

第
1
回

目
は

1
2
月

1
0
日

（
日

）
か

ら
計

6
日

間
、

第
2
回

目
は

2
月

2
4
日

（
土

）
か

ら
計

６
日

間
、

小
学

校
3
年

生
か

ら
中

学
生

を
対

象
に

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

教
室

を
実

施
し

た
。

応
募

人
数

は
第

1
回

目
4
0
人

、
第

2
回

目
3
7
人

、
延

べ
参

加
人

数
は

第
1

回
目

1
8
3
人

、
第

2
回

目
1
8
6
人

で
あ

っ
た

。
参

加
者

は
学

年
性

別
関

係
な

く
、

同
一

競
技

を
通

し
て

親
睦

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
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参
入

の
機

会
提

供
（

委
託

・
協

定
・

覚
書

等
）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

事
業

目
的

協
働

相
手

事
業

総
額

市
支

出
額

実
績

及
び

成
果

3
6

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

教
室

実
施

委
託

狛
江

市
の

青
少

年
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と
心

身
の

健
全

な
育

成
及

び
市

内
他

校
児

童
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

狛
江

市
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
ク

ラ
ブ

1
0
9
,0

0
0

1
0
9
,0

0
0

6
月

3
日

（
土

）
か

ら
計

6
日

間
、

小
学

校
4
年

生
か

ら
6
年

生
を

対
象

に
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
教

室
を

実
施

し
た

。
応

募
人

数
は

2
0

人
、

延
べ

参
加

人
数

は
8
8
人

で
あ

っ
た

。
参

加
者

は
学

年
性

別
関

係
な

く
、

同
一

競
技

を
通

し
て

親
睦

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

3
7

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

狛
江

市
少

年
野

球
大

会
委

託

狛
江

市
の

青
少

年
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と
心

身
の

健
全

な
育

成
及

び
市

内
他

校
児

童
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

狛
江

市
少

年
野

球
連

盟
5
0
6
,1

1
1

4
4
2
,0

0
0

9
月

3
日

（
日

）
か

ら
1
3
日

間
、

狛
江

市
民

グ
ラ

ン
ド

お
よ

び
市

立
小

学
校

校
庭

を
使

用
し

て
大

会
を

開
催

。
3
部

（
高

学
年

の
部

、
中

学
年

の
部

、
3
年

生
以

下
の

部
）
構

成
で

計
1
7
チ

ー
ム

が
参

加
し

た
。

狛
江

市
少

年
野

球
連

盟
と

協
力

し
て

事
業

を
進

め
、

児
童

が
野

球
を

通
し

て
技

術
の

向
上

と
参

加
者

相
互

の
親

睦
を

深
め

た
。

3
8

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

狛
江

市
少

年
少

女
サ

ッ
カ

ー
大

会

狛
江

市
の

青
少

年
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と
心

身
の

健
全

な
育

成
及

び
市

内
他

校
児

童
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

狛
江

市
少

年
少

女
サ

ッ
カ

ー
連

盟
3
8
2
,5

9
6

3
8
2
,5

9
6

1
月

2
1
日

（
日

）
か

ら
7
日

間
、

狛
江

市
民

グ
ラ

ン
ド

を
使

用
し

て
大

会
を

開
催

。
年

齢
別

に
４

部
に

分
け

、
4
0
チ

ー
ム

が
参

加
し

た
。

狛
江

市
少

年
少

女
サ

ッ
カ

ー
連

盟
と

協
力

し
て

事
業

を
進

め
、

市
内

児
童

が
サ

ッ
カ

ー
を

通
し

て
技

術
の

向
上

と
参

加
者

相
互

の
親

睦
を

深
め

た
。

3
9

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

狛
江

市
少

年
少

女
綱

引
き

大
会

狛
江

市
の

青
少

年
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と
心

身
の

健
全

な
育

成
及

び
市

内
他

校
児

童
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

狛
江

市
少

年
少

女
綱

引
き

大
会

実
行

委
員

会
3
0
5
,2

2
7

3
0
5
,2

2
7

2
月

4
日

（
日

）
に

狛
江

市
民

総
合

体
育

館
で

大
会

を
開

催
。

2
部

（
小

学
校

3
～

6
年

生
の

部
、

3
・
4
年

生
の

部
）
で

構
成

さ
れ

計
1
2
チ

ー
ム

が
参

加
し

た
。

こ
の

事
業

は
、

狛
江

市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
及

び
狛

江
市

体
育

協
会

で
構

成
さ

れ
た

狛
江

市
少

年
少

女
綱

引
き

大
会

実
行

委
員

会
に

委
託

し
、

協
力

し
て

進
め

た
。

綱
引

き
競

技
を

通
し

て
、

参
加

児
童

相
互

の
親

睦
を

深
め

、
交

流
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

4
0

社
会

教
育

課
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

狛
江

市
少

年
少

女
剣

道
大

会

狛
江

市
の

青
少

年
が

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と
心

身
の

健
全

な
育

成
及

び
市

内
他

校
児

童
と

の
交

流
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

狛
江

市
剣

道
連

盟
1
7
9
,1

1
2

1
7
9
,1

1
2

3
月

1
1
日

（
日

）
に

狛
江

市
民

総
合

体
育

館
で

大
会

を
開

催
。

５
部

（
小

学
生

1
・
2
年

の
部

、
小

学
生

3
・
4
年

の
部

、
小

学
生

5
・
6
年

の
部

、
中

学
生

の
部

、
高

校
生

の
部

）
構

成
で

児
童

及
び

生
徒

計
6
1
人

が
参

加
し

た
。

狛
江

市
剣

道
連

盟
と

協
力

し
て

実
施

し
、

参
加

者
が

剣
道

を
通

し
て

、
技

術
の

向
上

と
参

加
者

相
互

の
親

睦
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

4
1

社
会

教
育

課
委

託
社

会
教

育
心

身
に

障
が

い
の

あ
る

児
童

・
生

徒
等

の
地

域
活

動
促

進
事

業
運

営
委

託

休
日

等
に

実
施

さ
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
活

動
・
ﾚ
ｸ
ﾘ

ｴ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

活
動

等
を

通
じ

て
、

市
内

の
心

身
に

障
害

の
あ

る
児

童
・
生

徒
等

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
・
充

実
・
促

進
を

図
る

。

ふ
れ

ん
ず

シ
ッ

プ
2
1
9
,4

4
4

1
8
2
,0

0
0

平
成

2
9
年

度
は

、
年

間
6
回

の
活

動
を

行
っ

た
。

市
内

に
数

少
な

い
障

が
い

者
を

対
象

に
し

た
団

体
で

あ
り

、
そ

の
存

在
意

義
は

大
き

い
。

4
2

公
民

館
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

第
2
9
回

い
べ

ん
と

西
河

原

西
河

原
公

民
館

利
用

団
体

を
主

体
に

1
年

間
の

活
動

の
成

果
を

展
示

や
舞

台
で

発
表

す
る

機
会

と
し

、
利

用
団

体
同

士
及

び
広

く
市

民
と

の
交

流
を

図
り

、
公

民
館

活
動

の
発

表
の

場
と

す
る

。

第
2
9
回

い
べ

ん
と

西
河

原
実

行
委

員
会

2
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

参
加

者
延

べ
：
9
,2

0
3
人

（
た

だ
し

、
参

加
団

体
の

報
告

書
に

よ
る

人
数

を
単

純
に

加
算

し
た

も
の

）
実

行
委

員
会

：
7
2
団

体
:6

8
人

。
実

行
委

員
会

の
役

員
を

中
心

と
し

た
活

動
が

根
付

い
て

き
て

お
り

、
市

民
に

よ
る

企
画

・
実

施
が

具
現

化
し

て
き

て
い

る
。

公
民

館
利

用
団

体
の

発
表

の
場

と
し

て
盛

況
に

開
催

で
き

た
。
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参
入

の
機

会
提

供
（

委
託

・
協

定
・

覚
書

等
）

担
当

課
種

別
分

野
事

業
名

事
業

目
的

協
働

相
手

事
業

総
額

市
支

出
額

実
績

及
び

成
果

4
3

公
民

館
委

託
国

際
交

流
狛

江
市

公
民

館
「
日

本
語

教
室

」

外
国

か
ら

日
本

に
来

た
方

々
が

日
本

語
及

び
生

活
文

化
を

学
ぶ

場
と

し
て

開
設

。
ま

た
、

市
民

と
外

国
人

に
よ

る
市

民
レ

ベ
ル

の
交

流
を

図
る

。
日

本
語

教
室

運
営

委
員

会
3
7
3
,7

9
3

3
5
0
,0

0
0

登
録

生
徒

：
8
4
人

、
登

録
ス

タ
ッ

フ
：
2
0
人

、
計

1
0
4
人

。
活

動
全

3
8
回

（
館

外
学

習
含

む
）

毎
週

土
曜

日
に

行
わ

れ
る

通
常

の
教

室
を

は
じ

め
、

行
事

等
も

市
民

ス
タ

ッ
フ

の
尽

力
で

安
定

し
た

運
営

が
で

き
た

。

4
4

公
民

館
委

託
学

術
・
文

化
・
芸

術
・

ス
ポ

ー
ツ

第
3
3
回

中
央

公
民

館
の

つ
ど

い

中
央

公
民

館
利

用
団

体
を

主
体

と
し

た
、

市
民

に
よ

る
さ

ま
ざ

ま
な

活
動

の
発

表
の

場
と

し
て

、
「
手

づ
く
り

の
公

民
館

の
つ

ど
い

」
を

行
い

、
学

習
の

輪
、

ふ
れ

あ
い

の
輪

を
広

げ
て

行
く
。

第
3
3
回

中
央

公
民

館
の

つ
ど

い
実

行
委

員
会

5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

参
加

者
延

べ
：
6
,8

1
4
人

、
参

加
団

体
1
0
9
団

体
。

中
央

公
民

館
の

つ
ど

い
実

行
委

員
会

の
企

画
委

員
を

中
心

に
、

市
民

に
よ

る
企

画
・
実

施
が

具
現

化
し

て
き

て
い

る
。

活
動

団
体

の
発

表
の

場
と

し
て

の
「
中

央
公

民
館

の
つ

ど
い

」
を

盛
況

に
開

催
で

き
た

。

4
5

各
主

管
課

委
託

保
健

・
医

療
・
福

祉
封

入
封

緘
委

託

市
内

の
障

が
い

者
通

所
施

設
の

活
性

化
、

就
労

活
動

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

ま
た

、
障

害
者

優
先

調
達

推
進

法
の

観
点

か
ら

見
た

障
が

い
者

施
設

の
活

用
と

し
て

、
各

種
封

入
封

緘
を

委
託

し
た

。

社
会

福
祉

法
人

足
立

邦
栄

会
1
,0

1
7
,8

1
3

1
,0

1
7
,8

1
3

今
年

度
は

、
課

税
課

１
種

類
、

高
齢

障
が

い
課

２
種

類
、

健
康

推
進

課
４

種
類

の
封

入
封

緘
委

託
を

行
っ

た
。

市
内

の
障

が
い

者
施

設
の

活
性

化
に

寄
与

し
、

市
内

の
障

が
い

者
の

就
労

活
動

の
向

上
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
秘

書
広

報
室

共
催

無
料

不
動

産
相

談
会

不
動

産
取

引
等

に
対

す
る

市
民

の
理

解
を

深
め

、
本

会
へ

の
P
R

を
図

る
。

公
益

社
団

法
人

　
東

京
都

宅
地

建
物

取
引

業
協

会
調

布
狛

江
支

部
H

2
9
.1

0
.1

狛
江

駅
北

口
　

噴
水

広
場

・
共

催
名

義
の

使
用

許
可

・
会

場
の

確
保

2
秘

書
広

報
室

後
援

神
代

団
地

相
談

会
市

民
の

方
の

権
利

や
財

産
を

守
る

た
め

に
助

言
等

を
行

う
こ

と
で

、
よ

り
安

心
し

た
生

活
へ

の
一

助
を

目
的

と
す

る
。

東
京

司
法

書
士

会
調

布
支

部
H

2
9
.9

.1
3

H
2
9
.1

1
.2

5
神

代
団

地
集

会
所

・
後

援
名

義
の

使
用

許
可

3
秘

書
広

報
室

後
援

結
婚

サ
ポ

ー
ト

事
業

「
な

か
ま

マ
リ

ッ
ジ

サ
ポ

ー
ト

」

非
婚

化
・
晩

婚
化

に
伴

う
少

子
化

等
社

会
問

題
へ

の
対

応
の

一
環

と
し

て
、

結
婚

に
関

す
る

相
談

の
機

会
、

出
会

い
の

機
会

を
提

供
す

る
。

一
般

社
団

法
人

武
蔵

府
中

法
人

会
H

2
9
.9

.1
5

H
3
0
.3

.3
1

府
中

グ
リ

ー
ン

プ
ラ

ザ
／

調
布

市
文

化
会

館
た

づ
く

り

・
後

援
名

義
の

使
用

許
可

・
チ

ラ
シ

の
配

置

4
秘

書
広

報
室

後
援

東
京

司
法

書
士

会
三

多
摩

支
会

創
立

5
0
周

年
記

念
市

民
公

開
講

座

三
多

摩
地

域
の

発
展

・
活

性
化

に
寄

与
す

る
た

め
、

催
事

・
講

義
・
講

演
を

行
い

、
法

制
度

の
理

解
の

一
助

を
目

的
と

す
る

。
東

京
司

法
書

士
会

多
摩

支
会

H
2
9
.1

2
.1

3
H

3
0
.2

.2
3

た
ま

し
ん

R
IS

U
R

U
ホ

ー
ル

・
後

援
名

義
の

使
用

許
可

・
チ

ラ
シ

の
配

置

5
秘

書
広

報
室

共
催

無
料

法
律

相
談

会

弁
護

士
が

、
借

地
・
借

家
、

金
銭

ト
ラ

ブ
ル

な
ど

の
市

民
か

ら
の

法
律

問
題

の
相

談
に

応
じ

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
へ

の
リ

ー
ガ

ル
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。

東
京

三
弁

護
士

会
　

多
摩

地
区

法
律

相
談

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会
H

2
9
.1

2
.1

3
H

3
0
.3

.3
防

災
セ

ン
タ

ー
３

階
会

議
室

・
広

報
・
Ｈ

Ｐ
等

で
Ｐ

Ｒ
・
会

場
の

確
保

・
準

備
・
片

付
け

6
秘

書
広

報
室

共
催

市
民

法
務

無
料

相
談

会
狛

江
市

民
の

日
常

の
困

り
ご

と
に

対
応

す
る

無
料

相
談

会
の

開
催

を
目

的
と

す
る

。
調

布
行

政
書

士
市

民
法

務
会

H
2
9
.4

.1
H

3
0
.3

.3
1

防
災

セ
ン

タ
ー

・
広

報
・
Ｈ

Ｐ
等

で
Ｐ

Ｒ
・
会

場
の

確
保

・
チ

ラ
シ

の
配

置

7
秘

書
広

報
室

共
催

市
民

法
律

講
座

狛
江

市
民

の
法

律
知

識
の

向
上

、
地

域
在

住
弁

護
士

と
の

交
流

、
住

民
の

法
的

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
。

狛
江

泉
親

会
H

2
9
.4

.1
H

3
0
.3

.3
1

中
央

公
民

館
、

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
、

防
災

セ
ン

タ
ー

・
広

報
・
Ｈ

Ｐ
等

で
Ｐ

Ｒ
・
受

付
業

務
･当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
参

加
・
会

場
の

確
保

・
準

備
・
片

付
け

8
秘

書
広

報
室

後
援

多
摩

パ
ブ

リ
ッ

ク
法

律
事

務
所

創
立

９
周

年
記

念
無

料
法

律
相

談
会

多
摩

地
域

の
皆

さ
ま

に
貢

献
す

る
た

め
、

無
料

法
律

相
談

会
を

開
催

し
、

住
民

の
法

的
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

。

弁
護

士
法

人
多

摩
パ

ブ
リ

ッ
ク

法
律

事
務

所
H

2
9
.2

.1
6

H
2
9
.1

1
.2

5
多

摩
パ

ブ
リ

ッ
ク

法
律

事
務

所
・
後

援
名

義
の

使
用

許
可

・
チ

ラ
シ

の
配

置

9
秘

書
広

報
室

共
催

相
続

・
遺

言
等

相
談

会
様

々
な

生
活

問
題

の
解

決
を

図
り

、
健

や
か

な
市

民
生

活
を

支
援

す
る

。
狛

江
の

相
続

を
考

え
る

行
政

書
士

の
会

H
2
9
.4

.1
H

3
0
.3

.3
1

地
域

セ
ン

タ
ー

他
・
広

報
・
Ｈ

Ｐ
等

で
Ｐ

Ｒ
・
会

場
の

確
保

・
チ

ラ
シ

の
配

置

1
0

秘
書

広
報

室
共

催
狛

江
市

民
デ

ー
in

ジ
ャ

イ
ア

ン
ツ

球
場

野
球

を
通

じ
て

青
少

年
の

健
全

育
成

を
図

る
た

め
。

読
売

巨
人

軍
H

2
9
.5

.2
9

H
2
9
.7

.1
ジ

ャ
イ

ア
ン

ツ
球

場
・
広

報
・
Ｈ

Ｐ
等

で
Ｐ

Ｒ
・
受

付
業

務
・
当

日
の

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加

1
1

政
策

室
共

催

【
新

規
】
狛

江
市

1
0
0
0

日
前

イ
ベ

ン
ト

～
1
0
0
0

里
の

道
も

１
歩

か
ら

～
『
ブ

カ
ブ

カ
靴

は
足

を
壊

す
！

？
窮

靴
の

ス
ス

メ
？

』

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

1
0
0
0
日

前
に

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
に

関
す

る
講

演
会

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
同

大
会

に
向

け
た

市
内

の
機

運
醸

成
を

図
る

。

狛
江

市
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
ク

ラ
ブ

H
2
9
.1

0
.2

8
防

災
セ

ン
タ

ー
４

階
・
広

報
・
Ｈ

Ｐ
等

で
Ｐ

Ｒ
・
会

場
の

確
保

・
当

日
の

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加

1
2

政
策

室
後

援
【
新

規
】
映

画
「
さ

と
に

き
た

ら
え

え
や

ん
」
上

映
会

い
ろ

ん
な

人
に

関
わ

っ
て

も
ら

っ
て

親
も

子
も

育
つ

地
域

づ
く
り

を
目

指
す

。
み

ん
な

の
居

場
所

実
行

委
員

会
H

2
9
.1

1
.2

5
西

河
原

公
民

館
多

目
的

ホ
ー

ル
・
名

義
使

用
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
3

政
策

室
後

援
（
教

育
）

こ
ま

え
平

和
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
7

平
和

の
大

切
さ

を
学

び
広

げ
て

、
考

え
を

深
め

る
場

と
す

る
。

こ
ま

え
平

和
フ

ェ
ス

タ
実

行
委

員
会

H
2
9
.7

.3
0

H
2
9
.8

.1
5

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
名

義
使

用
・
チ

ラ
シ

の
設

置

1
4

安
心

安
全

課
後

援
狛

江
ハ

イ
タ

ウ
ン

防
犯

セ
ミ

ナ
ー

安
心

安
全

な
町

づ
く
り

狛
江

ハ
イ

タ
ウ

ン
団

地
管

理
組

合
法

人
H

2
9
.6

.4
H

2
9
.6

.1
8

子
鹿

幼
稚

園
ホ

ー
ル

・
広

報
掲

示
板

な
ど

で
P
R

1
5

安
心

安
全

課
後

援
2
0
1
7
狛

江
ハ

イ
タ

ウ
ン

自
主

防
災

訓
練

住
民

へ
の

防
災

知
識

の
向

上
と

そ
の

意
識

改
革

狛
江

ハ
イ

タ
ウ

ン
団

地
管

理
組

合
法

人
H

2
9
.3

.1
0

H
2
9
.4

.1
6

み
つ

お
さ

児
童

公
園

・
広

報
掲

示
板

な
ど

で
P
R

・
当

日
の

訓
練

を
視

察

1
6

安
心

安
全

課
後

援
食

と
防

災
　

非
常

食
ア

レ
ン

ジ
コ

ン
テ

ス
ト

～
命

を
繋

ぐ
非

常
食

～

狛
江

市
民

の
備

蓄
強

化
と

防
災

知
識

を
深

め
ど

ん
な

料
理

が
作

れ
る

か
普

段
か

ら
考

え
、

災
害

時
に

「
自

助
」
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
狛

江
青

年
会

議
所

H
3
0
.2

.1
H

3
0
.3

.1
8

西
河

原
公

民
館

・
当

日
審

査
員

と
し

て
参

加

1
7

地
域

活
性

課
共

催
【
新

規
】
「
狛

江
の

日
」

音
楽

祭
狛

江
市

ゆ
か

り
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

を
中

心
と

し
た

音
楽

祭
を

実
施

す
る

。

狛
江

市
観

光
協

会
、

一
般

財
団

法
人

狛
江

市
文

化
振

興
事

業
団

H
2
9
.9

.1
0

H
2
9
.9

.1
0

市
民

ホ
ー

ル
等

・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

1
8

地
域

活
性

課
共

催
地

域
就

職
面

接
会

多
摩

地
域

に
お

住
ま

い
の

求
職

者
を

対
象

と
し

た
就

職
支

援
公

益
財

団
法

人
　

東
京

し
ご

と
財

団
H

2
9
.5

.1
5

H
2
9
.6

.1
6

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
会

場
の

提
供

1
9

地
域

活
性

課
後

援
狛

江
市

内
で

育
て

た
ホ

ッ
プ

で
ビ

ー
ル

を
作

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

昨
年

度
実

績
の

あ
っ

た
「
狛

江
C

S
A

le
」
の

継
続

、
ホ

ッ
プ

栽
培

を
通

じ
て

農
業

振
興

・
地

域
振

興
・
商

業
振

興
に

寄
与

す
る

。
狛

江
C

S
A

le
実

行
委

員
会

H
2
9
.6

.2
8

H
2
9
.1

2
.3

1
市

内
各

所
・
名

義
使

用

2
0

地
域

活
性

課
共

催
農

業
食

育
ラ

リ
ー

生
産

者
と

消
費

者
の

交
流

を
通

じ
、

都
市

農
業

へ
の

理
解

を
図

る
。

J
A

マ
イ

ン
ズ

狛
江

地
区

青
壮

年
部

H
2
9
.7

.8
H

2
9
.7

.8
市

内
・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

2
1

地
域

活
性

課
共

催
狛

江
古

代
カ

ッ
プ

第
2
7

回
多

摩
川

い
か

だ
レ

ー
ス

多
摩

川
流

域
の

方
々

と
の

交
流

を
は

じ
め

、
多

摩
川

に
関

心
と

親
し

み
を

持
っ

て
も

ら
い

狛
江

の
魅

力
を

高
め

る
。

狛
江

古
代

カ
ッ

プ
第

2
7
回

多
摩

川
い

か
だ

レ
ー

ス
実

行
委

員
会

H
2
9
.7

.1
6

H
2
9
.7

.1
6

多
摩

川
五

本
松

～
宿

河
原

堰
手

前

・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

2
2

地
域

活
性

課
後

援
狛

江
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

狛
江

の
産

業
と

文
化

の
振

興
を

目
的

に
活

性
化

を
図

る
。

狛
江

の
魅

力
を

発
信

し
賑

わ
い

の
創

出
を

図
る

。

狛
江

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
実

行
委

員
会

H
2
9
.7

.2
9

H
2
9
.7

.3
0

泉
龍

寺
及

び
緑

の
三

角
広

場
と

そ
の

周
辺

・
名

義
使

用

2
3

地
域

活
性

課
共

催
平

成
2
9
年

　
い

ず
み

会
納

涼
盆

踊
り

狛
江

市
住

人
・
子

供
た

ち
の

親
睦

・
交

流
・
育

成
を

促
す

た
め

。
い

ず
み

会
H

2
9
.8

.5
H

2
9
.8

.7
市

民
ひ

ろ
ば

・
名

義
使

用
・
場

所
の

確
保

2
4

地
域

活
性

課
後

援

【
新

規
】
IZ

U
M

I
T
A

M
A

G
A

W
A

S
U

M
M

E
R

 F
E
S
T
IV

A
L

一
八

〇

和
泉

多
摩

川
商

店
街

の
活

性
化

お
よ

び
地

域
振

興
の

た
め

。
和

泉
多

摩
川

商
店

街
振

興
組

合
H

2
9
.8

.6
H

2
9
.8

.6
和

泉
多

摩
川

商
店

街
・
名

義
使

用

2
5

地
域

活
性

課
共

催

【
新

規
】
【
斎

藤
文

夫
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
】
浮

世
絵

に
み

る
多

摩
川

と
武

蔵
国

の
記

憶

市
民

が
文

化
・
芸

術
に

触
れ

る
機

会
と

す
る

。
郷

土
に

対
す

る
愛

着
の

醸
成

、
市

の
Ｐ

Ｒ
に

つ
な

げ
る

。
狛

江
市

観
光

協
会

H
2
9
.1

0
.1

3
H

2
9
.1

0
.2

5
泉

の
森

会
館

・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

2
6

地
域

活
性

課
共

催
地

域
就

職
面

接
会

多
摩

地
域

に
お

住
ま

い
の

求
職

者
を

対
象

と
し

た
就

職
支

援
。

公
益

財
団

法
人

　
東

京
し

ご
と

財
団

H
2
9
.9

.1
5

H
2
9
.1

1
.1

調
布

市
文

化
会

館
た

づ
く

り
・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

2
7

地
域

活
性

課
後

援
野

川
地

域
セ

ン
タ

ー
ま

つ
り

利
用

団
体

の
成

果
発

表
及

び
地

域
の

交
流

。
野

川
地

域
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

H
2
9
.1

0
.1

野
川

地
域

セ
ン

タ
ー

・
名

義
使

用
・
広

報
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
Ｐ

Ｒ

2
8

地
域

活
性

課
後

援
上

和
泉

地
域

セ
ン

タ
ー

ま
つ

り
利

用
者

の
活

動
発

表
お

よ
び

地
域

住
民

と
の

交
流

。
上

和
泉

地
域

セ
ン

タ
ー

運
営

協
議

会
H

2
9
.1

0
.7

H
2
9
.1

0
.8

上
和

泉
地

域
セ

ン
タ

ー
・
名

義
使

用
・
広

報
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
Ｐ

Ｒ

2
9

地
域

活
性

課
後

援
タ

マ
リ

バ
2
0
1
7

地
域

活
性

化
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

醸
成

、
シ

テ
ィ

セ
ー

ル
ス

c
o
m

ae
c
o
lo

r
H

2
9
.1

0
.8

H
2
9
.1

0
.9

多
摩

川
河

川
敷

・
名

義
使

用

3
0

地
域

活
性

課
後

援
第

2
8
回

府
中

工
業

技
術

展

も
の

づ
く
り

産
業

の
活

性
化

を
支

援
す

る
。

市
民

や
子

ど
も

た
ち

の
も

の
づ

く
り

へ
の

関
心

を
高

め
る

。

む
さ

し
府

中
商

工
会

議
所

、
第

2
8
回

府
中

市
工

業
技

術
展

実
行

委
員

会
H

2
9
.1

0
.1

3
H

2
9
.1

0
.1

4
府

中
市

市
民

会
館

・
名

義
使

用

3
1

地
域

活
性

課
後

援
岩

戸
地

域
セ

ン
タ

ー
ま

つ
り

利
用

団
体

が
日

ご
ろ

の
活

動
内

容
を

発
表

し
、

自
発

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

を
助

長
す

る
た

め
。

岩
戸

地
域

セ
ン

タ
ー

運
営

協
議

会
H

2
9
.1

0
.1

5
岩

戸
地

域
セ

ン
タ

ー
・
名

義
使

用
・
広

報
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
Ｐ

Ｒ

3
2

地
域

活
性

課
共

催
第

4
1
回

狛
江

市
民

ま
つ

り
郷

土
愛

を
培

い
連

帯
の

あ
る

街
づ

く
り

に
寄

与
す

る
。

狛
江

市
民

ま
つ

り
実

行
委

員
会

H
2
9
.1

1
.1

1
H

2
9
.1

1
.1

2
第

一
小

学
校

他

3
3

地
域

活
性

課
共

催
平

成
2
9
年

度
調

布
市

・
狛

江
市

・
稲

城
市

合
同

就
職

面
接

会

早
期

就
職

支
援

及
び

人
材

確
保

対
策

の
一

環
と

し
て

府
中

公
共

職
業

安
定

所
H

2
9
.1

2
.4

H
2
9
.1

2
.4

調
布

市
文

化
会

館
た

づ
く

り

・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

3
4

地
域

活
性

課
共

催
ラ

・
フ

ォ
ル

・
ジ

ュ
ル

ネ
Ｔ

Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

2
0
1
8
プ

レ
フ

ェ
ス

・
ア

・
コ

マ
エ

市
民

の
文

化
・
芸

術
活

動
を

更
に

活
性

化
し

、
魅

力
あ

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

。
Ｌ

Ｆ
Ｊ
プ

レ
フ

ェ
ス

・
ア

・
コ

マ
エ

実
行

委
員

会
委

員
長

H
2
9
.1

2
.2

5
H

3
0
.4

.2
9

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
等

・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加

3
5

地
域

活
性

課
後

援

子
育

て
し

な
が

ら
働

き
た

い
方

の
「
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

＆
メ

イ
ク

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
」

子
育

て
し

な
が

ら
働

き
た

い
方

へ
の

就
職

支
援

。
府

中
公

共
職

業
安

定
所

H
3
0
.1

.9
H

3
0
.1

.3
0

調
布

市
民

プ
ラ

ザ
あ

く
ろ

す
・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

3
6

地
域

活
性

課
後

援
よ

め
る

！
ひ

け
る

！
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
楽

譜
体

験
会

楽
譜

が
読

め
な

い
人

の
た

め
に

開
発

さ
れ

た
フ

ィ
ギ

ャ
ー

ノ
ー

ト
を

広
く
市

民
に

紹
介

し
、

だ
れ

で
も

演
奏

活
動

を
楽

し
め

る
環

境
づ

く
り

に
寄

与
す

る
。

一
般

社
団

法
人

フ
ィ

ギ
ャ

ー
ノ

ー
ト

普
及

会
H

ap
py

M
u
se

H
3
0
.2

.1
0

H
3
0
.3

.2
4

こ
ま

え
正

吉
苑

二
番

館
地

域
交

流
ル

ー
ム

・
名

義
使

用

3
7

地
域

活
性

課
後

援
狛

江
で

お
い

し
い

地
酒

を
楽

し
む

会
良

酒
を

発
掘

し
て

こ
れ

を
楽

し
む

と
と

も
に

、
広

く
世

間
に

広
め

る
こ

と
。

狛
江

で
お

い
し

い
地

酒
を

楽
し

む
会

H
2
9
.5

.2
4

H
3
0
.3

.3
1

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
多

目
的

室
・
名

義
使

用

3
8

地
域

活
性

課
共

催
平

成
2
9
年

度
狛

江
市

観
光

写
真

コ
ン

ク
ー

ル

狛
江

市
の

魅
力

を
市

内
外

に
幅

広
く
伝

え
る

。
市

民
が

「
わ

が
ま

ち
」
狛

江
市

を
再

発
見

す
る

き
っ

か
け

と
す

る
。

狛
江

市
観

光
協

会
H

2
9
.7

.1
5

H
3
0
.3

.3
1

市
内

全
域

・
名

義
使

用
・
広

報
、

Ｈ
Ｐ

等
で

Ｐ
Ｒ

・
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

参
加
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

3
9

地
域

活
性

課
後

援
狛

江
の

ま
ち

ゼ
ミ

事
業

商
店

に
よ

り
自

主
的

な
販

売
促

進
実

務
の

支
援

。
狛

江
市

商
店

会
連

絡
協

議
会

H
2
9
.1

0
.1

4
H

3
0
.1

.3
1

狛
江

市
商

店
会

連
絡

協
議

会
・
名

義
使

用

4
0

地
域

活
性

課
共

催
男

女
雇

用
平

等
セ

ミ
ナ

ー
「
育

休
後

職
場

復
帰

セ
ミ

ナ
ー

」
労

働
知

識
の

普
及

啓
発

東
京

都
労

働
相

談
情

報
セ

ン
タ

ー
八

王
子

事
務

所
H

2
9
.1

0
.1

2
H

2
9
.1

0
.1

2
調

布
市

文
化

会
館

た
づ

く
り

・
名

義
使

用
・
広

報
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
Ｐ

Ｒ

4
1

地
域

活
性

課
後

援
平

成
2
9
年

度
調

布
市

・
狛

江
市

保
育

園
就

職
面

接
会

求
職

者
に

対
す

る
早

期
就

職
支

援
及

び
、

地
元

求
人

事
業

主
に

対
す

る
人

材
確

保
対

策
の

一
環

。
府

中
公

共
職

業
安

定
所

H
2
9
.9

.2
1

H
2
9
.9

.2
1

調
布

市
民

プ
ラ

ザ
あ

く
ろ

す
・
名

義
使

用

4
2

地
域

活
性

課
後

援
南

部
地

域
セ

ン
タ

ー
ま

つ
り

利
用

者
（
団

体
）
間

の
活

動
発

表
お

よ
び

地
域

住
民

と
の

交
流

南
部

地
域

セ
ン

タ
ー

運
営

協
議

会
H

2
9
.9

.8
H

2
9
.1

0
.2

9
南

部
地

域
セ

ン
タ

ー
・
名

義
使

用
・
広

報
と

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
Ｐ

Ｒ

4
3

地
域

活
性

課
共

催
平

成
2
9
年

度
狛

江
能

楽
教

室
発

表
会

子
ど

も
達

の
能

楽
の

発
表

の
た

め
能

楽
師

金
春

流
中

村
昌

弘
後

援
会

H
2
9
.1

1
.2

0
H

2
9
.1

2
.3

西
河

原
公

民
館

多
目

的
ホ

ー
ル

4
4

地
域

活
性

課
共

催
【
新

規
】
花

の
ま

ち
2
0
2
0

花
の

配
布

に
よ

り
街

を
美

化
し

、
犯

罪
の

少
な

い
街

を
目

指
す

。
ま

た
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
参

画
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
開

催
し

、
2
0
2
0
年

に
向

け
た

気
運

醸
成

に
繋

げ
る

。

狛
江

市
町

会
・
自

治
会

連
合

会
H

2
9
.1

2
.1

5
H

3
0
.2

.2
5

市
内

各
避

難
所

4
5

地
域

活
性

課
後

援
K
O

M
A

E
チ

ャ
ン

ス
発

表
者

、
観

覧
者

等
か

か
わ

っ
た

方
々

の
豊

か
な

生
活

の
育

成
や

地
域

社
会

の
文

化
の

向
上

に
資

す
る

。

東
京

た
ま

が
わ

ロ
ー

タ
リ

ー
ク

ラ
ブ

H
2
8
.9

.2
1

H
2
9
.4

.1
6

狛
江

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
名

義
使

用

4
6

地
域

活
性

課
後

援
狛

江
能

楽
普

及
会

平
成

2
9
年

度
能

楽
講

座
能

楽
を

体
験

し
身

近
に

感
じ

て
も

ら
う

た
め

。
狛

江
能

楽
普

及
会

H
2
9
.4

.1
H

2
9
.8

.2
3

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
展

示
多

目
的

室
・
名

義
使

用
・
チ

ラ
シ

配
布

4
7

地
域

活
性

課
後

援
第

3
0
回

多
摩

源
流

ま
つ

り

多
摩

川
の

源
流

で
あ

る
小

菅
村

を
多

く
の

人
々

に
P
R

し
、

多
数

の
参

加
者

を
得

て
多

摩
川

の
上

下
流

交
流

を
図

る
山

梨
県

北
都

留
郡

小
菅

村
H

2
9
.5

.4
小

菅
村

第
一

ス
ポ

ー
ツ

広
場

・
名

義
使

用
・
チ

ラ
シ

配
布

4
8

地
域

活
性

課
後

援
第

1
5
回

多
摩

ブ
ル

ー
・

グ
リ

ー
ン

賞
多

摩
地

域
の

中
小

企
業

の
活

性
化

と
地

域
経

済
の

振
興

に
寄

与
す

る
た

め
。

多
摩

信
用

金
庫

H
2
9
.5

.2
2

H
2
9
.1

2
.1

3
多

摩
地

域
全

域
・
名

義
使

用

4
9

地
域

活
性

課
後

援
第

3
1
回

多
摩

源
流

ま
つ

り
小

菅
村

を
多

く
の

人
々

に
Ｐ

Ｒ
し

、
多

数
の

参
加

者
を

得
て

多
摩

川
の

上
下

流
交

流
を

図
る

。
山

梨
県

北
都

留
郡

小
菅

村
H

3
0
.3

.1
H

3
0
.5

.4
小

菅
村

第
一

ス
ポ

ー
ツ

広
場

5
0

地
域

福
祉

課
共

催
高

齢
者

・
障

が
い

者
の

た
め

の
成

年
後

見
相

談
会

成
年

後
見

制
度

の
相

談
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
の

方
の

権
利

や
財

産
を

守
る

た
め

に
助

言
等

を
行

う
こ

と
で

、
よ

り
安

心
し

た
生

活
へ

の
一

助
を

目
的

と
す

る
。

公
益

社
団

法
人

成
年

後
見

セ
ン

タ
ー

・
リ

ー
ガ

ル
サ

ポ
ー

ト
東

京
支

部
H

2
9
.1

1
.1

1
中

央
公

民
館

・
開

催
場

所
の

確
保

・
広

報
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
掲

載
、

チ
ラ

シ
配

布
、

ポ
ス

タ
ー

掲
示

等
の

事
業

周
知

・
当

日
の

会
場

設
営

及
び

運
営

協
力
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

5
1

地
域

福
祉

課
後

援
第

1
5
回

高
齢

者
・
障

が
い

者
権

利
擁

護
の

集
い

成
年

後
見

人
や

福
祉

関
係

者
等

の
高

齢
者

・
障

が
い

者
の

権
利

擁
護

に
携

わ
る

者
が

、
意

思
決

定
支

援
を

踏
ま

え
た

本
人

主
体

の
権

利
擁

護
を

ど
の

よ
う

に
実

施
す

べ
き

か
に

つ
い

て
、

深
く
議

論
・
考

究
す

る
こ

と
。

第
二

東
京

弁
護

士
会

多
摩

支
部

H
3
0
.2

.2
H

3
0
.2

.2
オ

リ
ン

パ
ス

ホ
ー

ル
八

王
子

・
チ

ラ
シ

配
布

5
2

地
域

福
祉

課
後

援
多

摩
川

乗
馬

会
乗

馬
を

通
し

て
障

が
い

児
と

健
常

児
が

楽
し

く
交

流
を

図
る

。
N

P
O

法
人

バ
リ

ア
フ

リ
ー

セ
ン

タ
ー

福
祉

ネ
ッ

ト
「
ナ

ナ
の

家
」

H
2
9
.4

.1
6

H
3
0
.3

.1
8

多
摩

川
河

川
敷

・
名

義
使

用

5
3

福
祉

相
談

課
後

援
北

多
摩

南
部

二
次

保
健

医
療

圏
域

　
地

域
連

携
事

業
一

般
市

民
向

け
啓

発
事

業
公

益
財

団
法

人
井

之
頭

病
院

H
2
9
.6

.6
H

2
9
.1

0
.1

4
三

鷹
産

業
プ

ラ
ザ

・
広

報
、

H
P
等

に
よ

る
周

知

5
4

福
祉

相
談

課
共

催
家

庭
力

セ
ミ

ナ
ー

家
族

同
士

が
安

心
し

て
相

談
し

合
え

る
、

夢
を

育
て

ら
れ

る
、

色
々

な
可

能
性

を
模

索
で

き
る

…
家

庭
力

を
知

り
そ

れ
を

有
効

活
用

で
き

る
人

を
増

や
す

た
め

。

イ
イ

ト
コ

サ
ガ

シ
H

2
9
.7

.1
2

H
2
9
.8

.1
3

防
災

セ
ン

タ
ー

３
階

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
の

参
加

・
広

報
、

H
P
、

市
内

掲
示

板
、

市
内

学
校

生
徒

へ
の

チ
ラ

シ
配

布
等

に
よ

る
周

知
・
受

付

5
5

福
祉

相
談

課
共

催
家

庭
力

セ
ミ

ナ
ー

家
族

同
士

が
安

心
し

て
相

談
し

合
え

る
、

夢
を

育
て

ら
れ

る
、

色
々

な
可

能
性

を
模

索
で

き
る

…
家

庭
力

を
知

り
そ

れ
を

有
効

活
用

で
き

る
人

を
増

や
す

た
め

。

イ
イ

ト
コ

サ
ガ

シ
H

2
9
.1

0
1
9

H
3
0
.1

.1
3

防
災

セ
ン

タ
ー

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
の

参
加

・
広

報
、

H
P
、

市
内

掲
示

板
、

市
内

学
校

生
徒

へ
の

チ
ラ

シ
配

布
等

に
よ

る
周

知
・
受

付

5
6

高
齢

障
が

い
課

共
催

狛
江

市
　

冬
の

風
物

詩
ス

ー
パ

ー
又

村
塾

2
0
1
7

開
催

！
意

思
決

定
支

援
を

深
堀

り
し

ま
す

！

地
域

の
当

事
者

や
事

業
所

の
方

、
一

般
の

方
等

に
対

し
、

広
く
周

知
す

る
た

め
。

狛
江

市
手

を
つ

な
ぐ

親
の

会
H

2
9
.1

0
.2

6
H

2
9
.1

2
.1

7
防

災
セ

ン
タ

ー
・
会

場
確

保
・
広

報
等

で
の

周
知

・
配

布
物

の
印

刷
等

5
7

高
齢

障
が

い
課

後
援

【
新

規
】
暗

闇
レ

ス
ト

ラ
ン

へ
よ

う
こ

そ
！

視
覚

障
害

者
の

理
解

向
上

と
共

生
社

会
実

現
へ

向
け

た
取

り
組

み
狛

江
視

覚
障

害
者

の
会

H
2
9
.9

.2
H

2
9
.9

.2
中

央
公

民
館

・
会

場
確

保
・
広

報
等

で
の

周
知

5
8

高
齢

障
が

い
課

共
催

敬
老

入
浴

券
高

齢
者

に
対

し
，

敬
老

の
意

を
表

す
る

と
と

も
に

、
外

出
機

会
を

提
供

す
る

。
調

布
狛

江
浴

場
組

合
H

2
9
.9

.1
5

H
2
9
.9

.1
7

市
内

公
衆

浴
場

８
か

所
・
広

報
等

で
の

周
知

・
配

布
物

等
の

印
刷

・
敬

老
入

浴
券

の
配

布

5
9

高
齢

障
が

い
課

共
催

野
川

元
気

ス
ク

ー
ル

住
民

主
体

で
地

域
の

介
護

予
防

活
動

を
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り

，
市

民
の

介
護

予
防

の
促

進
と

地
域

の
健

康
意

識
の

醸
成

を
図

る
。

元
気

ス
ク

ー
ル

H
2
9
.5

.1
5

H
3
0
.3

.3
1

野
川

地
域

セ
ン

タ
ー

・
会

場
確

保
・
体

力
測

定
時

の
サ

ポ
ー

ト
・
広

報
等

で
の

周
知

6
0

高
齢

障
が

い
課

後
援

【
新

規
】
N

P
O

法
人

狛
江

市
共

生
の

家
1
0
周

年
記

念
講

演
会

「
在

宅
高

齢
者

」
の

安
心

な
暮

ら
し

と
終

末
と

は
？

人
生

の
終

幕
に

お
け

る
実

態
と

課
題

に
つ

い
て

，
市

民
・
関

係
者

と
共

有
す

る
。

N
P
O

法
人

狛
江

市
共

生
の

家
H

2
9
.1

1
.1

1
H

2
9
.1

1
.1

1
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
広

報
等

で
の

周
知

・
当

日
の

運
営

支
援

6
1

高
齢

障
が

い
課

後
援

狛
江

市
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
「
地

域
交

流
い

き
い

き
大

会
」

ク
ラ

ブ
会

員
が

一
同

に
会

し
，

日
ご

ろ
の

成
果

を
発

表
し

な
が

ら
交

流
を

図
る

こ
と

で
，

ク
ラ

ブ
の

活
性

化
，

生
き

が
い

づ
く
り

の
促

進
を

図
る

。
狛

江
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

H
2
9
.1

0
.1

3
H

2
9
.1

0
.1

3
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
広

報
等

で
の

周
知

・
当

日
の

設
営

等
の

サ
ポ

ー
ト

6
2

高
齢

障
が

い
課

後
援

狛
江

市
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
「
歌

謡
交

流
大

会
」

ク
ラ

ブ
会

員
が

一
同

に
会

し
，

歌
謡

を
通

じ
た

交
流

を
図

る
こ

と
で

，
ク

ラ
ブ

の
活

性
化

，
生

き
が

い
づ

く
り

の
促

進
を

図
る

。
狛

江
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

H
3
0
.2

.1
5

H
3
0
.2

.1
8

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
会

場
確

保
・
広

報
等

で
の

周
知

・
当

日
の

設
営

等
の

サ
ポ

ー
ト
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

6
3

高
齢

障
が

い
課

共
催

狛
江

市
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
「
健

康
づ

く
り

事
業

」

健
康

に
関

す
る

知
識

の
習

得
，

健
康

づ
く
り

活
動

の
実

践
に

よ
り

，
ク

ラ
ブ

会
員

・
市

民
の

健
康

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

狛
江

市
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
H

2
9
.5

.2
3

H
3
0
.3

.8
狛

江
市

防
災

セ
ン

タ
ー

他
・
会

場
確

保
・
広

報
等

で
の

周
知

・
当

日
の

設
営

等
の

サ
ポ

ー
ト

6
4

健
康

推
進

課
共

催
第

1
9
回

狛
江

市
医

師
会

市
民

講
座

市
民

の
健

康
維

持
と

増
進

公
益

社
団

法
人

狛
江

市
医

師
会

H
2
9
.8

.1
4

H
2
9
.1

0
.1

4
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
広

報
掲

載
・
参

加
者

募
集

補
助

6
5

健
康

推
進

課
後

援
パ

ル
シ

ス
テ

ム
東

京
狛

江
セ

ン
タ

ー
い

き
い

き
ま

つ
り

組
合

員
と

近
隣

住
民

の
健

康
と

食
の

意
識

向
上

に
貢

献
す

る
た

め
に

開
催

い
た

し
ま

す
生

活
協

同
組

合
パ

ル
シ

ス
テ

ム
東

京
狛

江
セ

ン
タ

ー
H

2
9
.1

1
.1

8
生

活
協

同
組

合
パ

ル
シ

ス
テ

ム
東

京
狛

江
セ

ン
タ

ー
敷

地
内

・
当

日
講

師
と

し
て

参
加

6
6

健
康

推
進

課
共

催
狛

江
市

歯
科

医
師

会
市

民
健

康
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
1

市
民

が
心

身
と

も
に

健
や

か
で

充
実

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
を

支
援

す
る

。
一

般
社

団
法

人
東

京
都

狛
江

市
歯

科
医

師
会

H
2
9
.3

.1
H

2
9
.5

.2
8

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
広

報
掲

載
・
参

加
者

募
集

補
助

6
7

健
康

推
進

課
共

催
マ

タ
ニ

テ
ィ

ク
ッ

キ
ン

グ
妊

婦
の

食
生

活
の

向
上

、
地

域
の

妊
婦

同
士

が
親

交
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
狛

江
栄

養
士

会
H

2
9
.4

.1
H

2
9
.9

.3
0

あ
い

と
ぴ

あ
セ

ン
タ

ー

・
会

場
確

保
・
広

報
掲

載
・
チ

ラ
シ

・
ポ

ス
タ

ー
の

作
成

・
問

い
合

わ
せ

へ
の

対
応

6
8

健
康

推
進

課
後

援
狛

江
市

・
市

民
ひ

ろ
ば

ラ
ジ

オ
体

操
会

規
則

正
し

い
運

動
習

慣
を

身
に

つ
け

る
こ

と
に

よ
り

健
康

づ
く
り

の
一

助
と

す
る

。
狛

江
市

・
市

民
ひ

ろ
ば

ラ
ジ

オ
体

操
会

H
2
9
.4

.1
H

3
0
.3

.3
1

市
民

ひ
ろ

ば
・
後

援
名

義
の

み
（
あ

い
と

ぴ
あ

セ
ン

タ
ー

改
修

事
業

の
た

め
あ

い
と

ぴ
あ

健
康

ま
つ

り
の

開
催

見
合

わ
せ

）

6
9

健
康

推
進

課
後

援
【
新

規
】
公

益
社

団
法

人
狛

江
市

医
師

会
学

術
講

演
会

災
害

時
に

一
人

一
人

が
災

害
医

療
の

基
礎

知
識

を
理

解
し

、
最

低
限

の
救

護
技

術
を

習
得

す
る

こ
と

に
よ

り
、

当
市

が
災

害
時

に
無

駄
な

く
迅

速
に

行
動

が
と

れ
る

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

公
益

社
団

法
人

狛
江

市
医

師
会

H
3
0
.3

.7
H

3
0
.3

.7
防

災
セ

ン
タ

ー

・
参

加
者

募
集

・
当

日
の

司
会

進
行

補
助

・
会

場
確

保
・
会

場
設

営

7
0

子
育

て
支

援
課

後
援

子
育

て
交

流
事

業
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

の
食

を
介

し
て

の
居

場
所

づ
く
り

ご
は

ん
＋

居
場

所
“
お

か
え

り
”

H
2
9
.5

.1
7

H
3
0
.3

.2
4

公
民

館
・
ポ

ス
タ

ー
掲

示
、

チ
ラ

シ
配

布

7
1

子
育

て
支

援
課

後
援

フ
ァ

ミ
リ

ー
J
A

Z
Z
ラ

イ
ブ

～
子

ど
も

に
音

楽
と

愛
を

～
地

域
交

流
を

深
め

る
た

め
。

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.6

.1
H

2
9
.7

.3
0

円
住

院
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

7
2

子
育

て
支

援
課

後
援

離
乳

食
・
幼

児
食

の
た

め
の

プ
チ

料
理

教
室

離
乳

食
・
幼

児
食

で
悩

む
お

母
さ

ん
が

と
て

も
多

く
い

る
こ

と
、

虐
待

防
止

や
育

児
の

孤
立

化
を

防
ぐ

た
め

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.7

.1
2

H
2
9
.7

.3
0

地
域

セ
ン

タ
ー

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

7
3

子
育

て
支

援
課

後
援

ド
メ

ス
テ

ィ
ッ

ク
・
バ

イ
オ

レ
ン

ス
終

結
に

む
け

て
の

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

夫
、

パ
ー

ト
ナ

ー
か

ら
の

暴
力

は
犯

罪
と

し
て

認
識

し
、

狛
江

市
の

相
談

窓
口

を
多

く
の

市
民

の
皆

様
に

周
知

す
る

。

国
際

ソ
ロ

プ
チ

ミ
ス

ト
東

京
－

狛
江

H
2
9
.1

0
.3

1
H

2
9
.1

1
.1

2
狛

江
市

内
・
ポ

ス
タ

ー
掲

示
、

チ
ラ

シ
配

布

7
4

子
育

て
支

援
課

共
催

親
子

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
未

来
あ

る
子

ど
も

の
最

善
の

利
益

を
実

現
さ

せ
る

具
体

的
提

言
と

企
画

実
施

の
た

め
子

育
て

を
考

え
る

会
H

2
9
.1

1
.2

3
防

災
セ

ン
タ

ー
（
雨

天
の

た
め

）
・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
参

加
・
広

報
等
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

7
5

子
育

て
支

援
課

後
援

子
ど

も
食

堂

「
団

欒
」
「
食

育
」
「
本

物
の

味
」
を

テ
ー

マ
に

子
ど

も
達

に
無

料
で

食
事

を
提

供
す

る
。

問
題

を
抱

え
て

い
る

子
ど

も
に

は
、

適
材

適
所

の
大

人
を

繋
げ

解
決

の
糸

口
を

探
し

て
い

く
。

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.1

2
.1

H
2
9
.1

2
.3

1
各

地
域

セ
ン

タ
ー

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

7
6

子
育

て
支

援
課

後
援

あ
か

ち
ゃ

ん
の

わ
赤

ち
ゃ

ん
と

保
護

者
の

居
場

所
、

拠
り

所
と

な
り

支
援

を
す

る
た

め
。

子
育

て
の

輪
H

2
9
.1

2
.2

0
H

3
0
.2

.2
1

多
摩

里
・
ポ

ス
タ

ー
掲

示

7
7

子
育

て
支

援
課

後
援

子
ど

も
食

堂

「
団

欒
」
「
食

育
」
「
本

物
の

味
」
を

テ
ー

マ
に

子
ど

も
達

に
無

料
で

食
事

を
提

供
す

る
。

問
題

を
抱

え
て

い
る

子
ど

も
に

は
、

適
材

適
所

の
大

人
を

繋
げ

解
決

の
糸

口
を

探
し

て
い

く
。

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

3
0
.1

.1
H

3
0
.1

.3
1

各
地

域
セ

ン
タ

ー
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

7
8

子
育

て
支

援
課

後
援

子
ど

も
食

堂

「
団

欒
」
「
食

育
」
「
本

物
の

味
」
を

テ
ー

マ
に

子
ど

も
達

に
無

料
で

食
事

を
提

供
す

る
。

問
題

を
抱

え
て

い
る

子
ど

も
に

は
、

適
材

適
所

の
大

人
を

繋
げ

解
決

の
糸

口
を

探
し

て
い

く
。

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

3
0
.3

.1
H

3
0
.3

.3
1

各
地

域
セ

ン
タ

ー
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

7
9

子
育

て
支

援
課

後
援

岩
戸

子
ど

も
食

堂
食

を
中

心
と

し
た

子
ど

も
の

居
場

所
を

つ
く
り

、
格

差
が

広
が

る
現

代
社

会
の

課
題

を
多

く
の

人
と

共
有

す
る

。
N

P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.9

.2
5

H
2
9
.9

.2
5

岩
戸

地
域

セ
ン

タ
ー

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

8
0

子
育

て
支

援
課

後
援

南
部

子
ど

も
食

堂
食

を
中

心
と

し
た

子
ど

も
の

居
場

所
を

つ
く
り

、
格

差
が

広
が

る
現

代
社

会
の

課
題

を
多

く
の

人
と

共
有

す
る

。
N

P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.9

.2
9

H
2
9
.9

.2
9

南
部

地
域

セ
ン

タ
ー

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

8
1

子
育

て
支

援
課

後
援

子
ど

も
食

堂
食

を
中

心
と

し
た

子
ど

も
の

居
場

所
を

つ
く
り

、
格

差
社

会
の

課
題

を
共

有
し

、
よ

り
多

く
の

人
で

支
え

る
社

会
の

仕
組

み
づ

く
り

の
た

め
N

P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.1

0
.2

0
H

2
9
.1

0
.2

0
南

部
・
岩

戸
・
野

川
地

域
セ

ン
タ

ー
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

8
2

子
育

て
支

援
課

後
援

子
ど

も
食

堂
食

を
中

心
と

し
た

子
ど

も
の

居
場

所
を

つ
く
り

、
格

差
社

会
の

課
題

を
共

有
し

、
よ

り
多

く
の

人
で

支
え

る
社

会
の

仕
組

み
づ

く
り

の
た

め
N

P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.1

1
.8

,1
5
,2

2
,2

9
H

2
9
.1

1
.2

9
各

地
域

セ
ン

タ
ー

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

8
3

子
育

て
支

援
課

後
援

狛
江

子
ど

も
フ

ェ
ス

タ
子

ど
も

の
元

気
を

応
援

す
る

。
狛

江
を

笑
顔

こ
だ

ま
す

る
町

に
す

る
。

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.5

.5
狛

江
駅

前
三

角
公

園
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

8
4

子
育

て
支

援
課

後
援

子
ど

も
食

堂

「
団

欒
」
「
食

育
」
「
本

物
の

味
」
を

テ
ー

マ
に

子
ど

も
達

に
無

料
で

食
事

を
提

供
す

る
。

問
題

を
抱

え
て

い
る

子
ど

も
に

は
、

適
材

適
所

の
大

人
を

繋
げ

、
問

題
解

決
の

糸
口

を
探

す
。

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

3
0
.2

.1
H

3
0
.2

.2
8

各
地

域
セ

ン
タ

ー
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

8
5

子
育

て
支

援
課

後
援

子
ど

も
食

堂
孤

食
し

て
い

る
子

ど
も

達
に

無
料

で
食

事
を

提
供

す
る

N
P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
H

2
9
.9

.1
0

H
2
9
.9

.2
1

上
和

泉
地

域
セ

ン
タ

ー
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

8
6

児
童

青
少

年
課

共
催

三
島

保
育

園
父

母
会

共
催

行
事

「
2
0
1
7
年

み
し

ま
っ

こ
夏

祭
り

」

三
島

保
育

園
児

と
そ

の
家

族
、

職
員

、
保

育
士

と
の

交
流

行
事

三
島

保
育

園
父

母
会

H
2
9
.7

.2
9

三
島

保
育

園
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

8
7

児
童

青
少

年
課

共
催

駄
倉

保
育

園
だ

ぐ
ら

ま
つ

り
園

児
の

交
流

を
図

る
た

め
駄

倉
保

育
園

父
母

の
会

H
2
9
.8

.2
8

H
2
9
.9

.2
駄

倉
保

育
園

8
8

児
童

青
少

年
課

共
催

駒
井

保
育

園
父

母
会

主
催

　
お

楽
し

み
会

保
育

園
に

通
う

子
ど

も
達

と
親

が
親

睦
を

深
め

、
卒

園
児

や
近

隣
の

方
々

と
共

に
楽

し
む

場
を

作
る

こ
と

。
駒

井
保

育
園

父
母

会
H

2
9
.9

.1
H

2
9
.1

0
.2

1
駒

井
保

育
園

8
9

児
童

青
少

年
課

後
援

第
７

回
受

け
手

養
成

講
座

受
け

手
を

し
て

も
ら

う
た

め
の

養
成

講
座

開
催

こ
ま

え
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
H

2
9
.9

.2
8

H
3
0
.1

.1
8

中
央

公
民

館
ほ

か
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

9
0

児
童

青
少

年
課

後
援

出
張

プ
レ

ー
パ

ー
ク

人
と

人
と

が
つ

な
が

り
、

挨
拶

や
笑

顔
が

交
わ

さ
れ

る
明

る
い

街
を

つ
く
る

。
N

P
O

法
人

こ
ど

も
の

遊
び

と
育

ち
を

さ
さ

え
る

会
・
狛

江
H

2
9
.1

2
.2

狛
江

市
役

所
前

市
民

ひ
ろ

ば
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

9
1

児
童

青
少

年
課

後
援

冬
の

外
遊

び
を

楽
し

も
う

未
就

学
児

親
子

に
、

冬
な

ら
で

は
の

外
遊

び
の

楽
し

さ
を

伝
え

、
子

育
て

の
仲

間
づ

く
り

の
き

っ
か

け
を

作
る

。

あ
お

ぞ
ら

自
主

保
育

　
狛

江
お

ひ
さ

ま
の

会
H

2
9
.1

2
.1

4
H

3
0
.2

.1
3

多
摩

川
自

由
ひ

ろ
ば

下
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

9
2

児
童

青
少

年
課

後
援

平
成

2
9
年

度
第

4
3
回

児
童

館
交

歓
フ

ェ
ア

児
童

の
交

流
、

交
歓

を
図

る
。

職
員

の
相

互
研

究
、

交
流

を
図

る
。

東
京

都
児

童
相

談
セ

ン
タ

ー
H

3
0
.2

.2
3

H
3
0
.2

.2
5

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

9
3

環
境

政
策

課
共

催
平

成
2
9
年

度
野

川
美

化
清

掃
活

動

美
化

清
掃

活
動

を
行

い
、

自
然

の
回

復
に

努
め

、
人

的
交

流
を

通
じ

て
地

域
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
。

野
川

環
境

向
上

実
行

委
員

会

Ｈ
2
9
.1

0
.2

6
（
当

初
1
9
日

の
予

定
で

し
た

が
雨

天
の

た
め

延
期

し
ま

し
た

）

H
2
9
.1

0
.2

6
野

川
・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
参

加
・
受

付
業

務
・
広

報
・
H

P
・
ポ

ス
タ

ー
等

で
周

知

9
4

環
境

政
策

課
共

催

狛
江

市
民

対
象

B
L
U

E
多

摩
川

ア
ウ

ト
ド

ア
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
ク

ラ
ブ

無
料

公
開

講
座

ス
ポ

ー
ツ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

普
及

を
通

じ
、

多
摩

川
河

川
敷

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
。

B
L
U

E
多

摩
川

ア
ウ

ト
ド

ア
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
ク

ラ
ブ

H
2
9
.4

.1
H

2
9
.1

0
.1

H
2
9
.9

.3
0

H
3
0
.3

.3
1

B
L
U

E
多

摩
川

ア
ウ

ト
ド

ア
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
ク

ラ
ブ

お
よ

び
多

摩
川

河
川

敷
・
H

P
・
広

報
で

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

周
知

9
5

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
後

援
第

4
0
回

住
宅

デ
ー

住
宅

相
談

、
包

丁
研

ぎ
、

ま
な

板
削

り
な

ど
に

よ
り

市
民

に
対

し
奉

仕
活

動
を

す
る

。
東

京
土

建
一

般
労

働
組

合
狛

江
支

部
H

2
9
.5

.1
H

2
9
.7

.1
市

内
各

会
場

・
広

報
・
掲

示
板

で
P
R

・
当

日
職

員
の

参
加

9
6

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
共

催
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

・
耐

震
診

断
・
耐

震
助

成
相

談
会

住
宅

相
談

、
耐

震
診

断
・
相

談
な

ど
市

民
の

皆
さ

ま
へ

奉
仕

活
動

を
す

る
。

東
京

土
建

一
般

労
働

組
合

狛
江

支
部

H
2
9
.7

.1
H

2
9
.9

.1
市

民
ひ

ろ
ば

・
広

報
・
掲

示
板

で
P
R

・
当

日
職

員
の

参
加

9
7

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
共

催
ど

う
な

る
？

ど
う

す
る

？
？

私
た

ち
の

空
き

家

市
民

向
け

に
空

き
家

問
題

（
管

理
・
利

活
用

方
法

等
）
の

周
知

・
啓

発
、

東
京

都
相

続
空

家
等

円
滑

化
モ

デ
ル

事
業

の
相

談
窓

口
の

周
知

。

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

空
家

・
空

地
管

理
セ

ン
タ

ー
H

2
9
.7

.1
7

H
2
9
.9

.2
防

災
セ

ン
タ

ー
・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
参

加
・
広

報
・
H

P
・
掲

示
板

等
で

P
R

9
8

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
共

催
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

・
耐

震
診

断
・
耐

震
助

成
相

談
会

住
宅

相
談

、
耐

震
診

断
・
相

談
な

ど
市

民
の

皆
さ

ま
へ

奉
仕

活
動

を
す

る
。

東
京

土
建

一
般

労
働

組
合

狛
江

支
部

H
2
9
.8

.1
0

H
2
9
.1

0
.1

9
市

役
所

２
階

ロ
ビ

ー
・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
参

加
・
広

報
・
H

P
・
掲

示
板

等
で

P
R
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

9
9

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
後

援
第

2
3
回

秋
の

住
宅

ま
つ

り
住

宅
相

談
、

耐
震

診
断

・
相

談
な

ど
市

民
の

皆
さ

ま
へ

奉
仕

活
動

を
す

る
。

東
京

土
建

一
般

労
働

組
合

狛
江

支
部

H
2
9
.8

.1
0

H
2
9
.1

0
.1

5
市

役
所

２
階

ロ
ビ

ー
・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
参

加
・
広

報
・
H

P
・
掲

示
板

等
で

P
R

1
0
0

ま
ち

づ
く
り

推
進

課
共

催
住

宅
リ

フ
ォ

ー
ム

・
耐

震
診

断
・
耐

震
助

成
相

談
会

第
2
3
回

住
宅

ま
つ

り
の

位
置

づ
け

で
住

ま
い

の
手

入
れ

や
修

理
な

ど
の

住
宅

相
談

、
耐

震
診

断
・
相

談
な

ど
市

民
の

皆
様

へ
奉

仕
活

動
を

す
る

。

東
京

土
建

一
般

労
働

組
合

狛
江

支
部

H
2
9
.1

2
.1

5
H

3
0
.2

.9
市

民
ひ

ろ
ば

・
当

日
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
参

加
・
広

報
・
H

P
・
掲

示
板

等
で

P
R

1
0
1

道
路

交
通

課
共

催
第

2
1
回

　
親

と
子

の
交

通
安

全
教

室

交
通

安
全

の
一

環
と

し
て

交
通

事
故

を
防

止
す

る
た

め
市

内
の

小
学

生
と

保
護

者
を

対
象

に
行

う
。

和
泉

自
動

車
教

習
所

H
2
9
.1

1
.1

8
和

泉
自

動
車

練
習

所
・
グ

ッ
ト

ラ
イ

ダ
ー

シ
ー

ル
等

の
配

布
・
広

報
・
H

P
等

で
P
R

1
0
2

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

障
が

い
の

あ
る

子
供

や
大

人
の

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
教

室
（
通

称
う

き
う

き
サ

ッ
カ

ー
）
～

サ
ッ

カ
ー

ボ
ー

ル
を

使
っ

た
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

～

・
地

域
で

仲
間

と
共

に
豊

か
な

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
経

験
で

き
る

よ
う

に
す

る
・
地

域
の

障
が

い
児

・
者

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
に

役
立

て
る

・
地

域
に

お
け

る
障

が
い

者
へ

の
理

解
啓

発

狛
江

市
手

を
つ

な
ぐ

親
の

会
H

2
9
.5

.2
1

H
2
9
.1

1
.3

第
二

中
学

校
体

育
館

、
西

和
泉

体
育

館
・
チ

ラ
シ

配
布

1
0
3

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

講
演

会
「
子

ど
も

の
か

ら
だ

が
あ

ぶ
な

い
？

！
～

子
ど

も
た

ち
の

健
や

か
な

発
達

を
考

え
る

～
」

児
童

の
体

や
発

達
に

つ
い

て
専

門
家

の
話

を
聞

き
、

発
達

支
援

や
教

育
活

動
に

生
か

す
た

め
狛

江
の

子
ど

も
の

す
こ

や
か

な
育

ち
を

考
え

る
会

H
2
9
.6

.2
5

西
河

原
公

民
館

　
多

目
的

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
0
4

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

夏
！

体
験

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

2
0
1
7

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
体

験
を

通
し

て
積

極
的

に
社

会
づ

く
り

に
参

加
す

る
こ

と
の

意
義

を
学

ぶ
。

社
会

福
祉

法
人

狛
江

市
社

会
福

祉
協

議
会

H
2
9
.7

.1
5

H
2
9
.9

.9
市

内
各

所
・
チ

ラ
シ

配
布

1
0
5

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

親
子

租
税

ツ
ア

ー
狛

江
市

の
児

童
及

び
保

護
者

へ
税

の
目

的
や

仕
組

み
を

楽
し

く
学

習
で

き
る

よ
う

開
催

す
る

。
公

益
社

団
法

人
武

蔵
府

中
青

色
申

告
会

H
2
9
.7

.2
6

国
立

科
学

博
物

館
他

・
チ

ラ
シ

配
布

1
0
6

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
５

回
白

百
合

女
子

大
学

小
学

校
英

語
セ

ミ
ナ

ー
"
L
e
ar

n
in

g
D

ia
lo

gi
c
al

ly
 t

h
ro

u
gh

a 
C

L
IL

 A
pp

ro
ac

h
"
－

対
話

的
な

深
い

学
び

を
め

ざ
し

て
－

小
学

校
外

国
語

活
動

指
導

者
を

主
な

対
象

と
し

、
外

国
語

活
動

の
具

体
的

な
指

導
ア

イ
デ

ィ
ア

、
指

導
法

を
学

ぶ
白

百
合

女
子

大
学

H
2
9
.8

.1
白

百
合

女
子

大
学

ク
ラ

ラ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
0
7

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
2
回

登
校

拒
否

・
不

登
校

問
題

全
国

の
つ

ど
い

in
東

京

不
登

校
・
ひ

き
こ

も
り

に
悩

む
保

護
者

や
教

員
が

全
国

か
ら

つ
ど

い
、

交
流

し
、

学
び

あ
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

第
2
2
回

登
校

拒
否

・
不

登
校

問
題

全
国

の
つ

ど
い

in
東

京
実

行
委

員
会

H
2
9
.8

.2
6

H
2
9
.8

.2
7

多
摩

永
山

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
0
8

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

ス
コ

ー
レ

家
庭

教
育

講
座

幼
少

期
か

ら
の

家
庭

教
育

の
大

切
さ

を
広

く
理

解
し

て
も

ら
う

こ
と

。

公
益

社
団

法
人

ス
コ

ー
レ

家
庭

教
育

振
興

協
会

　
世

田
谷

地
区

実
行

委
員

会
H

2
9
.9

.1
1

成
城

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
0
9

学
校

教
育

課
後

援
2
0
1
7
「
青

少
年

の
た

め
の

科
学

の
祭

典
」
東

京
大

会
in

小
金

井
実

行
青

少
年

の
育

成
、

地
域

の
活

力
の

醸
成

。
2
0
1
7
「
青

少
年

の
た

め
の

科
学

の
祭

典
」
東

京
大

会
in

小
金

井
実

行
委

員
会

H
2
9
.9

.2
4

東
京

芸
術

大
学

・
チ

ラ
シ

配
布
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
1
0

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
５

回
青

色
申

告
会

「
小

学
生

の
税

の
書

道
展

」

書
道

を
通

じ
て

税
を

学
び

税
の

大
切

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

。
公

益
社

団
法

人
武

蔵
府

中
青

色
申

告
会

H
2
9
.1

1
.1

9
H

2
9
.1

1
.2

0
西

河
原

公
民

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
1
1

学
校

教
育

課
後

援
第

５
回

青
色

申
告

会
「
小

学
生

の
税

の
書

道
展

」

書
道

を
通

じ
て

税
を

学
び

税
の

大
切

さ
を

知
っ

て
も

ら
う

。
公

益
社

団
法

人
武

蔵
府

中
青

色
申

告
会

H
2
9
.1

1
.1

9
H

2
9
.1

1
.2

0
西

河
原

公
民

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
1
2

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
７

回
中

高
生

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

中
高

生
に

発
表

の
場

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

社
会

参
加

を
は

か
り

健
全

育
成

・
青

少
年

活
動

を
推

進
す

る
。

狛
江

市
H

2
9
.1

1
.1

9
狛

江
市

民
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
1
3

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
6
回

狛
江

す
く
す

く
コ

ン
サ

ー
ト

小
学

生
、

中
学

生
及

び
高

校
生

に
よ

る
発

表
及

び
交

流
機

会
の

充
実

を
図

る
。

狛
江

市
青

少
年

問
題

協
議

会
H

2
9
.1

2
.1

7
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
1
4

学
校

教
育

課
共

催
ガ

ラ
コ

ン
サ

ー
ト

ク
ラ

シ
ッ

ク
音

楽
の

魅
力

に
触

れ
る

こ
と

で
、

小
学

生
の

音
楽

フ
ァ

ン
の

創
出

を
狙

う
。

狛
江

市
教

育
委

員
会

H
2
9
.1

2
.1

9
H

3
0
.2

.1
7

狛
江

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

配
布

1
1
5

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
5
4
回

東
京

都
公

民
館

研
究

大
会

年
一

回
そ

の
年

の
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

公
民

館
や

社
会

教
育

に
つ

い
て

学
習

し
、

今
後

の
活

動
に

寄
与

す
る

。
東

京
都

公
民

館
連

絡
協

議
会

H
3
0
.2

.3
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

、
中

央
公

民
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
1
6

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
歯

科
医

師
会

市
民

健
康

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
1

市
民

が
心

身
と

も
に

健
や

か
で

充
実

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
を

支
援

す
る

た
め

。
一

般
社

団
法

人
　

東
京

都
狛

江
市

歯
科

医
師

会
H

3
0
.2

.2
8

H
3
0
.5

.2
7

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

配
布

1
1
7

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

大
内

邦
靖

個
展

2
0
1
8

「
M

u
ta

n
ts

」
～

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

作
品

集
～

吹
奏

楽
に

親
し

む
中

高
校

生
は

じ
め

、
広

く
一

般
に

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

の
魅

力
を

伝
え

た
い

。
大

内
邦

靖
個

展
2
0
1
8
実

行
委

員
会

H
3
0
.3

.1
7

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
1
8

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
歯

科
医

師
会

市
民

健
康

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
1

市
民

が
心

身
と

も
に

健
や

か
で

充
実

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
を

支
援

す
る

。
一

般
社

団
法

人
東

京
都

狛
江

市
歯

科
医

師
会

H
2
9
.3

.3
1

H
2
9
.5

.2
8

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

配
布

1
1
9

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

多
摩

川
乗

馬
会

乗
馬

を
通

し
て

障
が

い
児

と
健

常
児

が
楽

し
く

交
流

を
図

る
。

N
P
O

法
人

バ
リ

ア
フ

リ
ー

セ
ン

タ
ー

福
祉

ネ
ッ

ト
「
ナ

ナ
の

家
」

H
2
9
.4

.1
6

H
3
0
.3

.1
8

多
摩

川
河

川
敷

・
チ

ラ
シ

配
布

1
2
0

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

国
際

交
流

＆
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

キ
ャ

ン
プ

被
災

者
の

心
の

ケ
ア

、
防

災
意

識
向

上
、

子
ど

も
た

ち
の

国
際

交
流

促
進

。
宮

城
復

興
支

援
セ

ン
タ

ー
H

2
9
.5

.2
7

H
2
9
.1

1
.2

6
千

葉
県

立
君

津
亀

山
少

年
自

然
の

家
・
チ

ラ
シ

配
布

1
2
1

学
校

教
育

課
後

援
（
教

育
）

世
田

谷
子

ど
も

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

第
８

回
公

演
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
「
な

ん
な

ん
と

う
に

雪
が

ふ
る

」

子
ど

も
達

に
「
表

現
す

る
こ

と
の

す
ば

ら
し

さ
」

「
努

力
に

よ
っ

て
得

ら
れ

る
達

成
感

」
を

体
験

し
て

も
ら

う
。

世
田

谷
子

ど
も

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

父
母

会
H

2
9
.8

.9
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

配
布

1
2
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

【
新

規
】
タ

グ
ラ

グ
ビ

ー
体

験
会

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

の
普

及
促

進
狛

江
市

ラ
グ

ビ
ー

フ
ッ

ト
ボ

ー
ル

協
会

H
2
9
.4

.2
2

H
2
9
.5

.2
0

多
摩

川
河

川
敷

自
由

ひ
ろ

ば
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
2
3

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
1
5
回

ス
カ

ウ
ト

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
ス

カ
ウ

ト
ス

キ
ル

を
通

じ
、

ス
カ

ウ
ト

運
動

の
普

及
を

図
る

。
狛

江
市

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
連

絡
協

議
会

H
2
9
.5

.1
4

多
摩

川
五

本
松

公
園

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
2
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
1
5
回

春
季

狛
江

市
少

年
少

女
サ

ッ
カ

ー
大

会
連

盟
杯

少
年

少
女

に
サ

ッ
カ

ー
競

技
の

正
し

い
普

及
と

発
展

。
加

盟
団

体
相

互
の

親
睦

。
狛

江
市

少
年

少
女

サ
ッ

カ
ー

連
盟

H
2
9
.5

.2
8

H
2
9
.7

.1
6

市
民

グ
ラ

ン
ド

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
2
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

フ
ラ

ッ
グ

フ
ッ

ト
ボ

ー
ル

体
験

会
子

ど
も

達
に

新
し

い
ス

ポ
ー

ツ
を

経
験

し
楽

し
ん

で
も

ら
う

た
め

。
一

般
社

団
法

人
デ

ィ
ア

ー
ズ

H
2
9
.5

.3
0

H
2
9
.6

.6
鹿

島
柴

崎
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
2
6

社
会

教
育

課
共

催
（
教

育
）

熱
中

症
予

防
講

習
会

ス
ポ

ー
ツ

活
動

中
の

熱
中

症
を

予
防

し
て

も
ら

う
た

め
講

習
会

を
開

催
す

る
。

狛
江

市
体

育
協

会
・
東

京
ア

ス
レ

テ
ィ

ッ
ク

ク
ラ

ブ
共

同
事

業
体

H
2
9
.6

.1
7

市
民

総
合

体
育

館

1
2
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

泉
龍

寺
仏

教
文

庫
講

座
ベ

ト
ナ

ム
に

つ
い

て
身

近
に

考
え

る
機

会
と

す
る

。
仏

教
文

庫
運

営
理

事
会

H
2
9
.7

.8
泉

龍
寺

仏
教

文
庫

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
2
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
3
9
回

狛
江

市
卓

球
団

体
戦

市
民

の
卓

球
愛

好
者

及
び

団
体

に
よ

る
市

民
卓

球
団

体
戦

の
開

催
。

狛
江

市
卓

球
連

盟
H

2
9
.7

.9
H

2
9
.7

.9
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
2
9

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

発
達

に
課

題
の

あ
る

児
童

青
少

年
へ

の
余

暇
支

援
「
テ

ー
ブ

ル
ト

ー
ク

・
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
（
T
R

P
G

）
を

み
ん

な
で

楽
し

も
う

」

人
と

関
わ

る
こ

と
の

楽
し

さ
を

再
認

識
し

て
も

ら
う

余
暇

支
援

。
一

般
社

団
法

人
　

サ
ポ

ー
ト

狛
江

H
2
9
.7

.1
5

H
2
9
.9

.9
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ト

ー
ケ

ン
1
0
7

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
3
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

バ
ン

ド
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

V
o
l.1

9
加

盟
団

体
及

び
公

募
団

体
に

よ
る

バ
ン

ド
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

（
生

演
奏

）
狛

江
市

音
楽

連
盟

H
2
9
.7

.2
3

西
河

原
公

民
館

・
ポ

ス
タ

ー
掲

示

1
3
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

泉
の

森
通

り
夏

ま
つ

り
地

域
社

会
の

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
を

緊
密

に
す

る
。

こ
ま

え
の

活
性

化
の

一
助

と
な

る
こ

と
を

目
指

す
。

泉
の

森
友

の
会

H
2
9
.7

.2
9

H
2
9
.7

.3
0

泉
の

森
会

館
前

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
3
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

こ
ま

え
平

和
フ

ェ
ス

タ
2
0
1
7

平
和

の
大

切
さ

を
学

び
広

げ
て

、
考

え
を

深
め

る
場

と
す

る
。

こ
ま

え
平

和
フ

ェ
ス

タ
実

行
委

員
会

H
2
9
.7

.3
0

H
2
9
.8

.1
5

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
3
3

社
会

教
育

課
後

援
狛

江
市

民
将

棋
大

会
日

本
の

文
化

で
あ

る
将

棋
を

ひ
と

り
で

も
多

く
の

市
民

に
楽

し
ん

で
も

ら
う

場
の

提
供

。
狛

江
市

将
棋

愛
好

会
H

2
9
.8

.6
中

央
公

民
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
3
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
民

将
棋

大
会

日
本

の
文

化
で

あ
る

将
棋

を
ひ

と
り

で
も

多
く
の

市
民

に
楽

し
ん

で
も

ら
う

場
の

提
供

。
狛

江
市

将
棋

愛
好

会
H

2
9
.8

.6
中

央
公

民
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
3
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

夏
休

み
わ

く
わ

く
！

ク
ラ

フ
ト

体
験

教
室

も
の

づ
く
り

の
楽

し
さ

を
知

っ
て

も
ら

う
。

泉
の

森
友

の
会

H
2
9
.8

.1
9

H
2
9
.8

.2
6

泉
の

森
会

館
２

階
ギ

ャ
ラ

リ
ー

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
3
6

社
会

教
育

課
後

援
第

１
回

多
摩

地
区

８
市

対
抗

囲
碁

団
体

戦

多
摩

地
区

の
交

流
及

び
囲

碁
の

普
及

、
囲

碁
の

魅
力

効
用

を
P
R

し
高

齢
化

社
会

へ
の

貢
献

を
図

る
。

N
P
O

法
人

囲
碁

を
楽

し
む

会
H

2
9
.8

.2
0

府
中

市
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
「
プ

ラ
ッ

ツ
」

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
3
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

2
0
1
7
年

夏
休

み
ジ

ュ
ニ

ア
テ

ニ
ス

教
室

狛
江

市
に

テ
ニ

ス
の

普
及

底
辺

の
拡

大
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

2
9
.8

.2
1

H
2
9
.8

.2
3

元
和

泉
市

民
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
・
ポ

ス
タ

ー
掲

示

1
3
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

青
空

学
校

　
第

４
回

異
年

齢
の

活
動

の
機

会
を

ふ
や

し
、

地
域

の
青

年
大

人
た

ち
と

共
に

子
ど

も
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。
青

空
あ

そ
び

会
H

2
9
.8

.2
6

H
2
9
.8

.2
7

市
内

小
学

校
、

公
民

館
・
チ

ラ
シ

配
布

1
3
9

社
会

教
育

課
後

援
狛

江
青

年
会

議
所

1
0

月
例

会
　

狛
江

宝
探

し
ゲ

ー
ム

参
加

者
に

狛
江

に
つ

い
て

深
く
知

っ
て

も
ら

う
。

狛
江

青
年

会
議

所
H

2
9
.9

.1
H

2
9
.1

0
.2

1
市

内
各

所
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

2
0
1
7
年

秋
季

シ
ニ

ア
テ

ニ
ス

教
室

狛
江

市
の

6
0
歳

以
上

の
方

々
に

ス
ポ

ー
ツ

の
楽

し
さ

と
健

康
維

持
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

2
9
.9

.5
H

2
9
.9

.6
元

和
泉

市
民

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
泉

の
森

友
の

会
講

演
会

「
狛

江
村

を
伝

承
す

る
」

人
々

が
暮

ら
し

育
ん

で
き

た
狛

江
と

そ
の

周
辺

地
域

に
思

い
を

馳
せ

て
も

ら
う

一
助

と
す

る
。

泉
の

森
友

の
会

H
2
9
.9

.9
泉

の
森

会
館

３
階

多
目

的
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

グ
リ

ー
ン

リ
ー

ブ
ス

地
域

の
文

化
向

上
と

活
性

化
に

寄
与

し
、

広
く

カ
ラ

オ
ケ

愛
好

者
と

健
康

増
進

と
楽

し
さ

を
共

有
し

友
好

を
深

め
る

。
第

2
1
回

カ
ラ

オ
ケ

合
同

発
表

会
H

2
9
.9

.1
7

西
河

原
公

民
館

３
階

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
3

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

親
子

ラ
グ

ビ
ー

教
室

幼
児

・
小

・
中

学
生

を
対

象
に

、
市

民
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

ラ
グ

ビ
ー

の
普

及
と

地
域

の
活

性
化

に
資

す
る

。
狛

江
ラ

グ
ビ

ー
ス

ク
ー

ル
H

2
9
.9

.2
4

H
2
9
.1

0
.1

5
多

摩
川

緑
地

公
園

グ
ラ

ン
ド

下
流

の
河

川
敷

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
７

回
受

け
手

養
成

講
座

受
け

手
を

し
て

も
ら

う
た

め
の

養
成

講
座

開
催

こ
ま

え
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
H

2
9
.9

.2
8

H
3
0
.1

.1
8

中
央

公
民

館
ほ

か
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

泉
龍

寺
仏

教
文

庫
公

開
講

座
第

2
6
回

観
音

様
そ

の
姿

と
意

味
を

美
術

史
の

専
門

家
に

聞
く
。

泉
龍

寺
仏

教
文

庫
運

営
理

事
会

H
2
9
.9

.3
0

泉
龍

寺
仏

教
文

庫
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
4
2
回

邦
楽

の
集

い
及

び
少

年
少

女
民

謡
、

民
舞

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

習
会

の
発

表

講
習

会
を

実
施

し
、

そ
の

成
果

を
発

表
す

る
。

狛
江

市
邦

楽
連

盟
H

2
9
.1

0
.1

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

タ
マ

リ
バ

2
0
1
7

市
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
醸

成
と

健
康

増
進

狛
江

野
外

ス
ポ

ー
ツ

研
究

会
H

2
9
.1

0
.8

H
2
9
.1

0
.9

多
摩

川
河

川
敷

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
4
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

【
新

規
】
【
斎

藤
文

夫
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
】
浮

世
絵

に
み

る
多

摩
川

と
武

蔵
国

の
記

憶

市
民

が
文

化
・
芸

術
に

触
れ

る
機

会
と

す
る

。
郷

土
に

対
す

る
愛

着
の

醸
成

、
市

の
Ｐ

Ｒ
に

つ
な

げ
る

。
狛

江
市

観
光

協
会

H
2
9
.1

0
.1

3
H

2
9
.1

0
.2

5
泉

の
森

会
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
4
9

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

青
年

会
議

所
1
0

月
例

会
　

狛
江

宝
探

し
ゲ

ー
ム

参
加

者
に

狛
江

に
つ

い
て

深
く
知

っ
て

も
ら

う
。

狛
江

青
年

会
議

所
H

2
9
.1

0
.2

1
市

内
各

所
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

親
子

で
楽

し
め

る
う

た
の

コ
ン

サ
ー

ト
実

行
委

員
会

赤
ち

ゃ
ん

や
子

ど
も

と
一

緒
に

参
加

で
き

る
う

た
の

コ
ン

サ
ー

ト
を

開
催

し
、

父
母

も
音

楽
を

楽
し

め
る

場
を

提
供

す
る

。

親
子

で
楽

し
め

る
う

た
の

コ
ン

サ
ー

ト
実

行
委

員
会

H
2
9
.1

0
.2

9
泉

の
森

会
館

音
と

光
の

多
目

的
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
立

学
校

P
T
A

連
合

会
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
各

校
の

親
睦

狛
江

市
立

学
校

P
T
A

連
合

会
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
実

行
委

員
会

H
2
9
.1

0
.2

9
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

キ
ネ

コ
国

際
映

画
祭

2
0
1
7

日
本

の
子

ど
も

た
ち

が
国

内
外

の
作

品
の

上
映

や
国

際
映

画
人

と
の

交
流

で
き

る
機

会
の

創
出

。

一
般

社
団

法
人

キ
ン

ダ
ー

・
フ

ィ
ル

ム
H

2
9
.1

1
.2

H
2
9
.1

1
.6

二
子

玉
川

ラ
イ

ズ
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
3

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
1
5
回

狛
江

市
少

年
少

女
サ

ッ
カ

ー
連

盟
杯

秋
季

大
会

加
盟

９
団

体
の

親
睦

と
ス

ポ
ー

ツ
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

狛
江

市
少

年
少

女
サ

ッ
カ

ー
連

盟
H

2
9
.1

1
.4

H
2
9
.1

2
.1

7
狛

江
市

民
グ

ラ
ン

ド
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
秋

季
硬

式
テ

ニ
ス

大
会

（
ミ

ッ
ク

ス
ダ

ブ
ル

ス
と

シ
ン

グ
ル

ス
戦

）

硬
式

テ
ニ

ス
の

普
及

と
技

術
向

上
、

会
員

相
互

の
親

睦
と

市
民

の
心

身
の

練
磨

を
図

る
。

狛
江

市
硬

式
テ

ニ
ス

協
会

H
2
9
.1

1
.5

H
2
9
.1

1
.1

9
元

和
泉

市
民

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

他
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

家
事

家
計

講
習

会
家

計
簿

記
帳

を
通

し
て

生
活

に
見

通
し

を
つ

け
る

こ
と

、
家

族
の

食
事

量
の

目
安

を
知

り
適

量
に

あ
っ

た
食

事
作

り
を

提
案

し
た

い
。

東
京

第
二

友
の

会
狛

江
方

面
H

2
9
.1

1
.6

中
央

公
民

館
講

座
室

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
7
回

オ
ー

プ
ン

家
庭

婦
人

（
卓

球
）
ダ

ブ
ル

ス
大

会

狛
江

市
近

郊
の

卓
球

愛
好

者
交

流
、

親
睦

の
た

め
T
&
M

ク
ラ

ブ
H

2
9
.1

1
.9

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
7

社
会

教
育

課
共

催
（
教

育
）

第
4
1
回

狛
江

市
民

ま
つ

り
郷

土
愛

を
培

い
連

帯
の

あ
る

街
づ

く
り

に
寄

与
す

る
。

狛
江

市
民

ま
つ

り
実

行
委

員
会

H
2
9
.1

1
.1

1
H

2
9
.1

1
.1

2
第

一
小

学
校

他

1
5
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
1
4
回

定
期

演
奏

会
日

ご
ろ

の
練

習
の

発
表

マ
ン

ド
リ

ー
ノ

T
A

M
A

H
2
9
.1

1
.1

2
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
5
9

社
会

教
育

課
後

援
第

1
4
回

定
期

演
奏

会
日

ご
ろ

の
練

習
の

発
表

マ
ン

ド
リ

ー
ノ

T
A

M
A

H
2
9
.1

1
.1

2
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

友
V

杯
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
大

会
こ

ま
え

友
V

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

ク
ラ

ブ
H

2
9
.1

1
.1

6
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

K
o
m

ae
'8

6
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
交

流
会

他
ク

ラ
ブ

と
の

親
睦

、
交

流
を

深
め

る
た

め
。

K
o
m

ae
'8

6
H

2
9
.1

1
.1

7
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
6
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
4
0
回

定
期

演
奏

会
市

民
に

よ
る

市
民

の
た

め
の

コ
ン

サ
ー

ト
狛

江
フ

ィ
ル

ハ
ー

モ
ニ

ー
管

弦
楽

団
H

2
9
.1

1
.2

5
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
3

社
会

教
育

課
後

援
第

4
0
回

定
期

演
奏

会
市

民
に

よ
る

市
民

の
た

め
の

コ
ン

サ
ー

ト
狛

江
フ

ィ
ル

ハ
ー

モ
ニ

ー
管

弦
楽

団
H

2
9
.1

1
.2

5
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

泉
龍

寺
仏

教
文

庫
講

座
埋

木
舎

五
代

目
当

首
に

話
を

聞
く
。

仏
教

文
庫

運
営

理
事

会
H

2
9
.1

1
.2

5
泉

龍
寺

仏
教

文
庫

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
1
4
回

い
ろ

い
倶

楽
部

歌
謡

ま
つ

り
歌

を
通

し
地

域
の

親
睦

・
交

流
を

深
め

る
。

い
ろ

い
倶

楽
部

H
2
9
.1

1
.2

6
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
1
回

　
狛

江
市

レ
デ

ィ
ー

ス
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
大

会

他
ク

ラ
ブ

と
狛

江
レ

デ
ィ

ー
ス

ク
ラ

ブ
と

の
親

睦
を

深
め

る
。

狛
江

市
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
協

会
H

2
9
.1

2
.2

H
3
0
.3

.1
狛

江
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

3
0
年

ど
ん

ど
焼

祭
伝

承
民

俗
行

事
を

守
り

、
地

域
青

少
年

の
友

情
を

交
換

す
る

。
狛

江
市

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
連

絡
協

議
会

H
2
9
.1

2
.3

H
3
0
.1

.1
5

多
摩

川
緑

地
公

園
グ

ラ
ン

ド
脇

他
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
4
回

狛
江

市
オ

ー
プ

ン
卓

球
大

会
市

外
の

選
手

と
技

術
交

流
す

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
の

卓
球

技
術

向
上

を
図

る
。

狛
江

市
卓

球
連

盟
H

2
9
.1

2
.1

0
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
6
9

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
7
回

K
O

M
A

E
 C

U
P

2
0
1
7
（
秋

）
シ

ニ
ア

サ
ッ

カ
ー

大
会

市
民

の
親

睦
及

び
市

外
の

方
々

と
の

交
流

。
市

民
社

会
の

平
和

を
実

現
す

る
。

K
S
C

マ
ト

ゥ
ー

ロ
B

H
2
9
.1

2
.2

3
狛

江
市

民
グ

ラ
ン

ド
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
ジ

ュ
ニ

ア
ス

ポ
ー

ツ
空

手
道

強
化

練
習

狛
江

市
に

空
手

道
の

普
及

底
辺

の
拡

大
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

3
0
.1

.7
H

3
0
.2

.1
8

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
1

社
会

教
育

課
後

援

狛
江

の
音

楽
家

と
仲

間
た

ち
に

よ
る

東
日

本
大

震
災

被
災

者
支

援
「
と

ど
け

よ
う

！
音

楽
の

花
束

2
0
1
8
」
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

被
災

者
の

子
ど

も
た

ち
の

音
楽

教
育

と
楽

器
サ

ポ
ー

ト
の

た
め

の
資

金
集

め
ハ

ル
モ

ニ
ア

・
フ

ォ
ン

テ
H

3
0
.1

.8
H

3
0
.4

.7
エ

プ
タ

・
ザ

ー
ル

（
音

楽
ホ

ー
ル

）
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
7
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

の
音

楽
家

と
仲

間
た

ち
に

よ
る

東
日

本
大

震
災

被
災

者
支

援
「
と

ど
け

よ
う

！
音

楽
の

花
束

2
0
1
8
」
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

被
災

者
の

子
ど

も
た

ち
の

音
楽

教
育

と
楽

器
サ

ポ
ー

ト
の

た
め

の
資

金
集

め
ハ

ル
モ

ニ
ア

・
フ

ォ
ン

テ
H

3
0
.1

.8
H

3
0
.4

.7
エ

プ
タ

・
ザ

ー
ル

（
音

楽
ホ

ー
ル

）
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
3

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

チ
ャ

リ
テ

ィ
朗

読
会

困
難

な
環

境
に

あ
る

中
、

資
格

取
得

や
上

級
の

教
育

を
受

け
る

た
め

に
励

ん
で

い
る

女
性

を
支

援
す

る
た

め

国
際

ソ
ロ

プ
チ

ミ
ス

ト
東

京
－

狛
江

H
3
0
.1

.9
H

3
0
.4

.8
市

民
ホ

ー
ル

展
示

多
目

的
室

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
4

社
会

教
育

課
後

援
狛

江
市

民
吹

奏
楽

団
第

1
8
回

定
期

演
奏

会
年

間
活

動
発

表
の

場
と

し
て

狛
江

市
吹

奏
楽

団
H

3
0
.1

.2
8

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
民

吹
奏

楽
団

第
1
8
回

定
期

演
奏

会
年

間
活

動
発

表
の

場
と

し
て

狛
江

市
吹

奏
楽

団
H

3
0
.1

.2
8

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
民

剣
道

合
同

稽
古

会
狛

江
市

内
剣

道
愛

好
家

の
技

量
向

上
及

び
親

睦
を

深
め

る
。

狛
江

市
剣

道
連

盟
H

3
0
.2

.1
1

狛
江

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
民

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

大
会

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

普
及

の
た

め
の

事
業

。
W

C
ラ

グ
ビ

ー
2
0
1
9
大

会
へ

向
け

た
機

運
醸

成
の

取
り

組
み

。

狛
江

市
ラ

グ
ビ

ー
フ

ッ
ト

ボ
ー

ル
協

会
H

3
0
.2

.1
8

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
8

社
会

教
育

課
後

援

狛
江

青
年

会
議

所
五

月
第

一
例

会
宝

探
し

ゲ
ー

ム
～

こ
ま

え
を

た
ん

け
ん

し
て

み
よ

う
～

狛
江

市
の

史
跡

や
神

社
仏

閣
を

ま
わ

り
、

狛
江

の
良

い
所

を
再

発
見

・
再

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
宝

探
し

後
は

ク
イ

ズ
を

行
い

、
狛

江
に

関
係

す
る

人
や

物
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。

狛
江

青
年

会
議

所
H

3
0
.2

.2
0

H
3
0
.5

.1
9

市
内

各
所

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
7
9

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

青
年

会
議

所
五

月
第

一
例

会
宝

探
し

ゲ
ー

ム
～

こ
ま

え
を

た
ん

け
ん

し
て

み
よ

う
～

狛
江

市
の

史
跡

や
神

社
仏

閣
を

ま
わ

り
、

狛
江

の
良

い
所

を
再

発
見

・
再

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
宝

探
し

後
は

ク
イ

ズ
を

行
い

、
狛

江
に

関
係

す
る

人
や

物
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。

狛
江

青
年

会
議

所
H

3
0
.2

.2
0

H
3
0
.5

.1
9

市
内

各
所

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
8
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

小
田

急
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
ク

リ
ニ

ッ
ク

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

の
実

力
向

上
狛

江
市

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

協
会

H
3
0
.2

.2
5

狛
江

市
総

合
体

育
館

第
一

体
育

室
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
8
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

た
い

こ
ら

ん
ど

音
楽

発
表

会
普

段
の

練
習

の
成

果
を

発
揮

す
る

機
会

を
設

け
る

。
親

子
で

楽
し

む
時

間
を

提
供

す
る

。
た

い
こ

ら
ん

ど
H

3
0
.3

.2
1

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
8
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

T
O

K
Y
O

ウ
ォ

ー
ク

2
0
1
7

ス
ポ

ー
ツ

に
触

れ
る

機
会

の
少

な
い

都
民

の
健

康
づ

く
り

と
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
興

味
関

心
を

喚
起

す
る

こ
と

で
、

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
を

図
る

。

東
京

都
ｵ

ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
･ﾊ

ﾟﾗ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
準

備
局

H
2
9
.5

.1
6

H
2
9
.1

2
.2

ガ
ス

橋
緑

地
他

・
広

報
掲

載

1
8
3

社
会

教
育

課
共

催
地

区
対

抗
リ

レ
ー

地
域

の
絆

を
強

め
る

一
つ

の
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

開
催

す
る

。
東

京
オ

リ
パ

ラ
に

向
け

た
機

運
醸

成
も

図
る

。
地

区
対

抗
リ

レ
ー

実
行

委
員

会
H

2
9
.1

0
.1

2
H

2
9
.1

1
.3

市
民

グ
ラ

ン
ド

・
事

務
局

全
般

・
広

報
・
H

P
・
ポ

ス
タ

ー
等

で
周

知
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
8
4

社
会

教
育

課
共

催
（
教

育
）

地
区

対
抗

リ
レ

ー
地

域
の

絆
を

強
め

る
一

つ
の

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
開

催
す

る
。

東
京

オ
リ

パ
ラ

に
向

け
た

機
運

醸
成

も
図

る
。

地
区

対
抗

リ
レ

ー
実

行
委

員
会

H
2
9
.1

0
.1

2
H

2
9
.1

1
.3

市
民

グ
ラ

ン
ド

・
事

務
局

全
般

・
広

報
・
H

P
・
ポ

ス
タ

ー
等

で
周

知

1
8
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
９

回
J
:c

o
m

　
C

u
p

学
童

軟
式

野
球

大
会

2
0
1
7

各
地

区
で

の
子

ど
も

達
の

健
全

育
成

活
動

を
J
:c

o
m

を
通

じ
て

地
域

の
方

々
に

よ
り

深
く
知

っ
て

い
た

だ
く
と

と
も

に
、

交
流

を
深

め
る

た
め

。
狛

江
市

少
年

野
球

連
盟

H
2
9
.1

1
.1

5
H

2
9
.1

2
.9

市
民

グ
ラ

ン
ド

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
8
6

社
会

教
育

課
共

催
（
教

育
）

地
域

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
講

習
会

地
域

貢
献

事
業

と
し

て
、

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
指

導
者

に
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
最

新
の

知
識

・
情

報
を

習
得

す
る

機
会

を
提

供
す

る
。

地
域

ス
ポ

ー
ツ

指
導

者
講

習
会

H
2
9
.1

2
.1

1
H

3
0
.2

.4
市

民
総

合
体

育
館

1
8
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
七

回
泉

の
森

友
の

会
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

　
東

日
本

大
震

災
被

災
者

支
援

「
懐

か
し

の
タ

ン
ゴ

コ
ン

サ
ー

ト
」

東
日

本
大

震
災

で
被

災
し

両
親

を
失

っ
た

子
ど

も
た

ち
の

学
費

を
今

年
も

支
援

す
る

。
泉

の
森

友
の

会
H

3
0
.1

.1
7

H
3
0
.2

.1
8

泉
の

森
会

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
8
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

K
O

M
A

E
チ

ャ
ン

ス
発

表
者

、
観

覧
者

等
か

か
わ

っ
た

方
々

の
豊

か
な

生
活

の
育

成
や

地
域

社
会

の
文

化
の

向
上

に
資

す
る

。

東
京

た
ま

が
わ

ロ
ー

タ
リ

ー
ク

ラ
ブ

H
2
8
.9

.2
1

H
2
9
.4

.1
6

狛
江

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
8
9

社
会

教
育

課
後

援

若
手

音
楽

家
の

デ
ビ

ュ
ー

を
支

え
る

サ
ロ

ン
コ

ン
サ

ー
ト

シ
リ

ー
ズ

シ
ョ

パ
ン

の
部

屋
か

ら
～

毎
日

少
な

く
と

も
１

つ
の

小
さ

な
歌

を
き

く
こ

と
（
ゲ

ー
テ

家
の

家
訓

よ
り

）
～

技
術

水
準

の
向

上
の

１
つ

と
し

て
、

ま
た

、
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

の
あ

り
方

を
考

え
る

機
会

と
す

る
た

め
。

エ
ー

ム
ジ

ー
ク

企
画

（
関

東
支

部
）

H
2
9
.2

.2
3

H
2
9
.4

.2
3

泉
の

森
会

館
・
ポ

ス
タ

ー
掲

示

1
9
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

若
手

音
楽

家
の

デ
ビ

ュ
ー

を
支

え
る

サ
ロ

ン
コ

ン
サ

ー
ト

シ
リ

ー
ズ

シ
ョ

パ
ン

の
部

屋
か

ら
～

毎
日

少
な

く
と

も
１

つ
の

小
さ

な
歌

を
き

く
こ

と
（
ゲ

ー
テ

家
の

家
訓

よ
り

）
～

技
術

水
準

の
向

上
の

１
つ

と
し

て
、

ま
た

、
ク

ラ
シ

ッ
ク

音
楽

の
あ

り
方

を
考

え
る

機
会

と
す

る
た

め
。

エ
ー

ム
ジ

ー
ク

企
画

（
関

東
支

部
）

H
2
9
.2

.2
3

H
2
9
.4

.2
3

泉
の

森
会

館
・
ポ

ス
タ

ー
掲

示

1
9
1

社
会

教
育

課
後

援
市

民
創

作
展

相
互

の
交

流
と

親
睦

を
図

り
、

市
民

の
文

化
向

上
に

寄
与

す
る

。
狛

江
市

芸
術

協
会

H
2
9
.3

.1
H

2
9
.4

.2
3

中
央

公
民

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
9
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
軟

式
野

球
連

盟
春

季
大

会

チ
ー

ム
相

互
の

健
康

と
理

解
、

親
睦

と
融

和
を

図
り

、
ス

ポ
ー

ツ
の

普
及

と
技

量
の

向
上

を
図

る
。

狛
江

市
軟

式
野

球
連

盟
代

表
H

2
9
.4

.2
H

2
9
.7

.3
0

多
摩

川
緑

地
グ

ラ
ン

ド
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
9
3

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
4
8
回

狛
江

市
少

年
野

球
春

季
大

会
各

ク
ラ

ス
優

勝
以

下
を

決
定

す
る

た
め

。
狛

江
市

少
年

野
球

連
盟

H
2
9
.4

.2
H

2
9
.5

.2
1

市
民

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

1
9
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
春

季
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
大

会
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
競

技
を

通
じ

て
、

健
康

作
り

と
親

睦
、

技
術

向
上

。
狛

江
市

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

協
会

H
2
9
.4

.9
H

2
9
.5

.7
西

和
泉

グ
ラ

ン
ド

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
9
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

調
布

狛
江

早
朝

野
球

連
盟

リ
ー

グ
戦

早
朝

野
球

を
通

じ
親

睦
と

交
流

を
図

り
、

健
康

増
進

を
目

的
と

す
る

。
調

布
狛

江
早

朝
野

球
連

盟
H

2
9
.4

.1
1

H
2
9
.1

0
.6

市
民

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
9
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
3
回

バ
タ

フ
ラ

イ
カ

ッ
プ

　
ダ

ブ
ル

ス
チ

ー
ム

大
会

狛
江

市
近

郊
の

卓
球

愛
好

者
家

庭
婦

人
の

交
流

T
&
M

ク
ラ

ブ
H

2
9
.4

.1
9

総
合

体
育

館
・
ポ

ス
タ

ー
掲

示
・
チ

ラ
シ

配
布

1
9
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

市
民

創
作

展
相

互
の

交
流

と
親

睦
を

図
り

、
市

民
の

文
化

向
上

に
寄

与
す

る
。

狛
江

市
芸

術
協

会
H

2
9
.4

.2
2

H
2
9
.4

.2
3

中
央

公
民

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

1
9
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
4
5
回

初
夏

の
音

楽
会

市
内

の
音

楽
愛

好
団

体
の

発
表

と
交

流
の

及
び

広
く
市

民
の

鑑
賞

の
場

と
す

る
。

狛
江

市
音

楽
連

盟
H

2
9
.4

.2
3

H
2
9
.6

.1
1

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

配
布

1
9
9

社
会

教
育

課
後

援
第

4
5
回

初
夏

の
音

楽
会

市
内

の
音

楽
愛

好
団

体
の

発
表

と
交

流
の

及
び

広
く
市

民
の

鑑
賞

の
場

と
す

る
。

狛
江

市
音

楽
連

盟
H

2
9
.4

.2
3

H
2
9
.6

.1
1

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

配
布

2
0
0

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
狛

江
市

民
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

ル
フ

協
会

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
ゴ

ル
フ

の
普

及
お

よ
び

高
齢

者
の

心
身

の
健

康
維

持
と

親
睦

を
促

進
す

る
。

狛
江

市
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

ル
フ

協
会

H
2
9
.4

.2
7

市
民

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
6
回

K
O

M
A

E
 C

U
P

2
0
1
7
（
春

）
シ

ニ
ア

サ
ッ

カ
ー

大
会

サ
ッ

カ
ー

大
会

を
通

じ
市

民
の

親
睦

及
び

市
外

の
方

々
と

の
交

流
を

図
る

K
S
C

マ
ト

ゥ
ー

ロ
B

H
2
9
.4

.2
9

狛
江

市
民

グ
ラ

ン
ド

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
1
8
回

狛
江

チ
ャ

リ
テ

ィ
ー

歌
謡

ま
つ

り
社

会
福

祉
へ

の
参

加
と

地
域

密
着

ア
マ

チ
ュ

ア
歌

謡
サ

ー
ク

ル
狛

江
H

2
9
.5

.7
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
3

社
会

教
育

課
後

援
第

1
8
回

狛
江

チ
ャ

リ
テ

ィ
ー

歌
謡

ま
つ

り
社

会
福

祉
へ

の
参

加
と

地
域

密
着

ア
マ

チ
ュ

ア
歌

謡
サ

ー
ク

ル
狛

江
H

2
9
.5

.7
エ

コ
ル

マ
ホ

ー
ル

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
1
6
回

狛
江

市
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
大

会
顧

問
杯

手
軽

に
で

き
る

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
競

技
の

普
及

、
振

興
を

図
り

、
参

加
者

相
互

の
交

流
を

図
る

。
狛

江
市

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

協
会

H
2
9
.5

.7
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
シ

ニ
ア

講
習

会
狛

江
市

の
6
0
歳

以
上

の
方

々
に

ス
ポ

ー
ツ

の
楽

し
さ

と
健

康
維

持
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

2
9
.5

.7
H

3
0
.3

.2
5

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
7
回

狛
江

市
舞

踏
連

盟
発

表
会

舞
踏

発
表

の
た

め
。

狛
江

市
舞

踏
連

盟
H

2
9
.5

.1
3

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

2
0
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
春

季
硬

式
テ

ニ
ス

協
会

硬
式

テ
ニ

ス
の

普
及

と
技

術
の

向
上

及
び

会
員

相
互

の
親

睦
と

市
民

の
心

身
の

練
磨

を
図

る
。

狛
江

市
硬

式
テ

ニ
ス

協
会

H
2
9
.5

.1
4

H
2
9
.6

.4
元

和
泉

市
民

コ
ー

ト
、

東
野

川
市

民
コ

ー
ト

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

狛
江

市
民

春
季

大
会

競
技

力
の

向
上

と
各

チ
ー

ム
の

親
睦

狛
江

市
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
連

盟
H

2
9
.5

.1
4

H
2
9
.6

.4
市

民
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
0
9

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
3
9
回

定
期

演
奏

会
市

民
に

よ
る

市
民

の
た

め
の

コ
ン

サ
ー

ト
。

狛
江

フ
ィ

ル
ハ

ー
モ

ニ
ー

管
弦

楽
団

H
2
9
.5

.2
0

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
0

社
会

教
育

課
後

援
第

3
9
回

定
期

演
奏

会
市

民
に

よ
る

市
民

の
た

め
の

コ
ン

サ
ー

ト
。

狛
江

フ
ィ

ル
ハ

ー
モ

ニ
ー

管
弦

楽
団

H
2
9
.5

.2
0

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

泉
龍

寺
仏

教
文

庫
講

座
先

祖
・
死

者
供

養
の

変
化

を
考

え
る

。
仏

教
文

庫
運

営
理

事
会

H
2
9
.5

.2
0

泉
龍

寺
仏

教
文

庫
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
2
4
回

多
摩

東
ブ

ロ
ッ

ク
ダ

ン
ス

ス
ポ

ー
ツ

大
会

広
い

地
域

の
選

手
と

共
に

公
認

戦
と

し
て

技
術

の
向

上
を

図
る

。
狛

江
市

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ
連

盟
H

2
9
.5

.2
8

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
3

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
ジ

ュ
ニ

ア
ス

ポ
ー

ツ
空

手
道

教
室

狛
江

市
に

空
手

道
の

普
及

底
辺

の
拡

大
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

2
9
.6

.4
H

2
9
.7

.2
3

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
4

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
三

曲
協

会
演

奏
会

（
第

1
8
回

）
市

民
と

三
曲

を
通

じ
て

交
流

を
深

め
、

邦
楽

文
化

の
維

持
・
発

展
に

寄
与

す
る

。
狛

江
市

三
曲

協
会

H
2
9
.6

.1
0

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
5

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
春

季
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会
市

民
の

親
睦

を
図

る
。

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
精

神
を

理
解

し
、

社
会

人
活

動
の

規
範

と
す

る
。

狛
江

市
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
協

会
H

2
9
.6

.1
1

H
2
9
.6

.2
5

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
3
9
回

狛
江

市
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
大

会
（
会

長
杯

）

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

競
技

の
向

上
、

競
技

人
口

を
広

め
る

。
市

外
近

隣
と

の
交

流
を

深
め

、
市

民
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

狛
江

市
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
協

会
H

2
9
.6

.1
8

市
民

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
ジ

ュ
ニ

ア
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
バ

レ
ー

教
室

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

バ
レ

ー
の

普
及

底
辺

の
拡

大
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

2
9
.6

.2
4

H
2
9
.1

1
.2

9
狛

江
市

総
合

体
育

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
8

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

2
0
1
7
年

　
第

4
5
回

夏
休

み
児

童
・
青

少
年

演
劇

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

児
童

・
青

少
年

演
劇

が
広

く
国

民
に

愛
さ

れ
、

文
化

的
財

産
と

し
て

深
く
認

識
さ

れ
る

よ
う

な
社

会
的

状
況

を
作

り
出

す
。

日
本

児
童

・
青

少
年

演
劇

劇
団

協
同

組
合

H
2
9
.7

.2
1

H
2
9
.8

.2
7

全
労

災
ホ

ー
ル

他
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
1
9

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

き
ん

た
の

会
第

４
回

エ
コ

ル
マ

公
演

日
頃

の
練

習
の

成
果

を
地

域
の

皆
さ

ま
に

見
て

い
た

だ
き

親
し

ん
で

い
た

だ
く
。

き
ん

た
の

会
H

2
9
.8

.1
9

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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共
催

・
後

援

担
当

課
種

別
事

業
名

事
業

目
的

実
施

団
体

実
施

日
（
終

日
）

実
施

場
所

支
援

内
容

2
2
0

社
会

教
育

課
後

援
き

ん
た

の
会

第
４

回
エ

コ
ル

マ
公

演
日

頃
の

練
習

の
成

果
を

地
域

の
皆

さ
ま

に
見

て
い

た
だ

き
親

し
ん

で
い

た
だ

く
。

き
ん

た
の

会
H

2
9
.8

.1
9

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
1

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

カ
ラ

オ
ケ

2
1
第

1
9
回

発
表

会
日

頃
の

練
習

の
発

表
、

地
域

の
交

流
及

び
タ

団
体

と
の

交
流

カ
ラ

オ
ケ

2
1

H
2
9
.9

.1
6

エ
コ

ル
マ

ホ
ー

ル
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
2

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

狛
江

市
ジ

ュ
ニ

ア
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
教

室
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
の

普
及

底
辺

の
拡

大
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

2
9
.1

1
.4

H
2
9
.1

1
.1

8
狛

江
市

西
和

泉
体

育
館

・
ポ

ス
タ

ー
掲

示

2
2
3

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
ジ

ュ
ニ

ア
ビ

ー
チ

ボ
ー

ル
バ

レ
ー

大
会

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

バ
レ

ー
の

普
及

底
辺

の
拡

大
を

図
る

。
特

定
非

営
利

活
動

法
人

狛
江

市
体

育
協

会
H

3
0
.1

.1
4

狛
江

市
総

合
体

育
館

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
4

社
会

教
育

課
後

援
第

３
回

多
摩

川
ネ

イ
チ

ャ
ー

5
0
・
6
0
・
8
0
・
1
1
0

キ
ロ

2
0
2
0
年

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
世

界
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

と
同

時
に

沿
線

自
治

体
狛

江
市

の
魅

力
を

Ｐ
Ｒ

す
る

。

特
定

非
営

利
活

動
法

人
日

本
ア

ウ
ト

フ
ィ

ッ
ト

ネ
ス

協
会

H
3
0
.2

.1
H

3
0
.5

.1
2

多
摩

川
２

丁
目

先
～

多
摩

川
７

丁
目

先
の

多
摩

川
左

岸
電

話
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
5

社
会

教
育

課
後

援
第

4
0
回

市
民

創
作

展
多

種
多

様
の

芸
術

作
品

を
一

堂
に

展
示

披
露

し
、

相
互

の
交

流
と

親
睦

を
図

り
、

市
民

の
文

化
向

上
に

寄
与

す
る

。
狛

江
市

芸
術

協
会

H
3
0
.3

.1
H

3
0
.4

.2
2

中
央

公
民

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
6

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

第
4
0
回

市
民

創
作

展
多

種
多

様
の

芸
術

作
品

を
一

堂
に

展
示

披
露

し
、

相
互

の
交

流
と

親
睦

を
図

り
、

市
民

の
文

化
向

上
に

寄
与

す
る

。
狛

江
市

芸
術

協
会

H
3
0
.3

.1
H

3
0
.4

.2
2

中
央

公
民

館
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
7

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

平
成

2
9
年

度
「
第

1
8
回

多
摩

川
ウ

ォ
ー

ク
」

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
関

心
を

高
め

る
と

共
に

、
健

康
増

進
・
体

力
向

上
の

機
会

を
提

供
す

る
。

公
益

財
団

法
人

世
田

谷
区

ス
ポ

ー
ツ

振
興

財
団

H
2
9
.5

.1
4

世
田

谷
区

立
兵

庫
島

公
園

ほ
か

・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
8

社
会

教
育

課
後

援
わ

ん
ぱ

く
相

撲
調

布
場

所
の

開
催

青
少

年
の

健
全

な
育

成
公

益
社

団
法

人
調

布
青

年
会

議
所

H
2
9
.5

.1
4

調
布

市
立

調
和

小
学

校
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み

2
2
9

社
会

教
育

課
後

援
（
教

育
）

わ
ん

ぱ
く
相

撲
調

布
場

所
の

開
催

青
少

年
の

健
全

な
育

成
公

益
社

団
法

人
調

布
青

年
会

議
所

H
2
9
.5

.1
4

調
布

市
立

調
和

小
学

校
・
チ

ラ
シ

等
に

後
援

の
記

載
の

み
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意
見

交
換

・
情

報
交

換
（

懇
談

会
・

フ
ォ

ー
ラ

ム
・

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
）

担
当

課
種

別
開

催
名

称
開

催
目

的
参

加
団

体
・
個

人
実

施
日

実
施

場
所

交
換

し
た

意
見

・
情

報
の

内
容

1
秘

書
広

報
室

意
見

交
換

会
市

長
を

囲
む

会
地

域
で

抱
え

て
い

る
身

近
な

問
題

や
課

題
に

つ
い

て
、

地
域

の
方

々
と

市
長

の
意

見
交

換
の

場
を

設
け

る
た

め
。

猪
方

町
会

1
8
名

H
2
9
.1

0
.1

6
南

部
地

域
セ

ン
タ

ー

水
道

道
路

の
拡

幅
問

題
、

堤
防

天
端

の
整

備
、

街
路

灯
の

増
設

依
頼

等
に

つ
い

て
の

意
見

交
換

2
政

策
室

フ
ォ

ー
ラ

ム

参
加

と
協

働
市

民
フ

ォ
ー

ラ
ム

　
第

２
回

「
狛

江
☆

サ
ミ

ッ
ト

」

・
順

調
に

活
発

な
活

動
を

行
っ

て
い

る
団

体
の

代
表

に
団

体
の

活
動

に
関

す
る

ノ
ウ

ハ
ウ

や
成

功
例

を
教

え
て

も
ら

う
こ

と
で

、
活

動
方

法
に

悩
む

団
体

へ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

の
提

供
や

、
市

民
活

動
へ

興
味

を
持

っ
て

い
る

個
人

へ
の

意
識

啓
発

を
目

指
す

。
・
参

加
団

体
の

P
R

の
場

を
つ

く
る

。

団
体

名
　

N
P
O

法
人

子
ど

も
の

遊
び

と
育

ち
を

支
え

る
会

、
狛

江
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

、
狛

江
市

ビ
ー

チ
ボ

ー
ル

協
会

、
c
o
m

ae
c
o
lo

r、
コ

マ
エ

ン
ジ

ェ
ル

、
狛

江
と

も
し

び
音

楽
隊

、
N

P
O

法
人

狛
江

子
ど

も
食

堂
、

N
P
O

法
人

フ
ー

ド
バ

ン
ク

狛
江

、
市

民
セ

ン
タ

ー
を

考
え

る
市

民
の

会
参

加
者

　
5
1
名

H
3
0
.1

.1
3

防
災

セ
ン

タ
ー

４
階

会
議

室

参
加

団
体

の
発

表
の

後
、

４
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
参

加
団

体
と

個
人

参
加

者
、

審
議

会
委

員
で

「
ど

う
作

る
？

あ
な

た
の

狛
江

ラ
イ

フ
」

を
テ

ー
マ

に
、

団
体

活
動

の
課

題
等

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

ト
ー

ク
を

行
っ

た
。

3
環

境
政

策
課

そ
の

他
水

と
緑

の
連

絡
会

水
と

緑
に

関
す

る
活

動
を

行
う

リ
ー

ダ
ー

や
市

民
団

体
等

の
今

後
の

展
望

に
つ

い
て

検
討

す
る

場
と

し
て

平
成

2
8
年

度
に

立
ち

上
げ

た
「
水

と
緑

の
連

絡
会

」
を

、
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

策
定

に
向

け
た

生
物

多
様

性
基

礎
調

査
に

関
す

る
意

見
交

換
の

場
と

し
て

位
置

づ
け

、
市

民
団

体
等

と
情

報
共

有
を

図
る

と
と

も
に

、
併

せ
て

水
と

緑
の

将
来

像
実

現
に

向
け

た
市

民
が

主
体

と
な

っ
た

地
域

的
な

水
と

緑
保

全
へ

の
取

組
み

の
検

討
に

繋
げ

る
。

（
１

回
目

）
団

体
名

　
狛

江
弁

財
天

池
特

別
緑

地
保

全
地

区
市

民
の

会
、

と
ん

ぼ
の

会
、

狛
江

水
辺

の
楽

校
運

営
協

議
会

、
野

川
と

ハ
ケ

の
森

の
会

、
緑

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
、

清
水

川
公

園
サ

ポ
ー

タ
ー

ズ
、

花
い

っ
ぱ

い
に

な
あ

れ
、

岩
戸

児
童

遊
園

見
守

り
グ

ル
ー

プ
、

狛
江

団
地

自
治

会
、

野
川

環
境

向
上

実
行

委
員

会
、

少
し

は
良

く
な

る
会

参
加

者
　

1
1
名

（
２

回
目

）
団

体
名

　
と

ん
ぼ

の
会

、
の

び
の

び
会

、
狛

江
水

辺
の

楽
校

運
営

協
議

会
、

野
川

と
ハ

ケ
の

森
の

会
、

緑
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

、
岩

戸
児

童
遊

園
見

守
り

グ
ル

ー
プ

、
小

髙
木

、
少

し
は

良
く
な

る
会

、
清

水
川

公
園

サ
ポ

ー
タ

ー
ズ

、
緑

と
花

の
会

参
加

者
　

1
0
名

（
３

回
目

）
団

体
名

　
と

ん
ぼ

の
会

、
野

川
環

境
向

上
実

行
委

員
会

、
野

川
と

ハ
ケ

の
森

の
会

、
緑

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
、

狛
江

第
五

小
学

校
グ

リ
ー

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

ア
ジ

サ
イ

、
岩

戸
児

童
遊

園
見

守
り

グ
ル

ー
プ

、
狛

江
ハ

イ
タ

ウ
ン

団
地

管
理

組
合

法
人

、
少

し
は

良
く
な

る
会

、
清

水
川

公
園

サ
ポ

ー
タ

ー
ズ 参

加
者

　
1
0
名

①
H

2
9
.8

.2
1

②
H

3
0
.1

.1
5

③
H

3
0
.3

.2
3

①
5
0
2
会

議
室

②
防

災
セ

ン
タ

ー
3
0
3
会

議
室 ③

防
災

セ
ン

タ
ー

3
0
2
会

議
室

（
１

回
目

）
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

策
定

の
概

要
を

説
明

す
る

と
と

も
に

、
生

物
多

様
性

基
礎

調
査

に
関

す
る

意
見

交
換

の
場

と
し

て
位

置
づ

け
、

市
民

団
体

等
と

情
報

共
有

を
図

る
体

制
を

整
え

た
。

ま
た

、
生

き
も

の
の

専
門

的
知

見
を

持
つ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
招

き
、

狛
江

市
の

特
徴

等
を

話
し

合
っ

た
。

（
２

回
目

）
生

き
も

の
調

査
夏

期
及

び
秋

期
調

査
結

果
の

速
報

報
告

、
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

策
定

業
務

モ
デ

ル
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

結
果

報
告

、
講

演
会

及
び

水
と

緑
の

パ
ネ

ル
展

開
催

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
。

（
３

回
目

）
第

１
回

と
同

様
に

生
き

も
の

の
専

門
的

知
見

を
持

つ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

招
き

、
生

き
も

の
調

査
冬

期
結

果
の

速
報

報
告

、
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

策
定

業
務

第
２

回
モ

デ
ル

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

結
果

報
告

、
平

成
3
0
年

度
実

施
の

こ
ま

え
生

き
も

の
探

検
隊

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
。

ま
た

、
平

成
3
2
年

改
定

予
定

の
緑

の
基

本
計

画
に

つ
い

て
、

市
民

団
体

等
の

協
力

を
依

頼
し

た
。

4
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
懇

談
会

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

第
４

回
懇

談
会

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

方
針

の
方

向
性

に
関

す
る

意
見

交
換

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

関
係

者
（
住

所
、

地
区

外
、

地
権

者
）

参
加

者
　

H
2
9
.6

.2
→

1
2
名

　
H

2
9
.6

.3
→

1
6
名

H
2
9
.6

.2
H

2
9
.6

.3
防

災
セ

ン
タ

ー
４

階
会

議
室

ま
ち

づ
く
り

方
針

に
対

す
る

意
見

や
、

今
後

の
検

討
の

進
め

方
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

5
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
懇

談
会

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

第
５

回
懇

談
会

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
素

案
の

た
た

き
台

に
関

す
る

説
明

及
び

意
見

交
換

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

関
係

者
（
住

所
、

地
区

外
、

地
権

者
）

参
加

者
　

H
2
9
.8

.4
→

1
2
名

　
H

2
9
.8

.5
→

1
2
名

H
2
9
.8

.4
H

2
9
.8

.5
防

災
セ

ン
タ

ー
４

階
会

議
室

地
区

計
画

素
案

た
た

き
台

に
対

す
る

意
見

や
今

後
の

検
討

の
進

め
方

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。

6
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
懇

談
会

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

第
６

回
懇

談
会

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

地
区

計
画

の
素

案
に

関
す

る
説

明
及

び
意

見
交

換

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

関
係

者
（
住

所
、

地
区

外
、

地
権

者
）

参
加

者
　

H
2
9
.1

0
.1

3
→

2
0
名

　
H

2
9
.1

0
.1

5
→

2
2
名

H
2
9
.1

0
.1

3
H

2
9
.1

0
.1

5
中

央
公

民
館

２
階

講
座

室
地

区
計

画
素

案
に

対
す

る
意

見
交

換
を

行
っ

た
。
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意
見

交
換

・
情

報
交

換
（

懇
談

会
・

フ
ォ

ー
ラ

ム
・

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
）

担
当

課
種

別
開

催
名

称
開

催
目

的
参

加
団

体
・
個

人
実

施
日

実
施

場
所

交
換

し
た

意
見

・
情

報
の

内
容

7
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
そ

の
他

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
向

け
た

勉
強

会

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

の
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

課
題

や
地

区
計

画
を

活
用

し
た

解
決

方
法

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

関
係

者
（
住

所
、

地
区

外
、

地
権

者
）

参
加

者
　

2
4
名

H
2
9
.7

.1
4

防
災

セ
ン

タ
ー

４
階

会
議

室
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

地
区

の
課

題
や

地
区

計
画

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
た

。

8
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
そ

の
他

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

ま
ち

づ
く
り

に
関

す
る

検
討

会

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

針
を

検
討

組
織

の
発

足

岩
戸

北
二

丁
目

周
辺

地
区

関
係

者
（
住

所
、

地
区

外
、

地
権

者
）

参
加

者
　

2
1
名

H
2
9
.5

.2
6

防
災

セ
ン

タ
ー

４
階

会
議

室
検

討
組

織
発

足
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

9
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
フ

ォ
ー

ラ
ム

狛
江

市
公

園
フ

ォ
ー

ラ
ム み

ん
な

の
お

も
い

え
が

く
公

園

将
来

を
担

う
子

ど
も

が
思

い
描

く
公

園
に

つ
い

て
把

握
し

、
将

来
の

公
園

整
備

の
基

礎
資

料
と

す
る

こ
と

。

小
学

４
～

６
年

生
一

般
の

方
H

3
0
.3

.4
防

災
セ

ン
タ

ー
３

階
会

議
室

子
ど

も
の

思
い

描
く
公

園
に

つ
い

て
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

い
、

発
表

を
行

っ
た

。

1
0

公
民

館
懇

談
会

西
河

原
公

民
館

利
用

者
懇

談
会

西
河

原
公

民
館

利
用

者
か

ら
の

要
望

や
意

見
の

集
約

、
公

民
館

か
ら

の
情

報
発

信
の

を
目

的
と

し
て

開
催

。

西
河

原
公

民
館

利
用

団
体

参
加

者
　

6
9
団

体
　

7
2
人

H
2
9
.4

.2
7

西
河

原
公

民
館

学
習

室
Ⅰ

施
設

の
優

先
的

な
予

約
方

法
・
抽

選
方

法
に

つ
い

て
の

意
見

要
望

が
あ

り
、

優
先

的
な

待
遇

は
無

い
と

い
う

公
民

館
と

し
て

の
対

応
の

仕
方

に
活

か
し

て
い

く
。

改
修

工
事

の
時

期
に

つ
い

て
、

今
後

工
期

が
決

ま
り

次
第

随
時

情
報

発
信

し
て

い
く
。

1
1

公
民

館
懇

談
会

中
央

公
民

館
利

用
者

懇
談

会

中
央

公
民

館
利

用
者

か
ら

の
要

望
や

意
見

の
集

約
、

公
民

館
か

ら
の

情
報

発
信

の
を

目
的

と
し

て
開

催
。

中
央

公
民

館
利

用
団

体
参

加
者

　
8
0
団

体
　

8
9
人

H
2
9
.4

.2
8

中
央

公
民

館
講

座
室

施
設

の
優

先
的

な
予

約
方

法
・
抽

選
方

法
に

つ
い

て
の

意
見

要
望

が
あ

り
、

優
先

的
な

待
遇

は
無

い
と

い
う

公
民

館
と

し
て

の
対

応
の

仕
方

に
活

か
し

て
い

く
。
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